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＜参考＞

１．国際勧告との関連

　本標準は、１９９３年３月の世界電気通信標準化会議（ＷＴＳＣ－９３）において承認されたＩＴＵ－

Ｔ勧告Ｘ．３１に準拠したものである。

（注）本文中の“ＣＣＩＴＴ”の記述は、１９９３年３月の世界電気通信標準化会議（ＷＴＳＣ－９３）

の結果を受けて、

・ＣＣＩＴＴ勧告については、ＩＴＵ－Ｔ勧告

・ＣＣＩＴＴの組織については、ＩＴＵ－ＴＳ

・１９９３年３月のＣＣＩＴＴ総会については、世界電気通信標準化会議（ＷＴＳＣ－９３）

と読み換えてください。

２．上記勧告等に関する追加事項等

　 (1) 　ケースＡのユーザアクセス能力

　ＣＣＩＴＴ勧告Ｘ．３１では、3.1.2 節において、ケースＡ（ＰＳＰＤＮサービスへのアクセス）

でのユーザアクセス能力として勧告Ｘ．１のユーザクラス８から１１、および３０がサポートされ

ると規定している。しかし、国内にはユーザ速度５６kbit/s のパケットモード端末をサポートしてい

る網も存在しており、該端末をＩＳＤＮによりサポートする場合を考慮して、本標準ではユーザ速

度５６kbit/s のＤＴＥに関する記述を追加した。

　 (2) 　ＤチャネルのＳＡＰＩ＝１６リンクを用いた着呼提供

　ＣＣＩＴＴ勧告Ｘ．３１では、6.2.2.3 節の注でＳＡＰＩ＝１６リンクを用いた着呼提供を許容し

ている。しかし、本手順は暫定的なものであり、必要性が認められないと判断し、本標準の本文か

ら削除した。なお、ＣＣＩＴＴ勧告Ｘ．３１には、本手順をインプリメントしている端末は、ポー

タビリティの観点から、必ずＳＡＰＩ＝０手順をもインプリメントする必要があると規定されてい

る。

　 (3) 　ＰＳＰＤＮポートのＩＳＤＮアドレスをＴＡに転送する方法

　ＣＣＩＴＴ勧告Ｘ．３１では、7.3.3.1.2 節において、ＰＳＰＤＮポートのＩＳＤＮアドレスを端末

アダプタ（ＴＡ）に転送する方法の１つとして、Ｓ参照点を介して網からダウンロードする方法を

第４の項目として挙げているが、この項目に関しては手順等の審議が未成熟であり、混乱を招かな

いため削除した。

　 (4) 　ケースＡにおけるＴＡの速度整合

　ＣＣＩＴＴ勧告Ｘ．３１は、7.3.2 節においてＴＡの機能として速度整合の方法を記述している。

ここでは、ケースＡにおいてＨＤＬＣフレーム間フラグスタッフの代替として標準ＪＴ－Ｘ３０の

速度整合方法を用いることを挙げているが、 (1)と同様の理由から、引用する勧告として、本文に標

準ＪＴ－Ｖ１１０を追加した。
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  (5)  端末アダプタのテストループ 

ＣＣＩＴＴ勧告Ｘ．３１では、7.6 節においてターミナルアダプタ（ＴＡ）のテストループについ

て記述している。しかし、手順等については明確でなく、現状では実現方法を確定できないとの判断

から、本節は本標準の本文からは除き、付録とした。 

 

  (6)  本標準には本文に記述されている内容の理解を助けるための補遺がある。 

 

３．改版の履歴 

 

版 数 制  定  日 改 版 内 容 

第 １ 版 昭和６２年 ４月２８日 制 定 

第 1. 1 版 

 

昭和６２年 ７月１５日 

 

図２－３ 記載漏れ追加 

付図２－１１ 誤記訂正 

第 ２ 版 

 

昭和６３年 ５月３１日 

 

ＣＣＩＴＴ勧告Ｘ．３１の審議の進捗に伴う内容の全

面的変更 

第 2. 1 版 

 

昭和６３年１１月３０日 

 

「補正」による訂正：１９８８年１１月ＣＣＩＴＴＳ

ＧⅦ京都会合における審議結果に準拠 

第 ３ 版 

 

平成 元年１１月２９日 

 

ＣＣＩＴＴ勧告Ｘ．３１の審議の進捗に伴う記述の適

正化及び標準ＪＴ－Ｘ３１補遺制定に伴う修正 

第 ４ 版 平成 ５年 ４月２７日 ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．３１の審議の進捗に伴う内容の 

一部変更 

 

 

４．工業所有権   

 本標準に関わる「工業所有権等の実施の権利に係る確認書」の提出状況は、ＴＴＣホームページでご覧に

なれます。 

 

５．その他 

  (1)  選択肢のある項目の規定 

 標準ＪＴ－Ｘ３１のサービスを満足するために、以下に示す選択肢のある主な項目において、少な

くとも１つの選択肢を選択することができる。但し、端末と網とが本標準に準拠して接続される場合

において、各々が採用した選択肢の整合性を確認する必要がある。 
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選　択　肢　の　あ　る　項　目　一　覧

項番

項　　　　目

（本文参照箇所） 選　　　択　　　肢

選択肢

の関係

提供または

選択するサイド 備　　考

１ サービス種別の提

供

(1)

①ケースＡ：PSPDN サービス

②ケースＢ：ISDN バーチャル

サーキットサービス

Ａ 網

２ コネクション種別

の提供

(1, 2.2)

①半固定コネクション

②交換形コネクション

Ａ 網

３ NT2 によるＢチャ

ネル上のレイヤ３

多重

(2)

①提供する

②提供しない

Ａ ユーザ

４ Q.931 手順による

DTE 識別の提供

(2.1)

①DTE 識別を提供しない

②DTE 識別を提供する

Ｅ

Ｏ

網

５ Q.931 手順による

DCE 識別の提供

(2.1)

①DCE 識別を提供しない

②DCE 識別を提供する

Ｅ

Ｏ

網

６ 勧告 X.32 による

DTE 識別手順の提

供

(2.1, 2.2)

①DTE 識別手順を提供しない

②DTE 識別手順を提供する

Ｅ

Ｏ

網

７ DTE が加入する網

(3.1.1)

①PSPDN

②ISDN

Ａ 網 ケースＡ の

場合

８ DTE の番号計画

(3.1.1)

①DTE は E.164 番号（注１）のみを

持つ

②DTEはE.164番号およびX.121 番

号（注２）を持つ

 (注１)(ⅰ)DTE は１つの E.164 番号

を持つ

 (ⅱ)DTE は複数の E.164番号

を持つ

 (注２)(ⅰ)DTE は１つのX.121番号

を持つ

 (ⅱ)DTEは複数のX.121番号

を持つ

Ａ

Ｅ

Ｏ

Ｅ

Ｏ

網 ケースＡ の

場合

９ 着信時の通知クラ

スの提供方法

(3.1.4, 3.2.3)

①加入時の合意による

②加入時の合意によらない

Ａ 網
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選　択　肢　の　あ　る　項　目　一　覧

項番
項　　　　目

（本文参照箇所）
選　　　択　　　肢

選択肢

の関係

提供または

選択するサイド
備　　考

１０ 着信時の通知クラ

スの提供種別

(3.1.4, 3.2.3)

①非通知クラス

②条件付き通知クラス

③無条件通知クラス（注３）

 (注３)このクラスの提供はケー

スＢの場合に限られる

Ａ 網

１１ 非通知クラス選択

時のサブクラス

(3.1.4, 3.2.3.1)

①PH/AU への半固定コネクショ

ン

②ユーザによる交換形コネク

ション

Ａ 網

１２ 条件付き通知クラ

ス選択時のサブク

ラス

(3.1.4, 3.2.3.2)

①網がユーザのパケットアクセ

スチャネルについての情報を

持つ

  (ⅰ) チャネル上への多重が不

可能な場合、追加の呼を切

断する

  (ⅱ) チャネル上への多重が不

可能な場合、Q.931 手順に

より呼設定を行う

②網がユーザのパケットアクセ

スチャネルについての情報を

持たない

Ａ

Ａ

網

１３ 条件付き通知クラ

スにおける起動中

のパケットアクセ

スチャネルの識別

(3.2.3.2)

①サブアドレスを用いない

②サブアドレスを用いる

Ｅ

Ｏ

網

１４ 無条件通知クラス

における半固定コ

ネ ク シ ョ ン の Ｂ

チャネルに接続さ

れた端末の識別

(3.2.3.3)

①ＴＥＩの非自動割当を使用す

る

②ＴＥＩの非自動割当を使用し

ない

Ａ 網 ケースＢ の

場合

１５ 条件付き通知クラ

ス に お け る 情 報

マッピング

(3.2.3.4)

①アドレスおよびサブアドレス

②その他の情報

Ｅ

Ｏ

網
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選　択　肢　の　あ　る　項　目　一　覧

項番

項　　　　目

（本文参照箇所） 選　　　択　　　肢

選択肢

の関係

提供または

選択するサイド 備　　考

１６ X.25 呼拡張ファシ

リティパラメータ

フィールドの DSS1

「呼設定｣ (SETUP)

メッセージ の着サ

ブアドレスフィー

ルドへのマッピン

グ

(3.2.3.4)

①マッピングしない

②マッピングする

Ｅ

Ｏ

網

１７ Ｓ／Ｔ参照点での番

号付与

(4.1)

①１つのユーザ・網インタフェー

スに１つの E.164 番号が割り当

てられる

②１つのユーザ・網インタフェー

スに複数の E.164 番号が割り当

てられる

Ｅ

Ｏ

網

１８ 特定端末の選択方

法

(4.1)

①ＭＳＮ／ＤＤＩによる方法

②ＩＳＤＮサブアドレスによる

方法

Ｏ ユーザ ケースＢ の

場合

１９ チャネル種別の選

択

(4.3.1, 6.2.2)

①端末が使用すべきチャネル種

別を示す

②網がどのチャネル種別を使用

するかの情報を持つ

Ａ 網 ケースＢ の

場合

２０ ３つの半固定コネ

クションの提供

(6)

①端末と PH/AU 間の物理レイヤ

の半固定コネクション

②端末と PH/AU 間のデータリン

クと物理レイヤの半固定コネ

クション

Ａ 網

２１ AU へのコネクショ

ンの提供方法

(6.1.1)

①呼設定情報（AU の識別番号、

中継網選択等）

②加入時の合意

Ａ 網 ケースＡ の

場合

２２ 「応答｣(CONNECT)

メッセージ受信後

の｢応答確認｣

(CONNECT

ACKNOWLEDGE)

メッセージの送出

(6.1.2.1)

①送出しない

②送出する

Ｅ

Ｏ

ユーザ

２３ タイマ T320 の具備

(6.3.2)

①具備する

②具備しない

Ａ 網 ケースＢ の

場合
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選　択　肢　の　あ　る　項　目　一　覧

項番

項　　　　目

（本文参照箇所） 選　　　択　　　肢

選択肢

の関係

提供または

選択するサイド 備　　考

２４ コーズマッピン

グの提供

(6.4.4.1)

呼が相手ユーザに Q.931 メッセー

ジを用いて拒否された場合の切断

指示パケット

①切断原因＃０“ＤＴＥ復旧”診断

＃０“追加情報なし”を設定する

②コーズマッピングによって切断

原因、診断情報を設定する

Ａ 網 ケースＢ の

場合

２５ 条件付き通知ク

ラスの場合、早切

り時の肯定応答

端末に対する動

作

(6.4.3)

①アクセスコネクションは切断さ

れる

②アクセスコネクションは設定さ

れて、タイマ T320 が起動される

Ａ 網 ケースＢ の

場合

２６ コーズマッピン

グの提供

(6.4.4.1)

①AU は 6.4.4.2 節の手順に従う

②AU は 6.4.4.2 節の手順に従わな

い

Ａ 網 ケースＡ の

場合

２７ 着呼の早切りの

た め の コ ー ズ

マッピングの提

供

(6.4.4.2)

①X.25 から Q.931 へのマッピング

を提供する

②X.25 切断原因を Q.931 理由表示

情報要素内にコピーする

Ａ 網 ケースＢ の

場合

２８ 速度整合方法の

提供

(7.3.2)

①HDLC の方法

②標準 JT-X30 または標準 JT-V110

に記述されている方法

Ａ 網 ケースＡ の

場合

２９ TA のインプリメ

ンテーション

(7.3.3)

①TA はレイヤ１のみ終端する

②TA はレイヤ２および／またはレ

イヤ３を終端する

Ａ ユ－ザ

３０ Ｂチャネル設定

条件

(7.3.3.1.1)

(3.2.3.4)

①半固定Ｂチャネル

②Ｒ参照点からの動作

　②の場合、以下から選択する

   (ⅰ) ホットラインアクセス

   (ⅱ) 完全回線交換選択アクセス

Ａ

Ａ

①網

②ユーザ

３１ ISDN アドレスの

転送方法

(7.3.3.1.2)

①S/T 参照点での半固定Ｂチャネ

ル

②Ｒ参照点からアドレスが転送さ

れる

③TA のマンマシンインタフェース

Ａ ①網

②③ユーザ

記号 Ｅ：必須

Ｏ：オプション

Ａ：二者択一またはどちらも選択可能



- vii - ＪＴ－Ｘ３１

　 (2) 　継続検討中の項目

継　続　検　討　項　目　一　覧

項番 標　準　参　照　箇　所 内　　　　　　　　　容

１ 1.サ－ビス概要 S/T インタフェースにおけるＨチャネルアクセス

２ 2.参照構成 Ｂチャネルにおけるレイヤ２多重

３ 3.2.3.3 無条件通知クラス 半固定コネクションのＢチャネルに接続された端末のＴＥＩ

の非自動割当以外の識別方法

４ 4.1 端末インタフェースの識別 ＰＶＣサ－ビスのための端末識別でＴＥＩの非自動割当以外

の方法

５ 表 6-4/JT-X31 情報要素マッピングにおいて、以下の X.25 着呼パケットの情

報要素からマッピングすべき Q.931 「呼設定」(SETUP) メッ

セージ中の対応する情報要素が継続検討中である

－Ａビット

－相互接続ユーザグループ

－優先順位

－保護

６ 表 7-1/JT-X31 (注) V.25bis のダイレクトコールモードと 1.3 節に従う動作（V シ

リーズインタフェース）との違い

７ 付録Ⅲ

　追加されたリンク設定直後

のリスタート手順

リスタート手順の詳細

　 (3) 　注意事項

1)　「初期設定」(REST)メッセージ受信時のＸ．２５バーチャルコールおよびパーマネントバーチャ

ルサーキットの取扱いは、対応する勧告Ｑ．９３１およびＸ．３１間に矛盾があり、ＣＣＩＴＴ

で検討中である。今後ＣＣＩＴＴの検討の進捗に合わせて本標準の適正化を図る。

［関連する節番号］

標準ＪＴ－Ｑ９３１節 5.5.2、本標準節 6.4.1、節 6.4.4.2、付図Ⅲ－１４／ＪＴ－Ｘ３１
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１．概　要

1.1　本標準の規定範囲

　ＣＣＩＴＴでは、本標準のベースとなる勧告Ｘ．３１の規定にあたって、以下のことを考慮している。

　 (1) 　勧告Ｘ．２５に準拠するＤＴＥは、少なくともＩＳＤＮの発展期間中および可能ならばその後も、

ＩＳＤＮ上で、あるいはＩＳＤＮを経由したＰＳＰＤＮによって提供されるパケット交換データ伝

送サービス（ＰＳＤＴＳ）とともに使用される。

　 (2) 　参照点ＳとＴにおいて、Ｉシリーズ勧告（Ｉ．４３０／Ｉ．４３１）に準拠するパケットモード

ＴＥ１は、ＩＳＤＮによる、あるいはＩＳＤＮを経由したＰＳＰＤＮによるＰＳＤＴＳとともに使

用される。

　 (3) 　勧告Ｘ．３１により規定される機能やプロトコルは、勧告Ｘ．２１３で規定されるネットワーク

サービスの提供を可能としなければならない。

　 (4) 　ＩＳＤＮとＰＳＰＤＮとのインタワーキング機能は勧告Ｘ．３２５に規定されている。

　 (5) 　ＰＳＰＤＮへの交換形アクセスは勧告Ｘ．３２に規定されている。

　 (6) 　ＰＳＰＤＮへの専用線アクセスは勧告Ｘ．２５に規定されている。

　これらに基づきＴＴＣは本標準を以下のように規定する。

　 (1) 　ＣＣＩＴＴのＩシリーズ勧告で規定されたベアラサービスによりＩＳＤＮユーザに提供されるパ

ケットモードサービスの定義。

　 (2) 　標準ＪＴ－Ｉ４３０、ＪＴ－Ｉ４３１、ＪＴ－Ｑ９２１およびＪＴ－Ｑ９３１と組み合わせて、

パケットモードサービスへアクセスするための、ＩＳＤＮユーザ・網インタフェースでの手順の規

定。

　 (3) 　既存のＸ．２５端末に適合させるための端末アダプタ（ＴＡ）機能の規定（ＴＡ機能を明確化す

るために参照点Ｒについて記述している）。

　ＰＡＤ機能は網内に存在し得る。この場合、既存のＣＣＩＴＴ勧告（例えば、勧告Ｘ．３、Ｘ．２８、

Ｘ．２９、Ｘ．５２）が非同期アクセスに適用される。ＩＳＤＮによる、あるいはＩＳＤＮを経由した非

同期アクセスのサポートは、この標準の範囲外である。

1.2　サービスの概要

　ＩＳＤＮに接続されるパケットモード端末に対し、次の２つの主なパケット交換データ転送サービスを

定義する。

ケースＡ：ＰＳＰＤＮへのアクセス（ＰＳＰＤＮサービス）

ケースＢ：ＩＳＤＮバーチャルサーキットサービスの使用

　これらのサービスの提供については、標準ＪＴ－Ｉ２３０シリーズに定義されている。

　ケースＡの場合、固定あるいは交換形のＩＳＤＮトランスペアレント回線接続が用いられる。これに対

応するＩＳＤＮベアラサービスは、標準ＪＴ－Ｉ２３１に記述されている６４kbit/s サービスである。ユー

ザが利用できるサービスは、標準ＪＴ－Ｘ２５（固定アクセス）や標準ＪＴ－Ｘ３２（交換形アクセス）

その他のＸシリーズ勧告（例えば、Ｘ．２、Ｘ．１２１）に記述されているＰＳＰＤＮサービスである。

　ケースＢの場合、標準ＪＴ－Ｉ２３２、3.2.1 節に述べられているように、ＩＳＤＮバーチャルサーキッ

トサービスが用いられる。
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　利用可能なサービスはＩシリーズ勧告および標準に述べられている。

　ケースＡの場合、Ｂチャネルのみがユーザ・網インタフェースにおいてパケット交換サービスにアクセ

スするために使うことができる。一方、ケースＢの場合は、ＢチャネルとＤチャネルのいずれでも使うこ

とができる。ケースＡおよびケースＢのサービスの詳細については３章で述べる。

　本標準は、Ｓ／Ｔインタフェースにおける以下の手順を含む。

　－基本および１次群インタフェースにおけるＢチャネルおよびＤチャネルアクセス。Ｈチャネルアクセ

スへの適用については継続検討中。

　－ＢチャネルにおけるＸ．２５ＬＡＰＢ手順およびＤチャネルにおけるＱ．９２１ＬＡＰＤ手順。Ｘ．

２５ＬＡＰ手順についてはここでは考慮しない。

　－ＢチャネルおよびＤチャネルにおけるＸ．２５パケットレイヤ手順。

　さらに、本標準はＩＳＤＮを経由した物理パスの設定、解放に適用する際のＱ．９２１およびＱ．９３

１手順の使用を規定する。

２．参照構成

　以下に示す構成は、ＩＳＤＮによるＸ．２５ＤＴＥとＴＥ１のサポートを標準化する際の基本である。

インタワーキングに関する考慮事項は５章に記述する。

　Ｘ．２５ＤＴＥとその端末アダプタ（ＴＡ）は常にＳ／Ｔ参照点においてパケットモードＴＥ１と等価

であるので、これらの構成はＩＳＤＮによるパケットモードＴＥのサポートを標準化してきた際の基本で

もある。従って、この本文中の１組のＸ．２５ＤＴＥとそのＴＡに対する全ての記述は、パケットモード

ＴＥ１にも同様に適用できる。しかし、ＴＥ１によっては、Ｘ．２５ＤＴＥとＴＡで利用可能なものより

も多くの能力を持つ場合もある。同様に、この標準にはパケット交換モードで動作するＮＴ２のサポート

についても含まれている。

　宅内では複数のＸ．２５ＤＴＥ＋ＴＡまたは複数のＴＥ１またはこれらの組合せを用いる場合もある。

複数のＸ．２５ＤＴＥは、ＮＴ２によって単一のＢチャネル上にレイヤ３多重される場合もある。複数の

ＴＡあるいはＴＥ１は、呼毎で同時に１つのＢチャネルを使用することができる。

　注－Ｂチャネルのレイヤ２多重については継続検討中。

　本標準は、１つのＩＳＤＮネットワークコネクション種別（すなわち、ＢチャネルまたはＤチャネルの

いずれかが関与する）で独立に実行されるパケットモード動作だけに適用される。
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2.1　ＰＳＰＤＮサービスにアクセスするときの構成（ケースＡ）

　この構成（図２－１／ＪＴ－Ｘ３１）はケースＡのサービスに関係し、ＩＳＤＮを介したパケット呼の

トランスペアレントな取扱いを示す。Ｂチャネルを用いたアクセスのみが可能である。この場合、ＩＳＤ

Ｎがパケット呼に対して提供するのは、適切なＰＳＰＤＮポートとユーザ宅内のＸ．２５ＤＴＥ＋ＴＡま

たはＴＥ１との間の物理的な半固定的または交換形の６４kbit/s 回線交換モードトランスペアレントネッ

トワークコネクション種別のみである。

　固定アクセスの場合、Ｘ．２５ＤＴＥ＋ＴＡあるいはＴＥ１は、ＰＳＰＤＮの対応するＩＳＤＮポート

（ＡＵ）に接続される。ＴＡ（存在するとき）は、参照点Ｒのユーザと６４kbit/sＢチャネル速度との間の、

必要な物理チャネルの速度整合のみを行う。この場合にはＱ．９３１メッセージは使用されない。

　図２－１／ＪＴ－Ｘ３１の上側に描かれているＰＳＰＤＮへの交換形コネクションの場合、Ｘ．２５Ｄ

ＴＥ＋ＴＡあるいはＴＥ１が、ＰＳＰＤＮのＩＳＤＮポート（ＡＵ）に接続される。このＡＵはまた、Ｉ

ＳＤＮを介した６４kbit/s 物理チャネル設定を可能とする。

　この種のコネクションの場合は、発信呼は標準ＪＴ－Ｘ２５のレイヤ２およびレイヤ３機能を始める前

にＩＳＤＮ信号手順を用い、ＰＳＰＤＮポートへ向けてＢチャネル上に設定される。これは、ホットライ

ン（例えば、ダイレクトコール）または完全選択方法のいずれかによって行われる。さらにＴＡ（存在す

るとき）は、６４kbit/s へのユーザ速度整合を行う。適用する速度整合手段によっては、ＰＳＰＤＮのＡＵ

に付加的な機能が必要となることがある（７章のＴＡ速度整合参照）。

　完全選択方法の場合、ＰＳＰＤＮへの発呼アクセスのために以下の２種類の番号が用いられる。

・ＰＳＰＤＮアクセスポートのＩＳＤＮ番号：

これは標準ＪＴ－Ｑ９３１の「呼設定」（SETUP）メッセージ内に示される。

・着信ＤＴＥアドレス：

これは標準ＪＴ－Ｘ２５の発呼要求パケット内に示される。

　標準ＪＴ－Ｑ９３１の「呼設定」（SETUP）メッセージで要求されるサービスは、ＩＳＤＮ回線交換モー

ドベアラサービスである。

　ＰＳＰＤＮからの呼に対しても、上記と同様のことが適用される。図２－１／ＪＴ－Ｘ３１に関連して

ＰＳＰＤＮのＩＳＤＮポートは、速度整合機能（必要ならば）とパス設定機能の両方を具備する。

　必要ならば、ＤＴＥ識別子を標準ＪＴ－Ｑ９３１に規定されている呼設定信号手順を用いてＰＳＰＤＮ

に渡してもよい。さらに、必要ならば、同一の手順を用いてＤＣＥ識別子をＤＴＥに渡してもよい。

　交換形アクセスの場合について、ＢチャネルにおけるＸ．２５レイヤ２およびレイヤ３の動作は、サー

ビスの定義と同様に標準ＪＴ－Ｘ３２に記述されている。

　ケースＡにおいて、ＰＳＰＤＮによってはＩＳＤＮが提供する情報を補足するため、標準ＪＴ－Ｘ３２

に定義された付加的なＤＴＥ識別手順を使用する。



ＪＴ－Ｘ３１ - 4 -

2.2　ＩＳＤＮバーチャルサーキットサービスのための構成（ケースＢ）

　この構成はパケット処理（ＰＨ）機能がＩＳＤＮ内に配置された場合を示している。図２－２／ＪＴ－

Ｘ３１に示す構成はＢチャネルを介して行われるＸ．２５リンク及びパケットレイヤ手順に関したもので

ある。この場合、パケット呼はＩＳＤＮ内でＸ．２５呼の完全な処理を行うことのできるパケット処理（Ｐ

Ｈ）機能にルーティングされる。

　ＰＨ機能へは、関連するＩＳＤＮのインプリメントにより種々の方法でアクセスされる。どの場合にも、

Ｂチャネルコネクションは、Ｂチャネルパケット呼に対して必要な処理、すなわちレイヤ１の可能なパス

設定機能と同様に、レイヤ２、レイヤ３の標準的なＸ．２５機能および可能な速度整合を提供するＰＨポー

トに向かって、あるいはＰＨポートから設定される。

　図２－３／ＪＴ－Ｘ３１の構成はＤチャネルを介してＸ．２５パケットレイヤ手順が行われる場合を示

している。この場合、複数のＸ．２５ＤＴＥがＩＳＤＮレイヤ２のコネクション識別子を区別することに

よってＤチャネル上で同時に動作することができる。アクセスされるポートであるＰＨは、Ｘ．２５パケッ

トレイヤ手順を提供することができる。

　ＢチャネルまたはＤチャネル上をＩＳＤＮユーザ・網インタフェースを介してＰＳＤＴＳにアクセスす

る手順は、サービス提供者がパケット処理機能をどこに、すなわち、

　 (a) 　遠隔の交換機またはＩＳＤＮ内のパケット交換モジュール

　 (b) 　加入者線交換機

に設置するかを選ぶこととは無関係である。

　しかし、ＢチャネルまたはＤチャネルを介したパケットアクセス手順は各々異なる（６章参照）。

　ＢチャネルアクセスおよびＤチャネルアクセスのいずれの場合でも、ケースＢのサービスでは、着信Ｄ

ＴＥアドレスは、Ｘ．２５発呼要求パケットに含まれる。ＴＡ／ＴＥ１からパケット処理機能への物理コ

ネクションの設定は、要求されたベアラサービス（ＩＳＤＮバーチャルサーキットサービス）に基づいて

行われる。従って、ユーザはＱ．９３１手順の中のアドレッシング情報を提供しない。

　交換形アクセスの場合、ＩＳＤＮによっては、標準ＪＴ－Ｘ３２で定義されたＤＴＥ識別手順をサポー

トするかもしれない。
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　注１－この図は多くの可能な構成例の１つであり、多くのインタフェース機能を記述した本テキストに

対する参考として掲げる。

　注２－インタワークのガイドラインは、勧告 X.325 参照。

図２－１／ＪＴ－Ｘ３１　ＰＳＰＤＮサービスにアクセスするときの構成（ケースＡ）

 (CCITT X.31)
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　注１－この図は多くの可能な構成例の１つであり、多くのインタフェース機能を記述した本テキストに

対する参考として掲げる。

　注２－インプリメントによっては、論理的にＩＳＤＮに属するＰＨ機能が物理的にＰＳＰＤＮのノード

に配置されていることがある。この場合でも、提供されるサービスはＩＳＤＮバーチャルサーキッ

トサービスである。

　注３－勧告 X.325 参照。

　注４－勧告 X.320 参照。

図２－２／ＪＴ－Ｘ３１ ＩＳＤＮバーチャルサーキットサービスの構成（ケースＢ）

(CCITT X.31) （Ｂチャネルを介したアクセス）
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　注１－この図は多くの可能な構成例の１つであり、多くのインタフェース機能を記述した本テキストに

対する参考として掲げる。

　注２－インプリメントによっては、論理的にＩＳＤＮに属するＰＨ機能が物理的にＰＳＰＤＮのノード

に配置されていることがある。この場合でも、提供されるサービスはＩＳＤＮバーチャルサーキッ

トサービスである。

　注３－勧告 X.325 参照。

　注４－勧告 X.320 参照。

　注５－このコネクションは交換型かまたは半固定のいずれかであるが、ユーザ網手順には関係がない。

ＥＴとＰＨの網内手順のみ要求される。

図２－３／ＪＴ－Ｘ３１ ＩＳＤＮバーチャルサーキットサービスの構成（ケースＢ）

(CCITT X.31) （Ｄチャネルを介したアクセス）
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X.25DTE

（・）

Ｓ／Ｔ

Ｒ

Ｔ

Ａ

Ｎ

Ｔ

Ｅ

Ｔ

Ｅ

Ｔ

Ｐ

Ｈ

Ｐ

Ｓ

Ｐ

Ｄ

Ｎ

Ｉ

Ｓ

Ｄ

Ｎ

Ｐ

Ｈ
ＴＥ１

Ｓ／Ｔ

：参照点（標準ＪＴ－Ｉ４１１参照）

：Ｄチャネル使用

X.75
または網内
プロトコル

X.75
または網内
プロトコル

ＴＡ
ＮＴ
ＥＴ
ＴＥ１
ＰＨ

端末アダプタ
網終端２および／または１
交換機終端
端末装置１
パケット処理機能
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３．サービス

3.1　ＰＳＰＤＮサービスへのアクセス（ケースＡ）

　インタワークに関する考察は５章に定義されている。

3.1.1　サービスの特徴

　ケースＡでは、ＩＳＤＮは６４kbit/s 回線交換形の、あるいは半固定のトランスペアレントなネットワー

クコネクション種別を、ＴＡ／ＴＥ１とＰＳＰＤＮポート（ＡＵ）の間に提供する。交換形アクセスの場

合は、ＴＡ／ＴＥ１が回線交換モードのコネクションをＡＵに設定するとき、そのＡＵはＤチャネル信号

プロトコルの着信アドレスによって選択されなければならない。非交換形アクセスの場合は、Ｑ．９３１

呼制御メッセージは用いられない。

　パケット交換サービスの提供者はＰＳＰＤＮであるので、ＤＴＥによってはＰＳＰＤＮにより処理され

るＰＳＰＤＮ端末である。あるいは他のＤＴＥによっては永続的にＰＳＰＤＮに加入することなくＰＳＰ

ＤＮにアクセスしてもよい。

　前者の場合、ファシリティ、サービス品質（ＱＯＳ）の特性およびＤＴＥ－ＤＣＥインタフェースを含

め、ＰＳＰＤＮと同じサービスが維持される。ＤＴＥがＰＳＰＤＮに加入しない場合には、ＰＳＰＤＮファ

シリティの制限された一部が提供される（勧告Ｘ．３２参照）。

　すべてのＤＴＥには１つまたはそれ以上のＩＳＤＮ（Ｅ．１６４）番号が付与される。さらに、ＤＴＥ

が関係するＰＳＰＤＮにより割り当てられた１つまたはそれ以上のＸ．１２１番号がＤＴＥに付与されて

もよい。Ｘ．２５パケットがＩＳＤＮ番号計画の番号を運ぶ方法と、勧告Ｘ．１２１との関係は勧告Ｅ．

１６６に記述されている。

3.1.2　ユーザアクセス能力

　ケースＡでは、勧告Ｘ．１のユーザクラス８から１１、および３０に属するＤＴＥと、ユーザ速度５６

kbit/s のＤＴＥは、標準ＪＴ－Ｘ２５の使用にあたり制限なくサポートされる。ユーザクラス８から１１に

対する速度整合のメカニズムは、ＴＡ機能と同じく７章に記述されている。

3.1.3　基本則

　交換されたＢチャネルを用いているとき、パケットデータ通信は、Ｂチャネル設定のフェーズと、Ｘ．

２５プロトコル（リンクレイヤおよびパケットレイヤ）を用いたＸ．２５バーチャルサーキットの制御

フェーズという分離したフェーズにより設定される。

　一般的に、ＩＳＤＮはユーザ端末装置や構成について関知しない。着信Ｂチャネルコネクションの設定

はＤチャネル信号手順により実行されなければならない（標準ＪＴ－Ｑ９３１参照）。
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3.1.4　通知クラス

　Ｑ．９３１手順の観点から見て、ユーザにＸ．２５着呼を通知するのに１つのクラスがある。さらに、

Ｑ．９３１手順を用いない１つの通知クラスがある。これらの２つのクラスは加入時の合意に基づいて提

供されても良い。網はこれらのクラスのうち、１つまたはそれ以上を提供しなければならない。これらの

クラスは 3.2.3.1 および 3.2.3.2 の２節に定義されている。

　ただし、以下の例外がある。

　・3.2.3.1 節で用いられている用語は“ＰＨ”を“ＡＵ”に置き換えて適用される。

　・この場合は、Ｂチャネルアクセスのみが用いられる。

　・条件付き通知クラスの場合には、マッピング情報は情報のエンド・エンド転送に利用可能な情報要素

に限定される。

3.2　ＩＳＤＮバーチャルサーキットサービスへのアクセス（ケースＢ）

　インタワークに関する考察は　５章に記述されている。

3.2.1　サービスの特徴

　原則としてＩＳＤＮ内で提供されるバーチャルサーキットサービスは、Ｘシリーズ勧告において発展し

てきたもの（例えば、ファシリティ、サービス品質等）と基本的に異ならない。

　サービス品質の特性と同じく、提供されるサービスやファシリティはＩＳＤＮのサービスやファシリ

ティである。ＩＳＤＮユーザの新しい能力を考慮に入れ、Ｘシリーズ勧告の既存の特徴は拡張されるであ

ろうし、付加的な特徴も発展するであろう。ＩＳＤＮ番号計画の１つの番号が、１つまたはそれ以上のＴ

Ａ／ＴＥ１に付与される（勧告Ｅ．１６４参照）。

3.2.2　ユーザアクセス能力

　ケースＢでは、ＢチャネルとＤチャネルの両方がＩＳＤＮバーチャルサーキットサービスへアクセスす

るために用いることができる。

3.2.2.1　Ｂチャネルを介したアクセス

3.2.2.1.1　サービスの制限

　ケースＢのＢチャネルを介したアクセスの場合には、勧告Ｘ．１のユーザクラス８から１１、および３

０に属するＤＴＥが、標準ＪＴ－Ｘ２５の使用にあたり制限なくサポートされる。ユーザクラス８から１

１に対する速度整合のメカニズムは、ＴＡ機能と同じく７章に記述されている。

3.2.2.1.2　基本則

　交換されたＢチャネルを用いている場合、パケットデータ通信は、Ｂチャネル設定のフェーズと、Ｘ．

２５プロトコル（リンクレイヤおよびパケットレイヤ）を用いたバーチャルサーキットの制御フェーズと

いう分離したフェーズにより設定される。

　一般的に、ＩＳＤＮはユーザ端末装置や構成について関知しない。着信Ｂチャネルコネクションの設定

は、Ｄチャネル信号手順により行われなければならない（標準ＪＴ－Ｑ９３１参照）。
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3.2.2.2　Ｄチャネルを介したアクセス

3.2.2.2.1　サービスの制限

　ケースＢのＤチャネルを介したアクセスの場合には、情報フレームの 大Ｉフィールド長に関してＬＡ

ＰＤに課せられた制限（標準ＪＴ－Ｑ９２１で定義されているパラメータＮ２０１）を条件として、ユー

ザクラス８から１０と、１１（但し、基本インタフェースでは１１を除く）に属するＤＴＥがサポートさ

れ得る。どの場合も、Ｄチャネルで転送される各フレームの情報フィールド内の 大オクテット数は２６

０でなければならない。

3.2.2.2.2　基本則

　以下の原則は、Ｘシリーズ勧告および標準（特にＪＴ－Ｘ２５）に定義されているように、ＴＥに対し

てＰＳＤＴＳへのアクセスを提供するために常に尊重されるべきである。

　網から見てもユーザから見ても、単一のＳＡＰＩ＝１６のＬＡＰＤリンクは、Ｘ．２５レイヤ３で論理

チャネルの多重を提供すべきである。さらに、ユーザはマルチポイントアクセスを持つであろうし、単一

のＴＡまたはＴＥ１は１つ以上のＴＥＩを持って動作してもよいので、網はＩＳＤＮレイヤ２で同時に動

作する多重したＳＡＰＩ＝１６のＬＡＰＤリンクの存在を提供する必要がある。この結果、網はＤチャネ

ルのパケットモードコネクションに対してレイヤ２とＸ．２５レイヤ３の多重を同時に提供し得る必要が

ある。

　発呼要求パケットと着呼パケットを含むすべてのＸ．２５パケットはＴＥへ、およびＴＥからＳＡＰＩ

＝１６のＬＡＰＤ論理リンクの番号制情報フレーム（Ｉフレーム）中で伝達される。

　着呼パケットは、公衆網が少なくとも以下の確認を行った後にのみ、ＴＥへ伝達される。

　・着信加入者プロファイルがあるときはこれを伴う着呼パケットに含まれるユーザファシリティの整合

性

　・双方向あるいは着方向の、着呼パケットが送られるＸ．２５論理チャネルの利用可能性

3.2.3　Ｘ．２５着信呼の通知クラス

　Ｑ．９３１手順の観点から見て、ユーザに着呼を通知するのに３つのクラスがある。これらのクラスは

加入時の合意に基づいて提供されてもよい。網はこれらのクラスのうち、１つまたはそれ以上を提供しな

ければならない。

3.2.3.1　非通知クラス

　網は、インプリメントされたアルゴリズムを用いて、着呼を１つのチャネル（Ｂ／Ｄ）に割り当てなけ

ればならない。ユーザに着呼を通知するためにＱ．９３１手順は用いられない。２つのサブクラスが認め

られている。

　 (a) 　ＰＨへの半固定（括り付け）コネクション

　着呼パケットは直接に半固定コネクション上を送信される。

　 (b) 　（着信側で）ユーザが起動した交換形コネクション

　ユーザはＱ．９３１手順を用いてＰＨへのチャネルを起動する責任がある。ユーザがＰＨへチャ

ネルを起動していなければ、網は着呼を切断しなければならない。
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3.2.3.2　条件付き通知クラス

　起動状態にある利用可能なチャネルが１つもないとき、着呼を送信するためのチャネルを標準ＪＴ－Ｑ

９３１に記述されているように起動するためだけに、網はＱ．９３１手順を用いる。同じＩＳＤＮ番号へ

の、それ以後の着呼は、このチャネル上をＱ．９３１手順を用いることなく送信される。

　網によってはユーザのパケットアクセスチャネルの状態に関係する情報を保持する能力を持ってもよい。

その網は、起動状態にあるパケットアクセスチャネルにこれ以上のＸ．２５着呼を加えないことを決定す

るためのアルゴリズムを適用してもよい。その網は、Ｘ．２５呼を即座に拒否してもよいし、追加のＸ．

２５呼を送信する目的で他のチャネルを起動状態にするためにＱ．９３１手順を用いてもよい。

　注－網によっては、ＩＳＤＮアドレスが、起動状態にあるパケットアクセスチャネルの端末のＩＳＤＮ

アドレスと異なる場合、サブアドレスを比較して、追加の呼を送信する目的で他のチャネルを起動

状態にするためにＱ．９３１手順を用いてもよい。

3.2.3.3　無条件通知クラス

　１つ１つのＸ．２５着呼パケットをユーザに通知するために、網はＱ．９３１手順を用いる。この場合、

ユーザは端末とＰＨ（表６－３／ＪＴ－Ｘ．３１参照）間の交換形あるいは半固定コネクションをもつＢ

チャネルを選択して良い。半固定コネクションのＢチャネルを選択した場合、網はＢチャネルに接続され

た端末を認識する必要がある。この目的のために、ＴＥＩの非自動割当の使用を網オプションとして適用

してよい。他の端末識別方法は継続検討である。

　表３－１／ＪＴ－Ｘ３１の注にあるように、Ｘ．２５着呼パケットからＱ．９３１「呼設定」（SETUP）

メッセージへマッピングすることのできるすべての情報がマッピングされる。表６－４／ＪＴ－Ｘ３１は、

Ｘ．２５／Ｑ．９３１の対応する情報要素を含んでいる。標準ＪＴ－Ｑ９３１の「呼設定」（SETUP）メッ

セージの長さの制限によりマッピングは制限されるかもしれない。必須のマッピングの場合、この制限に

より呼は切断されるであろう。Ｑ．９３１メッセージ分割を用いるとしたらＸ．２５呼は切断されない。

条件付き通知クラスでのオプションのマッピングの場合、あるいは、必須のマッピングでのＱ．９３１メッ

セージ分割を用いない時の長さ制限の違反の場合には、Ｑ．９３１「呼設定」（SETUP）メッセージの長

さ制限を越えないようマッピングされる個々の情報要素の選択は網に依存し、Ｘ．２５呼の切断とはなら

ないであろう。マッピングされる情報要素の選択に対する正しい基準は網による。

　この場合は、Ｘ．２５着呼パケットがＱ．９３１「呼設定」（SETUP）メッセージに存在しないファシ

リティを含んでいることに注意のこと。
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3.2.3.4　Ｘ．２５着呼パケットからＱ．９３１メッセージへの情報マッピング

　条件付き通知クラスと無条件通知クラスの場合、Ｘ．２５着呼パケット中にあるいくつかの情報が、表

３－１／ＪＴ－Ｘ３１に示されるように、Ｑ．９３１「呼設定」（SETUP）メッセージにマッピングされ

るべきである。

表３－１／ＪＴ－Ｘ３１　通知クラスに対する情報マッピングの要求

(CCITT X.31)

通知クラス 情報マッピング

条件付き通知

着ＤＴＥアドレス

着サブアドレス

他のすべて

Ｍ

Ｍ（注１）

Ｏ

無条件通知 すべて（注２） Ｍ

Ｍ：必須(Mandatory)

Ｏ：網オプション(network Option)

　注１－ＩＳＤＮ付加サービスの複数加入者番号そして、あるいはダイレクトダイヤルインによって端末

を選択する網として、Ｘ．２５呼拡張ファシリティパラメータフィールドのＱ．９３１（原文で

はＤＳＳ１）「呼設定」(SETUP) メッセージ内の着サブアドレスフィールドへのマッピングはオ

プションである。

　注２－「すべて」とは表６－４／ＪＴ－Ｘ３１に示された利用可能な情報要素を可能な限り多く用いる

ことを意味する。
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3.3　通信可能性確認

　本節はケースＡとケースＢの両方のサービスに関連する。

　２システム間で通信を設定するとき、公衆網、端末システム、または公衆網と端末システムの両方にお

ける通信可能性確認にかかわる情報は２つの基本的な能力に分けることができる。

　・伝送能力はＩＳＤＮネットワークコネクションタイプ、端末におけるレイヤ１からレイヤ３と関係す

るベアラサービス識別情報、および勧告Ｘ．２で定義されたファシリティを含んでもよい。

　・通信能力は、テレコミュニケーションサービスに関連する標準化されたアプリケーションに対する高

位レイヤ機能を含む。端末システム間をトランスペアレントに通る他の情報が通信能力の一部を形成

してもよい。通信可能性確認に対する情報要素のコーディングと、開放形システム間相互接続（ＯＳ

Ｉ）参照モデルとの関係は、標準ＪＴ－Ｑ９３１と勧告Ｘ．３００に記述されている。ＩＳＤＮのネッ

トワークコネクションレベルにおける通信能力確認は、Ｘ．２５パケットレイヤプロトコルの運ぶこ

とのできるパラメータに制限される。すなわち、高位レイヤ整合性のパラメータは発信ユーザから着

信ユーザへ届かない。

　網は、着呼がユーザに通知されるとき、伝送能力を提供し、関連する標準ＪＴ－Ｑ９３１の「呼設定」

（SETUP）メッセージ中の伝達能力情報要素をユーザに供給する。ユーザは、この要素および他の可能な

要素を標準ＪＴ－Ｑ９３１の付属資料Ｂに記述されている通信可能性確認の目的で用いる。

　Ｘ．２５パケットレイヤプロトコルに基づく網は、発信ユーザから着信ユーザへこの種の情報要素を転

送することができないので、網は、いかなる通信能力（すなわち、関連する高位レイヤ整合性情報要素）

もユーザに伝送しない。
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４．アドレッシングおよびルーティング

4.1　端末インタフェースの選択

　ユーザはマルチサービスが利用可能な環境において、いくつかのパケット端末を運用しているかもしれ

ないので、本節はＸ．２５着呼を完了させるために、通信可能なＴＡ／ＴＥ１選択に必要な情報について

記述している。

　データ転送のために、ＩＳＤＮは加入者宅内の特定のインタフェースをＩＳＤＮアドレスによって識別

する。そして、転送能力情報は、通信可能性確認のために着信ＴＡ／ＴＥ１で使用されるかもしれない。

　ケースＢの場合、ＴＥ１の非自動割当をＰＶＣサービスのための端末識別として使用して良い。他の方

法は継続検討中。

　一般に、１つのＩＳＤＮ番号を用いて、１つあるいはそれ以上のＩＳＤＮユーザ・網インタフェースが

識別される。しかし、網によっては、１つのＩＳＤＮユーザ・網インタフェースに１つ以上のＩＳＤＮ番

号が割り当てられることを許容するかもしれない。従って、ＩＳＤＮユーザ・網インタフェース上に与え

られた１つの端末を識別するのを許容する。

　ＩＳＤＮ内の特定の端末を選択する２つの等しい方法がある。１つは、ＩＳＤＮ付加サービスの複数加

入者番号（ＭＳＮ）あるいはダイレクトダイヤルイン（ＤＤＩ）による方法、もう１つは、ＩＳＤＮサブ

アドレスによる方法である。

4.1.1　ＭＳＮ／ＤＤＩによる端末インタフェースの選択

　ＩＳＤＮ付加サービスＭＳＮはポイント・マルチポイント構成にて、特定の端末を選択するのに使用さ

れる。

　ＩＳＤＮ付加サービスＤＤＩはポイント・ポイント構成にて、特定の端末を選択するのに使用される。

4.1.2　ＩＳＤＮサブアドレスによる端末インタフェースの選択

　Ｘ．２５アドレス拡張ファシリティからのサブアドレスはポイント・ポイントあるいはポイント・マル

チポイント構成のユーザ設備の中の特定の端末を識別するのに使用される。

4.2　ＰＳＰＤＮサービスへのアクセス（ケースＡ）

4.2.1　チャネル種別選択

　本ベアラサービス（すなわち、回線交換モード）を用いたパケット呼は、常にＢチャネルを使用する。

4.2.2　発呼のアドレス方法

　標準ＪＴ－Ｑ９３１の「呼設定」(SETUP) メッセージが用いられる場合、そのメッセージには回線交換

モードベアラサービスへの要求が含まれる。「呼設定」(SETUP) メッセージは、ＰＳＰＤＮに属するＡＵ

のＩＳＤＮアドレスを含む。

　Ｘ．２５発呼要求パケットは着信端末のアドレスを含む。
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4.3　ＩＳＤＮバーチャルサーキットサービスへのアクセス（ケースＢ）

4.3.1　チャネル種別選択

　チャネル種別選択（すなわち、ＢチャネルおよびＤチャネルの間の選択）の方法については、２つの手

順が利用可能である。

（ⅰ）Ｘ．２５呼を受信しようとする端末が使用すべきチャネル種別を示す。

（ⅱ）Ｘ．２５着呼の場合、ＩＳＤＮがどのチャネルを使用するべきかの情報を持つ。

　ＩＳＤＮがチャネルを決定するために用いる種々の情報には、以下のものが含まれてもよいが、こ

れらに限定されるものではない。

　 (a) 　加入時の契約

　 (b) 　設定されたチャネルの占有率

　チャネル交渉手順は６章に示されている。

4.3.2　発呼のアドレス方法

　標準ＪＴ－Ｑ９３１の「呼設定」（SETUP）メッセージが用いられる場合、そのメッセージにはＩＳＤ

Ｎバーチャルサーキットサービスへの要求が含まれる。「呼設定」（SETUP）メッセージは、アドレスを

含まない。

　Ｘ．２５発呼要求パケットは着信端末のアドレスを含む。
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５．既存網とのインタワーク

5.1　ＰＳＰＤＮサービスへの回線交換モードアクセス（ケースＡ）

　ポートアクセスによるインタワークが適用される（勧告Ｘ．３００参照）。すなわち、パケットモード

端末はＩＳＤＮ内の６４kbit/s コネクションを用いて、ＰＳＰＤＮアクセスポート（ＡＵ）にアクセスする。

ＡＵはＰＳＰＤＮに属し、機能的にはインタワーキングファンクション（ＩＷＦ）と同等である（勧告Ｘ．

３２５参照）。

5.2　ＩＳＤＮバーチャルサーキットサービスによるＰＳＰＤＮへのアクセス（ケースＢ）

　ネットワークレイヤでのインタワークが適用される（勧告Ｘ．３００参照）。すなわち、ＩＳＤＮとＰ

ＳＰＤＮの間のインタワークは、標準ＪＴ－Ｘ７５またはそれと機能的に同等な網内プロトコルによって

実現される。インプリメントによっては、論理的にはＩＳＤＮに属するＰＨ機能が、物理的にはＰＳＰＤ

Ｎのノードにあるかもしれない。しかし、提供されるサービスは依然ＩＳＤＮバーチャルサーキットサー

ビスである。どの場合も網提供業作業者間のインタワークは標準ＪＴ－Ｘ７５により実現される。勧告Ｘ．

３２５参照。

６．Ｓ／Ｔ参照点におけるパケット通信

　本章は、ＩＳＤＮアクセスラインとしての

(a)　Ｂチャネル上で動作する回線交換モード（ケースＡ）

(b)  ＢチャネルおよびＤチャネル上で動作するパケット交換モード（ケースＢ）の両方に渡り、パケッ

ト通信を提供するために必要な情報のフローを記述している。

　ＩＳＤＮのＴＡ／ＴＥ１の網に対するインタフェースは、Ｓ／Ｔインタフェースである。従って、ＴＡ

／ＴＥ１の実現に際しては、ＢチャネルとＤチャネルのコネクション確立および制御に関して、標準ＪＴ

－Ｑ９２１および標準ＪＴ－Ｑ９３１に記述されている手順を含むべきである。

　本標準の 6.1～6.5 節、付録Ⅲは、標準ＪＴ－Ｑ９３１の 6.1～6.5 節、付録Ⅱと一致する。

　交換形アクセスコネクションに対しては、6.1 から 6.4 節が適用される。交換形アクセスコネクションの

メッセージフロー図の例は付録Ⅲに示されている。

　ＢチャネルとＤチャネル上での２つのタイプの半固定コネクションが本章で述べられている。

タイプ１　端末とＰＨ／ＡＵ間に半固定的に物理レイヤが設定されている。すなわち、標準ＪＴ－Ｉ

４３０／Ｉ４３１物理レイヤが起動状態で、ＩＳＤＮを介した物理パスが半固定的に接続さ

れている。

タイプ２　端末とＰＨ／ＡＵ間に半固定的にＸ．２５データリンクレイヤと物理レイヤが設定されて

いる。（この場合、ユーザ・網はともにＸ．２５データリンクを設定状態に保たなければな

らない。）

　Ｘ．２５パーマネントバーチャルサーキット（ＰＶＣ）が適用されるときは、タイプ２の半固定コネク

ションが存在しなければならない。

タイプ１の半固定コネクションでは、Ｘ．２５呼の確立と解放は 6.3 節の手順に従う。

タイプ２の半固定コネクションでは、Ｘ．２５呼の確立と解放は 6.3.2 節の手順のみに従う。

タイプ２の半固定コネクションがＰＶＣに用いられるとき、以下の手順は適用されない。

　これらの半固定コネクションは、標準ＪＴ－Ｑ９３１手順を用いず、一時的に設定されている。
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6.1　発信アクセス

　ユーザが、発信Ｘ．２５バーチャルコールに対して既に確立されたチャネルを選択するならば、6.3 節に

記述された手順が適用される。選択したチャネルがＡＵ／ＰＨへ確立されていなければ、6.3 節の手順を用

いてバーチャルコールを確立する前に、以下の小節に記述されているチャネルを起動するための手順が用

いられるべきである。

　Ｘ．２５データ呼の発信において、ユーザは網の提供形態によって回線交換サービス（ケースＡ）か、

パケット交換サービス（ケースＢ）かを決定しなければならない。回線交換呼の発信において、ユーザは

6.1.1 節の手順に従う。パケット交換呼の発信において、ユーザは使用されるチャネルが、ＢチャネルかＤ

チャネルかを決定する。ユーザがＢチャネルを使用するならば 6.1.2.1 節に記述されている手順が用いられ

る。ユーザがＤチャネルを使用するならば 6.1.2.2 節に記述されている手順が用いられる。

　注－網によっては、すべてのタイプのアクセスを提供しないかも知れない。Ｂチャネルアクセスの場合

は、理由表示＃６５“未提供伝達能力指定”の「解放完了」(RELEASE COMPLETE)メッセージを送

信することで、網は提供されていないサービスへの要求を切断する。Ｄチャネルアクセス（ＳＡＰ

Ｉ＝１６のＳＡＢＭＥ）を要求した場合、そのサービスを提供していない網のポートでは、応答を

返すことを要求されない。

6.1.1　ＰＳＰＤＮサービスへの回線交換形アクセス（ケースＡ）

　ユーザとＡＵ間のＢチャネルコネクションは、標準ＪＴ－Ｑ９３１の 5.1 節に記述された呼の確立のため

のＤチャネル信号手順を用いて制御されなければならない。交換形コネクションとして使用される特定の

Ｂチャネルは、標準ＪＴ－Ｑ９３１の 5.1.2 節に記述され、表６－１／ＪＴ－Ｘ３１にまとめられたチャネ

ル交渉手順を用いて選択される。
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表６－１／ＪＴ－Ｘ３１ ユーザ要求チャネルと網からの応答

(CCITT X.31) －ＡＵまたはＰＨへの発信アクセス

「呼設定」（SETUP）メッセージ中に表示されたチャネル

ユーザから網

許容される網の応答

情報チャネル選択 チャネル変更指定 Ｄチャネル表示(注 3) 網からユーザ

変更不可 なし Ｂi
Ｂi

変更可能 なし Ｂi,Ｂi’

任意のＢ （無視） なし Ｂi’

（なし） Ｂi’

記号－Ｂi

Ｂi’

: 指定された（空き）Ｂチャネル

: 他の任意の空きＢチャネル

注１－他の全てのコーディングは無効である。

注２－本表において、『「呼設定」（SETUP）メッセージ中に表示されたチャネル』という見出しの

下の全ての欄は、ユーザから網へ、ＡＵまたはＰＨへのコネクションを要求するために送られ

た「呼設定」（SETUP）メッセージ中に含まれるチャネル識別子情報要素の、ユーザに可能な

コーディングを示している（標準ＪＴ－Ｑ９３１の 4.5.13 節参照）。『許容される網の応答』

の下の欄は、網からユーザへ許容されている応答を示す。

注３－「Ｄチャネル表示」は“なし”と表示する場合は“０”、“あり”の場合は、“１”に設定し

なければならない。

　呼設定情報（例えば、ＡＵを識別する着信番号、中継網選択等）および／または加入時の契約に基づい

て、網は適切なＡＵへのコネクションを提供する。「呼設定」(SETUP) メッセージ内の伝達能力情報要素

は以下のようにコーディングされなければならない。

－情報伝達能力は次のいずれかにセットする。

 (a) 　「非制限ディジタル情報」

 (b) 　「制限ディジタル情報」（国内で使用されていないので、本標準の対象外）

－転送モードは「回線交換モード」にセットする。

－情報転送速度は「64kbit/s」にセットする。

　ユーザは「呼設定」（SETUP）メッセージ内の低位レイヤ整合性情報要素の中にレイヤ１（例えば、速

度整合）、レイヤ２（すなわち、ＬＡＰＢ）およびレイヤ３（すなわち、標準ＪＴ－Ｘ２５）情報転送プ

ロトコルを指定しても良い。（標準ＪＴ－Ｑ９３１の「低位レイヤ情報コード化原則」という付属資料Ｉ

参照。）
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6.1.2　ＩＳＤＮバーチャルサーキットサービスへのアクセス（ケースＢ）

6.1.2.1　Ｂチャネル

　交換形アクセスによるＢチャネルコネクションは、以下の点を除いて標準ＪＴ－Ｑ９３１の 3.2 節に定義

されたメッセージを用い、同標準の 5.1 節に述べられている呼の確立のためのＤチャネル信号手順により制

御される。

・標準ＪＴ－Ｑ９３１の 5.1.3 節に詳述されている分割発呼の手順は適用されない。

・標準ＪＴ－Ｑ９３１の 5.1.5.2 節に詳述されている発呼受付（分割発呼）の手順は適用されない。

・標準ＪＴ－Ｑ９３１の 5.1.6 節に詳述されている発側インタフェースにおけるインタワーキングの通

知手順は適用されない。

・標準ＪＴ－Ｑ９３１の 5.1.7 節に詳述されている呼出通知の手順は適用されない。

・標準ＪＴ－Ｑ９３１の 5.1.8 節に詳述されている応答通知の手順は次のように適用される。

－アクセスコネクションの受付により、網はユーザ・網インタフェースを通じて発信ユーザに「応答」

（CONNECT）メッセージを送り、起動状態に入らなければならない。

－このメッセージは、発信ユーザに対し１つのアクセスコネクションがＰＨへ設定されたことを表す。

－この「応答」（CONNECT）メッセージの受信により、発信ユーザはタイマＴ３１０（標準ＪＴ－Ｑ

９３１参照）を停止しなければならない。オプションとして「応答確認」(CONNECT ACKNOWLEDGE)

メッセージを送ってもよく、その後、起動状態に入らなければならない。

・標準ＪＴ－Ｑ９３１の 5.1.9 節に詳述されている着信拒否の手順は次のように適用される。

－アクセスコネクションを受け付けることができない場合は、網は標準ＪＴ－Ｑ９３１の 5.3 節に述べ

られているように、発側のユーザ・網インタフェースにおいてＩＳＤＮアクセスコネクションの解

放を開始しなければならない。

・標準ＪＴ－Ｑ９３１の 5.1.10 節に詳述されている中継網選択の手順は適用されない。

　交換形コネクションとして使用される特定のＢチャネルは標準ＪＴ－Ｑ９３１の 5.1.2 節に述べられ、表

６－１／ＪＴ－Ｘ３１にまとめられているチャネル交渉手順を用いて選択される。

　ＩＳＤＮのＰＨへの交換形コネクションのために「呼設定」（SETUP）メッセージに含まれる伝達能力

情報要素は次のようにコーディングされなければならない。

－情報転送能力は「非制限ディジタル」にセットする。

－転送モードは「パケット交換モード」にセットする。

－情報転送速度は０００００にセットする。

－ユーザ情報レイヤ２プロトコルは「標準ＪＴ－Ｘ２５リンクレイヤ」にセットする。

－ユーザ情報レイヤ３プロトコルは「標準ＪＴ－Ｘ２５パケットレイヤ」にセットする。

注－伝達能力情報要素に５ａ、５ｂ、５ｃ、５ｄを含めてはならない。

　交換形アクセスコネクションは、6.3 節に記述されているＸ．２５リンクレイヤとＸ．２５パケットレイ

ヤ手順によって、パケット通信を提供するために使用され得る。いくつかのＩＳＤＮにおいては、特定の

ユーザプロファイルを選択するために、「呼設定」（SETUP）メッセージに発アドレスと発サブアドレス

情報要素を必要としてもよい。
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6.1.2.2　Ｄチャネル

　6.3 節に記述されているＸ．２５レイヤ３手順に従うパケット通信を提供するためのＩＳＤＮ内のＰＨ機

能へリンクレイヤコネクション（ＳＡＰＩ＝１６）を確立することにより、ＤチャネルはＩＳＤＮユーザ

端末が、そのＰＨ機能へのアクセス可能とするコネクションを提供する。Ｘ．２５パケットレイヤは、Ｌ

ＡＰＤによって提供される確認形情報転送サービス（すなわち、Ｉフレーム）を用いる。その結果、Ｄチャ

ネルアクセスを提供するためにＱ．９３１手順は要求されない。

　多数のパケットモードユーザ装置が、ユーザとＰＨの間で転送されるフレーム内の適切なアドレス（標

準ＪＴ－Ｑ９２１参照）によって識別される別々のＩＳＤＮレイヤ２データリンクを用いて、同時にＤチャ

ネル上で動作することができる。

6.2　着信アクセス

6.2.1　ＰＳＰＤＮサービスからのアクセス（ケースＡ）

　ＩＳＤＮは標準ＪＴ－Ｑ９３１の 5.2 節に記述されている手順を用いて回線交換モードのコネクション

を設定する。Ｘ．２５バーチャルコールはユーザとＡＵ間で 6.3 節に記述されている手順を用いて制御され

る。

6.2.1.1　概　要

　ＡＵによって実行される一般的な手順は標準ＪＴ－Ｘ３２に規定されている。

6.2.1.2　チャネル交渉

　ＡＵによって要求されるＩＳＤＮ物理回線が端末とＡＵ間に存在しないならば、以下の節に記述されて

いる物理チャネル設定のための手順が適用される。

　網からユーザへ送られる「呼設定」（SETUP）メッセージのフォーマットは、標準ＪＴ－Ｑ９３１の 3.1.16

節に従う。

　「呼設定」（SETUP）メッセージ内の伝達能力情報要素は、以下のようにコーディングされなければな

らない。

－情報伝達能力は次のいずれかにセットする。

 (a) 　「非制限ディジタル情報」

 (b) 　「制限ディジタル情報」（国内では使用されていないので本標準では適用外）

－転送モードは「回線交換モード」にセットする。

－情報転送速度は「64kbit/s」にセットする。

（注）チャネル識別子情報要素は、表６－２／ＪＴ－Ｘ３１に従ってコーディングされなければならない。
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表６－２／ＪＴ－Ｘ３１ 網要求チャネルとユーザからの応答

(CCITT X.31) －ＡＵからの着信アクセス

「呼設定」（SETUP）メッセージ中に表示されたチャネル

網からユーザ

許容されるユーザの応答

情報チャネル表示 チャネル変更指定 Ｄチャネル表示 注 3 ユーザから網

Ｂi 変更不可 なし Ｂi

Ｂi 変更可能 なし Ｂi,Ｂi’ 注 1

記号　Ｂi : 指定された（空き）Ｂチャネル

Ｂi’ : 他の任意の空きＢチャネル（放送形式の着呼提供には許容されない）

注１－このコーディングは放送形式の着呼提供には使用されない。

注２－他の全てのコーディングは無効である。

注３－Ｄチャネル表示「なし」と表示する場合は“０”、「あり」の場合は“１”に設定しなければ

ならない。

　着信ユーザまでのＢチャネルコネクションは、標準ＪＴ－Ｑ９３１の 5.2 節に記述されている信号手順を

用いて網によって設定されなければならない。呼は、ポイント・ポイントデータリンク上あるいは放送形

式データリンク上に「呼設定」（SETUP）メッセージを送ることにより提供される。

　ユーザは「呼設定」（SETUP）メッセージに対して、標準ＪＴ－Ｑ９３１の５章に規定されているよう

に応答する。

6.2.2　ＩＳＤＮバーチャルサーキットサービスからのアクセス（ケースＢ）

　Ｘ．２５着呼を提供するために、網は以下のステップをこの順に実行しなければならない。

　 (1) 　チャネル選択 －着呼で使用する物理チャネル／論理リンクを識別しなければならない。

網はユーザプロファイル情報、網リソース等を使ってチャネルを選択す

る。あるいは、以下の２）の手順を行う。

　 (2) 　物理チャネル

／論理リンク設定

－１）で物理的なＢチャネルかＤチャネル上の論理リンクが決まっていな

いとき、網は 6.2.2.3 節の手順を用いる。

その後、網は３）を行う。

　 (3) 　X.25 バーチャル

コール設定

－網は 6.3 節に記述された手順を用いてバーチャルコールを設定する。

　ＩＳＤＮバーチャルサーキットサービスの構成では、網は新たな着呼パケットを送信するために使用す

るチャネル種別を以下のように選択しなければならない。

　 (l) 　網とすべてのユーザパケットモード端末間の着呼提供手順（3.2.3.2 及び 3.2.3.3 節参照）によって、

新たな着呼パケットをＩＳＤＮユーザに表示してもよい。

　 (2) 　ＰＨとコネクションが設定されている端末への着バーチャルコールはＱ．９３１着呼提供手順

（3.2.3.1 及び 3.2.3.2 節参照）を用いることなく、設定されているアクセスコネクション上を直接端

末に提供されてもよい。
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6.2.2.1　Ｂチャネル

　チャネル交渉なしにＸ．２５の呼がＢチャネル上に提供される場合には、以下の事項を除いて、標準Ｊ

Ｔ－Ｑ９３１　3.2 節のメッセージを使用して、標準ＪＴ－Ｑ９３１　5.2 節に記述された手順が適用され

る。

・標準ＪＴ－Ｑ９３１　5.2.4 節に示した分割着呼の手順は適用されない。

・標準ＪＴ－Ｑ９３１　5.2.5.2 節に示した呼設定受付［CALL PROCEEDING］メッセージおよび呼出

［ALERTING］メッセージの受信に対する手順は、次の事項を除いて適用される。

－呼出［ALERTING］メッセージの受信によって、網は対応する呼出［ALERTING］メッセージを発信

ユーザに送ってはならない。

・標準ＪＴ－Ｑ９３１　5.2.5.4 節に示した呼設定不完了に対する手順は、下記の点に注意して適用され

る。

－網は表６－５／標準ＪＴ－Ｘ３１からの該当する理由表示を使用して発信Ｘ．２５ＤＴＥに対し、

着Ｘ．２５バーチャルコールを切断する。

　・標準ＪＴ－Ｑ９３１　5.2.6 節に示した着信側インタフェースにおけるインタワークの通知に対する手

順は下記を除いて適用される。

－呼設定中にＩＳＤＮ環境に入った呼の場合は考えない。

－着信ユーザ宅内の中でＩＳＤＮ環境から離れた呼の場合は通知は発信側へ送られない。

－インバンドの情報／パターンの場合には適用されない。

・標準ＪＴ－Ｑ９３１　5.2.8 節に示した通信可に対する手順は次の事項を除いて適用される。

－網は発信ユーザへ応答［CONNECT］メッセージを送る手順を起動してはならない。

・標準ＪＴ－Ｑ９３１　5.9 節に示したユーザ通知に対する手順は適用されない。

設定済のＢチャネルコネクションを使う場合は、着呼パケットは 6.3 節に従って送信される。

　新たにＢチャネルコネクションを設定する場合は、選択されたユーザの識別は 初に受信した応答

［CONNECT］メッセージのコネクションエンドポイントサフィックス（ＣＥＳ）による。

6.2.2.2　Ｄチャネル

　Ｄチャネルは、ＩＳＤＮのＰＨからＩＳＤＮユーザ端末へのアクセス、およびその逆のアクセスを可能

にするコネクションを提供する。このアクセスは、端末または網へのＩＳＤＮリンクレイヤコネクション

（ＳＡＰＩ＝１６）を設定することによって行われる。このリンクレイヤコネクションは 6.3 節に定義され

ているＸ．２５レイヤ３手順に基づいて、パケット通信を提供するために使用することができる。

　レイヤ２手順は標準ＪＴ－Ｑ９２１に従わなければならない。パケットモードのＳＡＰＩ（１６）を含

むすべてのＤチャネルのレイヤ２フレームは自動的にユーザとＰＨ機能間でルーティングされるので、Ｄ

チャネルはパケットアクセスに対して半固定コネクションを提供する。

　着呼がユーザインタフェースにおいてパケットモードのユーザ端末に提供されるとき、チャネル選択手

順は 6.2.2.3 節の記述に従う。

　複数のパケットモード端末がそれぞれ別々のレイヤ２リンクを用いて、Ｄチャネル上で同時に動作する

ことができる。各レイヤ２リンクは、端末と網との間を転送されるフレーム中の該当するＴＥＩ（標準Ｊ

Ｔ－Ｑ９２１参照）によって識別される。
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6.2.2.3　着呼提供

6.2.2.3.1　着呼提供時のチャネル選択

　着呼提供手順は標準ＪＴ－Ｑ９３１の５章の手順とレイヤ３メッセージを用いて行われる。着呼提供手

順はＤチャネル上の信号手順である回線交換呼制御手順が用いられ、チャネル選択は網オプションとして

提供されているならば、チャネル選択手順を用いて行われる。

　標準ＪＴ－Ｑ９３１の　５章に記述されている通り、網は、着呼提供に応答［CONNECT］メッセージで

初に応答したユーザを選択する。選択されたユーザが新たなＢチャネル上にＸ．２５の呼を設定するよ

う要求していたならば、網は応答確認［CONNECT ACKNOWLEDGE］メッセージをユーザに返送して、チャ

ネルが利用可能であることを知らせる。複数の端末が呼設定［SETUP］メッセージに対して肯定的に応答

したならば、網は理由表示＃２６“選択されなかったユーザの切断復旧”を含む解放［RELEASE］メッセー

ジを送信して、選択されなかった各端末を切断しなければならない。

　選択されたユーザが設定済ＢチャネルまたはＤチャネル上にＸ．２５呼を設定するよう要求していた場

合は、網は理由表示＃７“呼が設定済みのチャネルへ着呼”を含む解放［RELEASE］メッセージを送信し

て、応答［CONNECT］メッセージに応答しなければならない。網はまた理由表示＃２６“選択されなかっ

たユーザの切断復旧”を含む解放［RELEASE］メッセージを、肯定的に応答した他のすべての端末に返送

しなければならない。網はその後に選択されたチャネル上にＸ．２５の呼を送信する。

　注１－解放［RELEASE］メッセージと着呼パケットの送信はどちらが先でもよい。

　注２－網は解放［RELEASE］メッセージを送信し、ユーザは解放完了［RELEASE COMPLETE］メッセー

ジで応答しなければならない。

　 初に肯定的に応答したユーザが示したチャネルが使用できない状態にあるときは、網はＱ．９３１呼

切断手順を用い、理由表示＃６“チャネル利用不可”で呼を切断する。呼設定［SETUP］メッセージ中に

示したチャネルをユーザが受け入れない場合、ユーザは理由表示＃３４“利用回線／チャネルなし”また

は理由表示＃４４“要求回線／チャネル利用不可”を含む解放完了［RELEASE COMPLETE］メッセージで

呼を切断する。

　網オプションや加入時の合意に基づいて、網は特定の着呼に対してアクセスチャネルやアクセスチャネ

ル種別（例えば、ＢまたはＤ）を選んでもよい。

　チャネル識別子情報要素が、チャネル選択＝チャネルなし、排他表示＝１、Ｄチャネル選択表示＝１の

時、伝達能力情報要素は以下のようにコーディングされるべきである。

・情報転送能力＝非制限デジタル情報

・転送モード＝パケット交換モード

・情報転送速度＝パケット交換モード（０００００）

・ユーザ情報レイヤ２プロトコル＝標準ＪＴ－Ｑ９２１

・ユーザ情報レイヤ３プロトコル＝標準ＪＴ－Ｘ２５パケットレイヤ
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　それ以外の場合、伝達能力情報要素は以下のようにコーディングされるべきである。

・情報転送能力＝非制限デジタル情報

・転送モード＝パケット交換モード

・情報転送速度＝パケット交換モード（０００００）

・ユーザ情報レイヤ２プロトコル＝標準ＪＴ－Ｘ２５リンクレイヤ

・ユーザ情報レイヤ３プロトコル＝標準ＪＴ－Ｘ２５パケットレイヤ

　端末がＤチャネル表示設定で応答するならば（表６－３／標準ＪＴ－Ｘ３１参照）、レイヤ２プロトコ

ルは標準ＪＴ－Ｑ９２１（ＬＡＰＤ）が使用される。

　着呼に対するチャネル選択手順は、発信側で選択されたチャネル種別とは無関係である。この点でユー

ザ速度と利用可能な帯域に互換性があれば、両端で使用されるチャネル種別の組合せは任意である。

　この手順で用いられるチャネル選択手順の原則は表６－３／ＪＴ－Ｘ３１に示されている。

　注３－「空きＢチャネル」と「変更可能」を表示するチャネル識別子情報要素を含んだ着信の呼設定

［SETUP］メッセージが、放送形式データリンク上に送信されたときには、着信ユーザは異なる

空きＢチャネルで応答することは許されていない。異なる空きＢチャネルで応答するオプション

はポイント・ポイント着呼提供に限定される。

　注４－着呼パケットモード提供を供給する網は、ＳＡＰＩ＝０のパケットモードに対し、標準ＪＴ－Ｑ

９３１の信号手順を供給しなければならない。（加入時の合意により、ある段階に対して、いく

つかの網はＪＴ－Ｑ９３１の信号を供給することに対し、ＳＡＰＩ＝１６の放送形式着呼提供手

順を提供してもよい。

このオプションは、次の制限で着呼パケットモードに対して、すべて標準ＪＴ－Ｑ９３１手順を

使用する。すべては着呼“Ｄチャネル変更不可”で提供され、チャネル選択手順では提供されな

い。ＳＡＰＩ＝１６の手順でインプメイントする端末もまた、可搬性としてＳＡＰＩ＝０の手順

をインプメイトする。）

（　）内は本標準の対象外である。
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表６－３／標準ＪＴ－Ｘ３１ 網要求チャネルとユーザからの応答

(CCITT X.31) －パケットモード着信アクセス

「呼設定」（SETUP）メッセージ中に表示されたチャネル

網からユーザ

許容されるユーザの応答

情報チャネル選択 チャネル変更指定 Ｄチャネル表示(注 2) ユーザから網

なし Ｂi
Ｂi 変更不可

あり Ｂi,Ｄ

なし Ｂi,Ｂi’,Ｂj
Ｂi 変更可能

あり Ｂi,Ｂi’,Ｂj,Ｄ

なし Ｂj
変更可能

あり Ｂj,Ｄチャネルなし

変更不可 あり Ｄ

記号　Ｂi ： 指定された（空き）Ｂチャネル

Ｂi’ ： 他の任意の空きＢチャネル（放送形式の着呼提供には許容されない）

Ｂj ： ユーザの制御により設定されたＢチャネル（ユーザが無条件通知クラスへ加入するな

らば、ユーザに対して割り当てられる半固定Ｂチャネルが表示される）

Ｄ ： Ｄチャネル

注１－他のすべてのコーディングは無効である。

注２－Ｄチャネル表示はなしの表示に対して“０”そして、ありの表示に対して“１”をコーディン

グする。

6.2.2.3.2　情報要素のマッピング

　網によっては、着呼パケット中のすべてあるいは一部の情報を「呼設定」（SETUP）メッセージ中にマッ

ピングするサービス（３章参照）を提供することがある。Ｘ．２５着呼パケットの情報要素からＱ．９３

１「呼設定」（SETUP）メッセージの情報要素へのマッピングを表６－４／ＪＴ－Ｘ３１に示す。着呼パ

ケットはこれらのフィールドを含んだまま送信される。マッピングの要求は３章参照のこと。
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表６－４／ＪＴ－Ｘ３１ Ｘ．２５着呼パケットの情報から対応するＱ．９３１

(CCITT X.31) 「呼設定」（SETUP）メッセージ情報要素へのマッピング

Ｘ．２５着呼パケット中の情報
Ｑ．９３１「呼設定」（SETUP）

中の対応する情報要素

起呼ＤＴＥアドレス 発番号（注７）

被呼ＤＴＥアドレス 着番号

起呼ユーザデータ ユーザ・ユーザ（注２）

Ａビット（注３） 継続検討中

Ｄビット パケットレイヤバイナリパラメータ

モジュロ パケットレイヤバイナリパラメータ

フロー制御パラメータネゴシエーション パケットサイズ、ﾊﾟｹｯﾄﾚｲﾔｳｨﾝﾄﾞｳｻｲｽﾞ

スループットクラスネゴシエーション 情報速度（注５）

ファーストセレクト パケットレイヤバイナリパラメータ

X.25 着信課金 着信課金表示

ユーザ 閉域ユーザグループ選択 閉域ユーザグループ

ﾌｧｼﾘﾃｨ 出接可閉域ユーザグループ選択 閉域ユーザグループ

相互形閉域ユーザグループ選択 継続検討中

転送遅延選択／表示 転送遅延選択及び表示

着信転送通知／DTE による着信転送通知 転送元番号

起呼アドレス拡張 発サブアドレス

被呼アドレス拡張 着サブアドレス（注６）

DTE エンドツウエンド転送遅延 エンド・エンド中継遅延

ﾌｧｼﾘﾃｨ 小スループットクラス 情報速度（注４）

優先データネゴシエーション パケットレイヤバイナリパラメータ

優先（プライオリティ） 継続検討中

保護（プロテクション） 継続検討中

　注１－マッピングの要求は３章参照。

　注２－ユーザ・ユーザ情報要素のユーザデータの 大長は網に依存するが、３２または１２８オクテッ

トである。

　注３－Ａビットマッピングは継続検討中

　注４－Ｑ．９３１「呼設定」（SETUP）メッセージ中に“情報速度情報要素”が提供されているときで

も、この情報が必ずしも提供されるとは限らない。

　注５－スループットクラスネゴシエーションがＸ．２５着呼パケットに設定されていない場合、この情

報はバーチャルコールで適用されるデフォルトのスループット値を設定しなければならない。

　注６－網は、Ｘ．２５着呼パケットのコーディングがＪＴ－Ｘ２５（８８）に準拠していると仮定して、

Ｘ．２５着呼パケットの被呼アドレス拡張ファシリティのパラメータフィールドの第１オクテッ

トのビット８、７をＪＴ－Ｑ９３１の「呼設定」（SETUP）メッセージの着サブアドレス情報要

素の第３オクテットのサブアドレス種別にマッピングする。したがって、着ユーザは、Ｘ．２５

着呼パケットのコーディングが ’８４年版のＣＣＩＴＴ勧告Ｘ．２５に準拠しているとき、その

サブアドレス種別は正しくないかもしれないことに注意すべきである。

　注７－このマッピングは必須であり、オクテット３ａは表示識別子に“表示可”をそして網検証識別子

に“網投入”を設定しなければならない。
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6.2.2.3.3　着呼提供手順なしのチャネル選択

　網とユーザがあらかじめ合意していれば、網は着信ユーザに対して設定済のＢチャネルあるいはＤチャ

ネルリンク上にチャネル選択のためのシグナリングなしに直接呼をルーティングしてもよい。

6.3　Ｘ．２５バーチャルコールの設定と解放

　すべての場合、物理チャネルを選択し、さらに必要ならＰＨあるいはＡＵに接続した後に、バーチャル

コールは以下の手順に従って設定される。網によっては、標準ＪＴ－Ｘ３２の端末識別手順の一部も必要

であるかも知れない。

6.3.1　リンクレイヤの設定と解放

　リンクレイヤ（Ｂチャネル上のＬＡＰＢあるいはＤチャネル上のＬＡＰＤ）の設定は、次によって起動

されなければならない。

－発呼の場合、発信端末

－ケースＡの着呼の場合、ＡＵ

－ケースＢの着呼の場合、ＰＨ

リンクレイヤの解放は次によって起動されてもよい。

－端末

－ケースＡの場合、ＡＵ

－ケースＢの場合、ＰＨ

6.3.2　パケットレイヤバーチャルコールの設定と解放

　レイヤ３の呼設定と解放にはＸ．２５パケットレイヤ手順が用いられる。パケットレイヤ手順は、更に

リンクレイヤの設定状態あるいは解放状態を制御したり監視することができる。

　ケースＢでは、ＰＨは（標準ＪＴ－Ｑ９３１に定義された）タイマＴ３２０を保持してもよい。Ｔ３２

０は、もしインプリメントされているならば、次の場合に起動しても良い。

　 (a)　 後のバーチャルコールの切断時

　 (b)　発信Ｂチャネルアクセスコネクションの場合、網による「応答」（CONNECT）メッセージの送信

時

　 (c)  着信Ｂチャネルアクセスコネクションの場合、網による「応答確認」(CONNECT ACKNOWLEDGE)

メッセージの送信時

　 (d)　Ｄチャネルアクセスコネクションのためのリンクレイヤ設定時

　タイマＴ３２０は次の場合に停止される。

　 (a)　 初の（次の）バーチャルコール設定時

　 (b)　ユーザからのＱ．９３１切断メッセージの受信時

　 (c)　Ｄチャネル上のＳＡＰＩ＝１６リンクの切断時
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　タイマＴ３２０の満了によりＰＨはリンクレイヤを解放し、Ｂチャネルアクセスの場合、Ｂチャネルの

切断を起動する。

　Ｘ．２５論理チャネルは、それらの下位の論理リンクと関連している。特に、パケット通信にＢチャネ

ルを用いた場合、論理チャネルとそれらの下位のＬＡＰＢ論理リンクには関連性がある。従って、それぞ

れ異なるＢチャネル上で同一の論理チャネル番号を同時に使用しても良い。

6.4　呼の切断

6.4.1　Ｂチャネルアクセス

　交換形コネクションの切断は、標準ＪＴ－Ｑ９３１の 5.3 節に記述されている呼切断のためのＤチャネル

信号手順に従って実行しなければならない。ＰＳＰＤＮサービスへアクセスするためには、例外は適用さ

れない。ＩＳＤＮバーチャルサーキットサービスの場合は、標準ＪＴ－Ｑ９３１の 3.2 節のメッセージが用

いられ、下記の例外が適用される。

・標準ＪＴ－Ｑ９３１の 5.3.1 節の用語で定義されている用語の「ＩＳＤＮ回線交換接続」は、「交換形

パケットモードアクセスコネクション」に置き換えて適用される。

・標準ＪＴ－Ｑ９３１の 5.3.2 節で詳述されている例外条件（ｆ）は適用されない。

・標準ＪＴ－Ｑ９３１の 5.3.4.1 節のトーンとアナウンスを用いた切断手順は用いられない。

　Ｂチャネルは、ユーザによっていつでも切断されてよいが、一般的にはそのＢチャネル上の 後のバー

チャルコールの切断に引き続いて切断される。

　ＩＳＤＮバーチャルサーキットサービスで、すなわちケースＢで、Ｘ．２５バーチャルコールがＢチャ

ネル上に存在している間にユーザがＱ．９３１切断復旧用メッセージを使用してＢチャネルアクセスをク

リアすると、網は切断原因＃１７“リモート手順誤り”、診断符号＃６４“呼設定、呼切断または登録の

問題（呼設定の問題）”としてＸ．２５バーチャルコールを切断しなければならない。

　Ｘ．２５データ転送フェーズ中に、ＰＨがＱ．９３１の「初期設定」（RESTART）メッセージを受信す

ると、Ｘ．２５バーチャルコールは以下のように扱われなければならない。

　・交換されたバーチャルサーキットに対しては、切断原因＃９“障害”、診断符号＃０“追加情報なし”

のＸ．２５切断指示パケットが送られなければならない。

　・パーマネントバーチャルサーキットに対しては、リセット原因＃１“障害”、診断符号＃０“追加情

報なし”のＸ．２５リセット指示パケットが送られなければならない。

　タイマＴ３２０の満了で、網は、Ｘ．２５のリンクレイヤとアクセスコネクションを切断してもよい。

Ｂチャネルの切断は、上記の例外を除き、標準ＪＴ－Ｑ９３１の 5.3 節に記述されているように、理由表示

＃１０２“タイマ満了による復旧”でなされる。

6.4.2　Ｄチャネルアクセス

　Ｄチャネルアクセスコネクションは 6.3 節に記述されている切断手順を用いて切断される。
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6.4.3　追加の誤り処理情報

　ＩＳＤＮアクセスコネクションの誤りが発生した場合またはＸ．２５バーチャルコールが早切りされた

場合、標準ＪＴ－Ｑ９３１の 5.8 節の規則を適用しなければならない。さらに、使用に適したコーズを決め

るために、以下の規則が番号順に従って適用されなければならない。

　１．Ｘ．２５データ転送フェーズ中にＰＨがＱ．９３１切断復旧用メッセージあるいはＱ．９３１「リ

スタート」(RESTART) メッセージを受け取ったならば、6.4.1 節を適用しなければならない。

　２．一般に、ＩＳＤＮアクセスコネクションが相手ユーザによってＱ．９３１メッセージを用いて拒否

されたならばＸ．２５バーチャルコールは切断原因＃０“ＤＴＥ復旧”診断符号＃０“追加情報なし”

の切断指示パケットを用いて切断しなければならない。網によっては、表６－５／ＪＴ－Ｘ３１に従っ

て、いくつかのＱ．９３１理由表示を対応するＸ．２５切断原因にマッピングしてもよい。

　３．Ｑ．９３１の「呼設定」（SETUP）メッセージがユーザ・網インタフェースに送信されるのを妨げ

る条件が存在するならば、Ｘ．２５バーチャルコールは切断指示パケットを使用して切断され理由表

示は、その状態に応じて適切に選択されなければならない。表６－５／ＪＴ－Ｘ３１は適切な切断原

因を選択するためのガイドを与えている。すなわち、インタフェースの条件を記述したＱ．９３１理

由表示のＸ．２５へのマッピングが使用される。

　４．Ｑ．９３１の「呼設定」（SETUP）メッセージがユーザ・網インタフェースを経由して送られて、

タイマＴ３０３（標準ＪＴ－Ｑ９３１に定義された）の２回目の満了以前に応答がないならば、規則

＃３が適用される。

　５．Ｑ．９３１の「呼設定」（SETUP）メッセージがユーザ・網インタフェースを経由して送られて、

ユーザ・網インタフェースにおいてＩＳＤＮアクセスコネクションの切断となるような通信拒否以外

の応答をユーザから受け取ったならば、Ｘ．２５バーチャルコールは診断情報＃６４“呼設定、呼切

断または登録の問題”を伴う理由表示＃１７“リモート手順誤り”を含む切断指示パケットを使用し

て切断されなければならない。

　６．発信ユーザからのＸ．２５復旧要求パケットを、着信ユーザへのＸ．２５着呼パケットの送信に先

立って受信したならば（早切り）、ＰＨは発信ユーザに切断確認パケットを送り、アクセスコネクショ

ンは以下のように扱われなければならない。

・Ｑ．９３１の「呼設定」（SETUP）メッセージが無条件通知クラス（3.2.3 節参照）のものであった

ならば、もし設定されていたときならば、アクセスコネクションを切断しなければならない。Ｑ．

９３１の切断メッセージは、表６－６／ＪＴ－Ｘ３１に記述されている適切な理由表示を含まなけ

ればならない。

・Ｑ．９３１の「呼設定」(SETUP) メッセージが条件付き通知クラス（3.2.3 節参照）のもので、その

Ｑ．９３１の「呼設定」(SETUP) メッセージに対して肯定的に応答する端末が、少なくとも１つあ

るならば以下の２つの中から選択される。

(a)　アクセスコネクションは、無条件通知クラスに関して述べられているように切断される。

(b)  アクセスコネクションは、確立されて、タイマＴ３２０がスタートする。タイマＴ３２０の満了

によりアクセスコネクションは切断される。この理由表示は＃１０２“タイマ満了による復旧”

で診断情報はタイマＴ３２０を表示する。
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6.4.4　理由・原因のマッピング

6.4.4.1　ＰＳＰＤＮサービスへの／からのアクセス（ケースＡ）

　ＡＵは、ＩＳＤＮあるいはＰＳＰＤＮから送信されたコーズ間のマッピングをするとき、6.4.4.2 節の手

順に従ってもよい。

6.4.4.2　ＩＳＤＮバーチャルサーキットサービスへの／からのアクセス（ケースＢ）

　標準ＪＴ－Ｑ９３１と標準ＪＴ－Ｘ２５の間の理由・原因のマッピングが必要な場合がいくつかある。

ＩＳＤＮ網は標準ＪＴ－Ｑ９３１と標準ＪＴ－Ｘ２５の間の理由・原因のマッピングのために、表６－５

／ＪＴ－Ｘ３１、表６－６／ＪＴ－Ｘ３１を使用しなければならない。付録Ⅲの図にいくつかの例を示す。

表６－５／ＪＴ－Ｘ３１ Ｑ．９３１理由表示フィールドからＸ．２５切断原因

(CCITT X.31) フィールドへのマッピング

項番 Q.931 理由表示 コード Q.931 診断情報 X.25 切断原因 コード X.25 診断 コード

1 欠番 1 条件：不明、一時

的、永続的

接続不可 13 無効被呼アドレス 67

2 相手ルートなし 3 条件：不明、一時

的、永続的

接続不可 13 無効被呼アドレス 67

3 チャネル利用不可 6 （なし） リモート手順誤り 17 呼設定、呼切断ま

たは登録の問題

64

4 正常切断 16 条件：不明、一時

的、永続的

DTE 復旧 0 追加情報なし 0

5 着ユーザビジー 17 （なし） 相手 DTE ビジー 1 使用可論理チャネ

ルなし

71

6 着ユーザ応答なし 18 （なし） リモート手順誤り 17 呼設定、呼切断ま

たは登録の問題

64

7 着ユーザ呼出し中

応答なし

19 （なし） リモート手順誤り 17 呼設定、呼切断ま

たは登録の問題

64

8 通信拒否 21 条件：不明、一時

的、永続的

／ﾕｰｻﾞ提供の情報

DTE 復旧 0 追加情報なし 0

9 相手端末番号変更 22 新たな相手端末番

号

接続不可 13 無効被呼アドレス 67

10 相手端末利用不可 27 （なし） 障害 9 追加情報なし 0

11 無効番号フォ ー

マット

（不完全番号）

28 （なし） ローカル手順誤り 19 無効被呼アドレス 67

12 その他の正常クラ

ス

31 （なし） DTE 復旧 0 追加情報なし 0

13 利用可能回線 ／

チャネルなし

34 （なし） 相手 DTE ビジー 1 使用可論理チャネ

ルなし

71

14 網障害 38 （なし） 障害 9 追加情報なし 0

15 一時的障害 41 （なし） 障害 9 追加情報なし 0

16 交換機輻輳 42 （なし） 網輻輳 5 追加情報なし 0

17 要求回線又はチャ

ネル利用不可

44 （なし） 相手 DTE ビジー 1 使用可論理チャネ

ルなし

71

18 その他のリソース

使用不可クラス

47 （なし） 網輻輳 5 追加情報なし 0

19 ＱＯＳ利用不可 49 条件：不明、一時

的、永続的

網輻輳 5 追加情報なし

20 伝達能力不許可 57 属性番号 相手プロトコル不

一致

33 追加情報なし 0
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表６－５／ＪＴ－Ｘ３１（つづき）

項番 Q.931 理由表示 コード Q.931 診断情報 X.25 切断原因 コード X.25 診断 コード

21 現在利用不可伝達

能力

58 属性番号 リモート手順誤り 17 呼設定、呼切断ま

たは登録の問題

64

22 その他のサービス

利用不可クラス

63 （なし） リモート手順誤り 17 呼設定、呼切断ま

たは登録の問題

64

23 未提供伝達能力指

定

65 属性番号 相手プロトコル不

一致

33 追加情報なし 0

24 未提供チャネルタ

イプ指定

66 チャネル種別 リモート手順誤り 17 呼設定、呼切断ま

たは登録の問題

64

25 その他のサービス

未提供クラス

79 （なし） リモート手順誤り 17 呼設定、呼切断ま

たは登録の問題

64

26 無効呼番号指定 81 （なし） リモート手順誤り 17 呼設定、呼切断ま

たは登録の問題

64

27 無効チャネル番号

使用

82 チャネル種別 リモート手順誤り 17 呼設定、呼切断ま

たは登録の問題

64

28 端末属性不一致 88 パラメータ不一致 相手プロトコル不

一致

33 追加情報なし 0

29 無効メッセージク

ラス

95 （なし） リモート手順誤り 17 呼設定、呼切断ま

たは登録の問題

64

30 必須情報要素不足 96 情報要素識別子 リモート手順誤り 17 呼設定、呼切断ま

たは登録の問題

64

31 メッセージ種別未

定義

97 メッセージタイプ リモート手順誤り 17 呼設定、呼切断ま

たは登録の問題

64

32 呼状態とメッセー

ジ不一致、又 は

メッセージ種別未

定義

98 メッセージタイプ リモート手順誤り 17 呼設定、呼切断ま

たは登録の問題

64

33 情報要素未定義 99 情報要素識別子 リモート手順誤り 17 呼設定、呼切断ま

たは登録の問題

64

34 無効情報要素 100 情報要素識別子 リモート手順誤り 17 呼設定、呼切断ま

たは登録の問題

64

35 呼状態とメッセー

ジ不一致

101 メッセージタイプ リモート手順誤り 17 呼設定、呼切断ま

たは登録の問題

64

36 タイマ満了による

回復

102 タイマ番号 リモート手順誤り 17 呼設定、呼切断ま

たは登録の問題

64

37 その他の手順誤り

クラス

111 （なし） リモート手順誤り 17 呼設定、呼切断ま

たは登録の問題

64

38 その他のイン タ

ワーキングクラス

127 （なし） リモート手順誤り 17 呼設定、呼切断ま

たは登録の問題

64

　注１－Ｘ．２５データ転送フェーズ中に切断が起きたとき、6.4.1 節に記述されている手順が用いられな

ければならない。

　注２－Ｘ．２５データ転送フェーズ中にＱ．９３１の「初期設定」(RESTART) メッセージが受信された

とき、交換されたバーチャルサーキットは切断原因＃９“障害”で診断符号＃０“追加情報なし”

を含む切断指示パケットにより切断される。パーマネントバーチャルサーキット上には、同じ切

断原因と診断符号を含んだＸ．２５リセットパケットが送られなければならない。
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表６－６／ＪＴ－Ｘ３１ 着呼の早切りのためのＸ．２５切断原因から

(CCITT X.31) Ｑ．９３１理由表示へのマッピング

切断指示パケット中の X.25 切断原因 Q.931 エラー条件

項番 X.25/X.96 切断原因 コード 診断 コード Q.931 理由表示 コード 診断

１ ＤＴＥ復旧 0 追加情報なし 0 16 （なし）

1XX ＤＴＥが設定 XX
正常切断

２ 網輻輳 5 追加情報なし 0 交換機輻輳 42 （なし）

３ 障害 9 追加情報なし 0 相手端末故障中 27 （なし）

４ リモート手順誤り 17 （任意） その他の手順誤り

クラス

111 （なし）

　注－上記のようにＸ．２５からＱ．９３１へのマッピングを提供する代わりに、網のオプションとして

Ｑ．９３１理由表示へマッピングせず、Ｘ．２５切断指示パケットから切断原因をコピーすること

により、ＰＨは、オクテット３で『ＣＣＩＴＴコーディング標準』、オクテット３ａで『Ｘ．２５』

を通知するＱ．９３１理由表示情報要素をコーディングし、標準ＪＴ－Ｘ２５に従ってオクテット

４，５をコーディングしてもよい。

6.5　アクセスの衝突

　ユーザのパケット交換モード発呼の要求と同時に網がそのインタフェースにおいてパケット交換モード

呼を提供するとき、網は着呼に優先権を与えなければならない。もし、着呼を受け付けることがユーザの

発呼要求の必要性に合致するとユーザが決定するならば、ユーザは発呼要求を解除して着呼を受け付けて

もよい。
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７．端末アダプタの諸機能

7.1　概　要

　端末アダプタ（ＴＡ）の諸機能は、Ｓ／Ｔ参照点においてＸ．２５ＤＴＥのアクセスを提供するために

必要とされる（図７－１／ＪＴ－Ｘ３１参照）。

図７－１／ＪＴ－Ｘ３１　ＴＡの参照構成

 (CCITT X.31)

　注－ＴＡ機能は、参照点Ｒにおいて１台だけの（簡易な、あるいはＬＡＮゲートウェイのように複雑な）

Ｘ．２５ＤＴＥをサポートする。しかし、１つ以上のＴＡ機能がそれぞれ別々のＬＡＰＤリンクを

用いて同時にＤチャネルを共有してもよい。

ＴＡの提供する主要な機能は以下の通り。

・速度整合

・Ｓ／ＴインタフェースとＲインタフェースの間の信号情報と手順のマッピング

・同期確立

・保守

　以下において、本標準に定義されている２つのサービス（ケースＡとケースＢ）の違いを明らかにしな

がら、アクセス種別（Ｂチャネルアクセスおよび／またはＤチャネルアクセス）毎にこれらの主要な機能

を記述する。

　Ｓ／Ｔインタフェースにおける手順は６章に記述されている。

7.2　物理インタフェース

Ｒ参照点で提供される物理インタフェースは、標準ＪＴ－Ｘ２５の１章と標準ＪＴ－Ｘ３２に定義され

ている。

7.3　Ｂチャネルを介したインタフェース

7.3.1　概　要

　ここではＢチャネルを介したアクセスが用いられるときにＴＡが提供する機能を定義している。ケース

ＡとケースＢの両サービスにわたり、違いがもしあれば適切な段落で示している。

Ｒ Ｓ／Ｔ

Ｔ　Ａ
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7.3.2　速度整合

　速度整合は２つの方法によって実現される。

　 (l) 　ＨＤＬＣのフレーム間フラグスタッフを用いているパケット交換モード動作

（ケースＢ）

　この場合、網はＲインタフェースにおいて、６４kbit/s よりも低いユーザ速度で動作しているパ

ケットモード端末を、６４kbit/s のユーザ速度で動作しているパケットモード端末と区別できない。

　従って、Ｄチャネル信号手順は、Ｒインタフェースにおけるユーザ速度よりむしろ６４kbit/s の

ユーザ速度の方を表示するであろう。さらに、スループットクラスはＤチャネル着呼信号手順中に

表示されてもよい。

　ＩＳＤＮにおけるパケット処理では、ＨＤＬＣ構造のトラヒックを発生するＤＴＥに対して６４

kbit/s のユーザ速度が 適化されている。このようなＩＳＤＮでは、速度整合に対してフラグスタッ

フは適切な方法である。

　Ｂチャネルにおける不要な再送を避けるため、ＴＡのインプリメントにおいてレイヤ２ウィンド

ウサイズと 大フレーム長に見合うバッファ容量を持つか、レイヤ２でフロー制御をしてもよい。

　 (2) 　標準ＪＴ－Ｘ３０または標準ＪＴ－Ｖ１１０に示されている方法を用いている回線交換モード動

作（ケースＡ）

この場合、Ｄチャネル信号手順はＲインタフェースに接続された端末によって使用されるユーザ

速度（これは６４kbit/s より低速であろう）を表示しなければならない。

　ＰＳＰＤＮサービスへのアクセス（ケースＡ）の場合、網によってはＨＤＬＣのフレーム間フラ

グスタッフの代わりに、このビットレート整合の方法を提供してもよい。

注－勧告Ｖ．１１０／Ｉ．４６３に示されている速度整合方法は、ユーザ速度５６kbit/s で動作する

端末にのみ適用される。

7.3.3　信号（シグナリング）

　ここでは、ＰＨ／ＡＵへのＢチャネルコネクションを設定し、維持して切断するためにＴＡが提供する

機能を定義している。これらの機能は、ＤＴＥにおけるＸ．２５手順のインプリメントの違いに基づいて、

ＴＡの能力の異なる段階を要求する。２つのケースがある。すなわち、

ケース１：ＴＡがレベル１でのみ動作する

ケース２：ＴＡはレベル２および／またはレベル３でも動作する

　ケース１は、バーチャルコールが１つも存在しないとき、物理レベルで切断することのできるＸ．２５

ＤＴＥに適用される。
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　物理リンクを切断できないか、または起動状態にあるリンクを要求すらできないＸ．２５ＤＴＥに対し

て、ケース１では、電源ＯＮの後に直ちにＢチャネル割り当てを行ってもよい。固定的に割り当られたＢ

チャネルに対し、この状況を避けるための代替となる構成が付録Ⅰにある。

　この節はケース１の信号マッピングについて述べている。

7.3.3.1　発　呼

　ＴＡはＢチャネルによりＰＨまたはＡＵへの物理コネクションを提供するために、以下の方法を提供し

なければならない。

　・ＴＡがＳ／Ｔ参照点でＢチャネル設定手順を起動することを表示する方法。可能な選択肢を 7.3.3.1.1

節に記述している。

　・Ｂチャネル設定手順に必要なＩＳＤＮアドレス情報をＴＡに転送する方法。可能な選択肢を 7.3.3.1.2

節に記述している。

7.3.3.1.1　Ｂチャネル設定を起動する条件

　ＴＡがＢチャネルコネクションを起動する条件として２つの状態がある。

ａ．（半）固定Ｂチャネル

　この場合、Ｂチャネルは常に利用可能である。Ｂチャネルコネクションの設定を起動するためのＴ

Ａ機能は不要である。

ｂ．Ｂチャネル設定がＲ参照点（ＤＴＥ／ＴＡインタフェース）における動作により起動される。

　２つの条件が可能である。表７－１／ＪＴ－Ｘ３１参照。

b1．Ｒ参照点でのホットラインアクセス

　Ｒ参照点でのホットラインアクセスの場合、以下の適切なインタフェース条件の検出することが、

ＴＡがＰＨ／ＰＳＰＤＮとＢチャネルとのＢチャネルを設定する原因となる。

ⅰ．Ｘ．２５レベル１インタフェースに対して

－制御線（Ｘ．２１専用線手順の場合）または回路１０８（Ｘ．２１ｂｉｓまたはＶシリーズイ

ンタフェース手順の場合）の、ＯＦＦからＯＮへの変化

ⅱ．Ｘ．２１インタフェースに対して

－ダイレクトコール信号（Ｃ＝ＯＮ）

ＤＴＥはＩ＝ＯＮを待って転送を始める。

ⅲ．Ｘ．２１ｂｉｓインタフェースに対して

－ダイレクトコール信号（１０８＝ＯＮ）

ＤＴＥは１０７＝ＯＮを待って転送を始める。

ⅳ．Ｖ．２５ｂｉｓインタフェースに対して

－ダイレクトコール信号（１０８＝ＯＮ）

ＤＴＥは１０７＝ＯＮを待って転送を始める。
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b2．完全回線交換形選択アクセス

　ＰＳＰＤＮまたはＩＳＤＮのＰＨへＢチャネルコネクション設定を要求するため、ＤＴＥ／ＴＡ

インタフェースで、完全回線交換形選択手順（Ｘ．２１、Ｘ．２１ｂｉｓまたはＶ．２５ｂｉｓ）

が用いられる。ＴＡは、ＰＳＰＤＮまたはＰＨへＢチャネルコネクションを設定する。ＴＡは６章

に記述された手順に従ってＢチャネルを設定する。提供されたアドレスは、ＰＳＰＤＮポートを識

別するために用いられ、Ｂチャネルコネクション設定に続いて、着信パケットモードＤＴＥを識別

するために、完全なＸ．２５手順が用いられる。

　完全回線交換形選択の場合、ＤＴＥ／ＴＡインタフェースにおいて、勧告Ｘ．２１、Ｘ．２１ｂｉｓ

およびＶ．２５ｂｉｓの以下のモードにより、ＴＡはＰＨ／ＰＳＰＤＮに対してＢチャネルを設定

する。

ⅰ．Ｘ．２１回線交換インタフェースに対して

－Ｘ．２１呼制御フェーズ

ⅱ．Ｘ．２１ｂｉｓ回線交換インタフェースに対して

－Ｘ．２１ｂｉｓ自動アドレスコール機能の使用

ⅲ．Ｖ．２５ｂｉｓ回線交換インタフェースに対して

－Ｖ．２５ｂｉｓアドレスコールモード

注－ユーザはＴＡのマンマシンインタフェースにおけるマニュアル操作（例えば、ボタンを押すこと）

でＴＡにＢチャネルを設定させてもよい。その後、着呼があればＴＡにおいてＤＴＥへの着呼との

競合があるかもしれない。

表７－１／ＪＴ－Ｘ３１ Ｂチャネル設定を起動するためのＤＴＥ／ＴＡの

(CCITT X.31) レイヤ１仕様と手順

条　　件 ＤＴＥのレイヤ１仕様 Ｒ参照点でのイベント 従うべき手順

X.21 専用線 ＤＴＥが

Ｃ＝ＯＮにセット

勧告 X.25
 1.1 節

X.25 X.21bis ＤＴＥが

回路１０８＝ＯＮにセット

勧告 X.25
 1.2 節

ホットライン Ｖシリーズ

インタフェース

ＤＴＥが

回路１０８＝ＯＮにセット

勧告 X.25
 1.3 節

アクセス X.21 回線交換 ＤＴＥがダイレクトコール信号

を送る

勧告 X.21
 4.4 節

X.21bis ダイレクトコール ＤＴＥがダイレクトコール信号

を送る

勧告 X.21bis
 2.3.1 節

V.25bis ダイレクトコール ＤＴＥがダイレクトコールモー

ドを用いる（注）

勧告 V.25bis
 5 節

完全回線交換形

X.21 アドレスコール ＤＴＥが呼制御フェーズに入る 勧告 X.21
 4 節

X.21bis アドレスコール ＤＴＥが自動アドレスコールを

実行する

勧告 X.21bis
 2.3.2 節ⅲ

アクセス V.25bis アドレスコール ＤＴＥがアドレスコールモード

を用いる

勧告 V.25bis
 4 節

　注－Ｖ．２５ｂｉｓダイレクトコールモードと 1.3 節に従う動作（Ｖシリーズインタフェース）との違い

については継続検討中である。



- 37 - ＪＴ－Ｘ３１

7.3.3.1.2　ＰＳＰＤＮポートのＩＳＤＮアドレスをＴＡに転送するための選択肢

ＴＡにおいてＰＳＰＤＮのアドレス情報を扱うための３つの選択肢がある。

ａ．Ｓ／Ｔ参照点での（半）固定Ｂチャネル

この場合、ＴＡはアドレス情報を必要としない。すなわち、ＴＡにおいてアドレスを得るための機

能は要求されない。

ｂ．アドレスがＲ参照点を介して運ばれる。

この場合、7.3.3.1.1 節ｂ２に記述されている回線交換手順が要求される。

ｃ．アドレスがＴＡのマンマシンインタフェースを介して運ばれる。

　ＴＡのマンマシンインタフェースにおける（例えば、キーパッドによる）マニュアル操作が用いら

れる。アドレスはＢチャネルが要求される毎に入力されてもよい。その代わりとして、（例えば、Ｒ

インタフェースにおけるホットライン動作の場合）アドレスはＴＡに蓄積されてもよい。

　注－アドレス情報は、例えばＳ／Ｔ参照点でホットラインアクセス手順で用いられる完全ＩＳＤＮアド

レスおよび短縮されたＩＳＤＮアドレス、またはＴＡに予め記録された情報を用いてＴＡにより解

釈され、（短縮）ＩＳＤＮアドレスに拡張される短縮アドレスであってもよい。

7.3.3.1.3　手順のマッピング

　サポートされる組合せと適切な手順のリストを表７－２／ＪＴ－Ｘ３１に示す。

　コネクションの設定に続いて、ＴＡはレイヤ１でＲ参照点をデータ転送に対して適切な状態にするべき

である。

7.3.3.1.4　Ｑ．９３１メッセージのマッピング

　ＴＡと網との間の手順は６章に記述されているものと同様である。要求されたサービスは、伝達能力を

適切にコーディングすることにより選択される。

　ケースＡでは、ＰＳＰＤＮポートのＩＳＤＮアドレスはＱ．９３１メッセージ中の着信アドレスとして

示されるが、ケースＢではどのアドレスも含まれない。



ＪＴ－Ｘ３１ - 38 -

表７－２／ＪＴ－Ｘ３１　Ｂチャネルの起動を制御するためのＴＡ機能

(CCITT X.31)

Ｔ　Ａ　機　能

Ｂチャネル設

定を起動する

ための条件

(7.3.3.1.1 節)

ＴＡへのアド

レス転送

(7.3.3.1.2 節)

手　　順　　の　　記　　述

１ 条件 a オプション a （半）固定Ｂチャネル。ＴＡにおいてレイヤ１に対する信号機

能は不要。

２ 条件 b1 ⅰ オプション c ＤＴＥは、Ｃ＝ＯＮまたは回路１０８＝ＯＮにセットする。Ｃ

（または回路１０８）がＯＮになり、ＴＡにおいてマニュアル

選択がなされているとき、ＴＡはＤチャネル手順を用いて、Ｐ

ＳＰＤＮへのコネクションを提供するため、ＩＳＤＮのＢチャ

ネル設定を起動する。Ｓ／Ｔ参照点においてＢチャネルが完全

に設定されているならば、ＴＡはＩ＝ＯＮ（または回路１０７

＝ＯＮ）にセットする。

３ 条件 b1 ⅱⅲ

ⅳのいずれか

オプション c

7.3.3.1.1 節の

注参照

オプション c

ＴＡにおいてマニュアル選択がなされているとき、Ｒ参照点で

ＴＡは着呼との競合を行ってもよい。もし、ＤＴＥがこの着呼

を受付けるならば、ＴＡはＲ参照点をレイヤ１でＤＣＥ待ち状

態にし、Ｄチャネル手順を用いて、ＰＳＰＤＮへのコネクショ

ンを提供するため、ＩＳＤＮのＢチャネル設定を起動する。Ｂ

チャネルがＳ／Ｔ参照点において完全に設定されているならば

ＴＡはＲ参照点で通信可の信号を送る。

４ 条件 b2 のい

ずれか

オプション b ＤＴＥがレイヤ１コネクションを要求しており、ＴＡに対して

アドレス情報を提供しているならば、ＴＡはＤチャネル手順を

用いてＩＳＤＮのＢチャネル設定を起動する。Ｓ／Ｔ参照点に

おいてＢチャネルが完全に選択されているならば、ＴＡはＲ参

照点での適切な手順を用いて通信可の信号を送る。

５ 条件 b1 オプション a この場合、ホットラインアクセスはＳ／Ｔ参照点と同様にＲ参

照点においても適用される。従って、ＴＡがアドレス情報を要

求することはない。ＤＴＥが発呼要求を出すとき、ＴＡはＢチャ

ネルを設定しようとする。Ｂチャネルが完全に設定されている

ならば、ＴＡはＲ参照点において通信可の信号を送る。

7.3.3.1.5　Ｘ．２５手順

　データ転送フェーズでは、ＴＡはＸ．２５手順のレイヤ２およびレイヤ３に関してトランスペアレント

であってもよい。しかし、Ｘ．２５端末のインプリメントによっては、既存のＬＡＰＢ確立手順との調整

を行うため、ＴＡ内で完全な、あるいは部分的なレイヤ２終端がなされてもよい（付録Ⅰ、Ⅳ参照）。
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7.3.3.2　着　呼

7.3.3.2.1　Ｑ．９３１着呼提供

　ケースＡとケースＢの両方において、着呼はＢチャネルコネクション設定のため、Ｑ．９３１手順で提

供される。

7.3.3.2.2　Ｒ参照点での動作

Ｒ参照点が以下のいずれかの状態にあるとき、ＴＡは網からの着呼を受付ける。

・Ｒ参照点がＸ．２１回線交換手順でレディ状態

・Ｒ参照点がＸ．２１専用線手順でレディ状態かデータ送信状態

・Ｒ参照点がＸ．２１ｂｉｓ手順で回路１２５と回路１０８がＯＮで、回路１０７がＯＦＦの状態

　もし、Ｒ参照点が上記で定義された状態にある場合、あるいはその状態になりうる場合には、ＴＡは「呼

設定」（SETUP）メッセージに対し、（通信可能性確認が成功していたならば）６章の手順に従って「応

答」（CONNECT）メッセージを返送し、その後、網からの「応答確認」(CONNECT ACKNOWLEDGE) ま

たは「解放」（RELEASE）メッセージを待つ。（ＴＡはまた「解放完了」(RELEASE COMPLETE)メッセー

ジで応答することにより、「呼設定」（SETUP）メッセージを拒否してもよい。）

　注－標準ＪＴ－Ｑ９３１ではＴＡが「応答」（CONNECT）の送出以前に「呼出」（ALERTING）を必ず

しも返送する必要がないことを規定している。

　もし、Ｒ参照点が上記で定義された状態にない場合、あるいはその状態になりえない場合には、ＴＡは

「呼設定」（SETUP）メッセージに対して６章で定義されている着呼手順に従って否定的な応答を返送す

る。

　「応答確認」(CONNECT ACKNOWLEDGE) メッセージの受信により、ＴＡはＲ参照点をデータ転送のた

めに適切な状態に導く勧告Ｘ．３０／Ｉ．４６１に記述された適切な手順を開始する。その後、ＴＡはＢ

チャネル上で情報の転送を始める。

　注－ＤＴＥ／ＴＡインタフェースは、Ｓ／Ｔ参照点においてＢチャネルが完全に設定されるまで、デー

タ転送状態にされるべきではない（7.3.4 節参照）。

7.3.3.2.3　Ｘ．２５手順

　データ転送フェーズでは、ＴＡは、Ｘ．２５手順のレイヤ２およびレイヤ３に対してトランスペアレン

トであってもよい。しかし、Ｘ．２５端末のインプリメントによっては、既存のＬＡＰＢ確立手順との調

整を行うためにＴＡ内で完全な、あるいは部分的なレイヤ２終端がなされてもよい（付録Ⅰ参照）。
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7.3.3.3　呼切断

　Ｂチャネルの切断を起動するためには、そのＢチャネル上での 後のバーチャルコールが切断されてい

ることを検出する必要がある。以下の３つが、Ｂチャネル切断を検出することができる。

１．ＤＴＥ

２．網（ＰＨまたはＡＵ）

３．ユーザ

－

－

－

Ｒ参照点を介した切断の起動

Ｓ／Ｔ参照点を介した切断の起動

マンマシンインタフェースによる手動切断の起動

　Ｂチャネル切断の起動以前に、網とＤＴＥの間のレイヤ２コネクションが切断されるべきである。

7.3.3.3.1　ＤＴＥによる呼切断の起動

ＴＡがＢチャネルコネクションの切断を試みるのは、Ｒ参照点が以下の状態にある場合である。

・Ｘ．２１回線交換インタフェースの場合

・Ｘ．２１専用線インタフェースの場合

・Ｘ．２１ｂｉｓインタフェースの場合

－

－

－

ＤＴＥ復旧要求信号

制御線のＯＮからＯＦＦへの変化

ＤＴＥ復旧要求信号

（回路１０８がＯＮからＯＦＦ）

　これらの条件のうち１つが起こると、ＴＡは内部でのＲ参照点とＳ／Ｔ参照点との速度整合コネクショ

ンを切断するであろう（7.3.2 節）。その後、ＴＡは 6.4 節の手順に従ってＢチャネル切断を試みるであろ

う。

7.3.3.3.2　網による呼切断の起動

　Ｂチャネルを切断するために、網は 6.4 節の手順を適用する。「切断」（DISCONNECT）あるいは「解

放」（RELEASE）メッセージを受信することにより、ＴＡは内部でのＲ参照点とＳ／Ｔ参照点との間の速

度整合コネクションを切断し、Ｒ参照点上で以下に記述されている適切な動作をとるべきである。

・Ｘ．２１回線交換インタフェースの場合

・Ｘ．２１専用線インタフェースの場合

・Ｘ．２１ｂｉｓインタフェースの場合

－

－

－

ＤＣＥ切断指示信号を送る

ＤＣＥレディ信号を送る

回路１０７をＯＦＦにする

　詳細については勧告Ｘ．３０参照。

　注－１つ以上のパケットモード装置がユーザ宅内にあり、標準ＪＴ－Ｑ９２１のポイント・マルチポイ

ント手順でＸ．２５着呼がグローバルに提供された場合、それぞれの「応答」（CONNECT）メッセー

ジに対してそれぞれ「解放」（RELEASE）メッセージで応答してもよい。

7.3.3.3.3　ユーザによる呼切断の起動

　ユーザが 後のバーチャルコールの切断をマニュアルで通知した後、ＴＡは内部でのＲ参照点とＳ／Ｔ

参照点との間のコネクションを切断し、Ｂチャネルを切断するため、6.4 節の手順を適用する。Ｒ参照点で

は、以下に記述された適切な動作がとられる。

・Ｘ．２１回線交換インタフェースの場合

・Ｘ．２１専用線インタフェースの場合

・Ｘ．２１ｂｉｓインタフェースの場合

－

－

－

ＤＣＥ切断指示信号を送る

ＤＣＥレディ信号を送る

回路１０７をＯＦＦにする

　詳細については勧告Ｘ．３０参照。
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7.3.4　同　期

　ＴＡはＤ（Ｑ．９３１アクティビティ）とＢ（Ｘ．２５アクティビティ）チャネルアクティビティとの

間の同期をとるべきである。

　ＴＡとＰＨ／ＡＵの間の同期は同期パターンの交換により提供される。連続フラグ転送はフラグスタッ

フによる速度整合が用いられる際に使用される。クラス３０に対しては、同期はＤＴＥとＰＨ／ＡＵの間

でとられる。標準ＪＴ－Ｘ３０による速度整合が用いられる場合、標準ＪＴ－Ｘ３０に記述されている方

法が用いられる。

7.4　Ｄチャネル経由のアクセス

7.4.1　概　要

　この部分は、ＴＡによってＤチャネル経由アクセスが使用される場合に提供される機能を定義している。

ケースＢ（ＩＳＤＮバーチャルサーキットサービスへのアクセス）にのみ適用される。

7.4.2　ＬＡＰＢ－ＬＡＰＤマッピング

　速度整合はＤチャネルアクセスの衝突メカニズムに本来備わっているものである。特に、Ｒ参照点上で

確認された連続フラグ転送はＳ／Ｔ参照点で繰り返されるべきではない。

7.4.2.1　完全リンクレイヤ終端でのマッピング

　図７－２／ＪＴ－Ｘ３１は、ＴＡ内での両側へ対するリンクレイヤプロトコルの完全な終端に基づき、

Ｒ参照点上でのＬＡＰＢリンクと、Ｓ／Ｔ参照点上でのＬＡＰＤ論理リンクとの間のマッピング構成を示

している。この図は、ＴＡにより提供される機能を記述しようとするものである。しかし、この図は特定

のインプリメントを強調するためのものではない。

　ＬＡＰＢとＬＡＰＤ手順の監視及び非番号制フレームはローカル的な（すなわち、そのリンクにのみ関

連する）意味を持っており、従って他方のリンクにマッピングする必要はない。

図７－２／ＪＴ－Ｘ３１　マッピング機能の構成

(CCITT X.31)

変　換

ＬＡＰＤ

Ｒ Ｓ／Ｔ

ＬＡＰＢ

X.21/X.21bis I.430
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　しかし、監視および非番号制フレームを受信すると、他方のリンクでは以下のようなフレームの転送に

なる。例えば、ＳＡＢＭ（Ｅ）フレーム（両方のリンクが切断状態にある場合には）あるいはＲＲフレー

ムなどが他方のリンク上に等価なフレームとして転送されるかもしれない。

　両方のリンクが転送フェーズにあるときは、すべての情報転送フレームはマッピングされなければなら

ない。

これらのフレームのためのマッピング機能は以下に区分けできる。

－アドレスフィールドマッピング

－制御フィールドマッピング

－ＦＣＳ再計算

これらの機能は以下に記述されている。

7.4.2.1.1　情報フレーム内のアドレスフィールドマッピング

ＬＡＰＢのアドレス長は１オクテット。

ＬＡＰＤのアドレス長は２オクテット。

X.25DTE X.31 TA ＳＡＰＩ＝１６、ＴＥＩ＝ｘ

ＬＡＰＢ 11← ＬＡＰＢ ＬＡＰＤ ← Ｃ／Ｒ＝１

アドレス →１ アドレス アドレス → ＳＡＰＩ＝１６、ＴＥＩ＝ｘ

Ｃ／Ｒ＝０

ｘ＝ＴＡに割り当てられているＴＥＩ値

図７－３／ＪＴ－Ｘ３１ ＴＡによる情報フレームに対するＬＡＰＢ／ＬＡＰＤ

(CCITT X.31) アドレスのマッピング

7.4.2.1.2　情報フレーム内の制御フィールドマッピング

Ｉフレーム内ＬＡＰＢシーケンス番号付与は通常モジュロ８であるがモジュロ１２８の場合もある。

Ｉフレーム内ＬＡＰＤシーケンス番号付与はモジュロ１２８である。

ＬＡＰＢとＬＡＰＤ内のシーケンス番号Ｎ（Ｓ）とＮ（Ｒ）は互いに独立している。

　ＬＡＰＤのウィンドサイズ８が一杯になった（たとえば、スループット要求値）場合、ＴＡの変換機能

内に蓄積されるＩフレームの 大数は各方向に対して７である。

ＬＡＰＢリンクでのＰ／Ｆビットの使用は、ＬＡＰＤリンクでのＰ／Ｆビットの使用とは独立している。

7.4.2.1.3　情報フレーム内のＦＣＳ再計算

　ＬＡＰＢとＬＡＰＤリンクのＦＣＳ値は独立している。すべてのフレームに対してＦＣＳ値が計算され

る必要がある。
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7.4.2.2　最小リンクレイヤ終端でのマッピング

　さらに、フロー制御手順と誤り回復手順のインプリメントを除き、ＬＡＰＢ－ＬＡＰＤマッピングの、

より簡単なインプリメントは可能である。そのようなＴＡはインプリメント上次のような 小のマッピン

グ機能を持つ。

－フレームタイプ識別

－アドレスフィールドのマッピング

－制御フィールドのマッピング

－状態変数（各インタフェース上でのＶ（Ｓ）とＶ（Ｒ））の管理

－ＦＣＳハンドリング

7.4.3　信号（シグナリング）

　この部分は、Ｒ参照点上でのＬＡＰＢリンクと、Ｓ／Ｔ参照点でのＰＨに対するＳＡＰＩ＝１６のＬＡ

ＰＤ論理リンクを設定・維持・解放するために、ＴＡによって提供される各種機能を定義している。これ

らの機能はＤＴＥ内でのＸ．２５手順の異なるインプリメントに基づいて、程度の異なる機能をＴＡに要

求する。

各タイプはＲ参照点上の基準によると呼設定の起動のためには、同一と認められるかもしれない。

タイプ１：ＳＡＢＭフレームの受信を認識した後、Ｄチャネル内でＳＡＰＩ＝１６の論理リンクの設定

タイプ２：Ｉフレーム受信後、Ｄチャネル内でＳＡＰＩ＝１６の論理リンクの設定

タイプ３：発呼要求パケット受信後、Ｄチャネル内でＳＡＰＩ＝１６の論理リンクの設定

　注－他に、呼設定の起動は手動操作、例えばＴＡでのプッシュボタン等でも行われる。タイプ１はＴＡ

にてインプリメントされるＬＡＰＢとＬＡＰＤのマッピングが 小となるため、 も簡単なもので

ある。このタイプについては、7.4.3.1、7.4.3.2、7.4.3.3 節に記述されている。タイプ２とタイプ３は

（7.4.2 節に記述されているように）ＴＡ内で完全なプロトコルの終端を要求するとき、より複雑な

ものとなる。しかし、これらのタイプのアプリケーションは既存のＸ．２５ＤＴＥのニーズに従っ

て必要となるであろう。これらのタイプのより詳細な記述は付録Ⅳにある。

7.4.3.1　Ｘ．２５発呼

　発呼時、ＴＡはＰＨへのＤチャネルＳＡＰＩ＝１６リンク設定を起動する。

　ＴＡがこの設定を起動するためのいくつかの条件は 7.4.3.1.1 節に記述されている。Ｄチャネルリンクの

設定は 6.1.2.2 節に記述されている手順に従う。
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7.4.3.1.1　ＤＴＥとＰＨの間での論理リンクの設定条件

　ＴＡが、ＳＡＰＩ＝１６のＤチャネル論理リンクを設定する原因となるであろう条件を分類するために、

２つの状態がある。

ａ．（半）固定論理リンク

　この場合、論理リンクは常に利用可能である。論理リンク設定の起動に関してＴＡにはいかなる機

能も要求されない。

ｂ．論理リンク設定はＲ参照点での動作によって起動される

　Ｒ参照点でのレイヤ１インタフェースはＸ．２１、Ｘ．２１ｂｉｓ、またはＶ．２５ｂｉｓインタ

フェース手順に従う。続いて、ＤＴＥはＲ参照点においてＬＡＰＢリンクを設定し、結果として、Ｔ

ＡはＳ／Ｔ参照点においてＬＡＰＤリンク（ＳＡＰＩ＝１６）を起動状態にする。

　注－原理的に、ＴＡにおけるマニュアル操作の結果としてＤＴＥとＰＨ間のリンクを起動状態にするこ

とも可能である。

7.4.3.1.2　リンク手順のマッピング

　Ｓ／Ｔ参照点におけるＬＡＰＤ論理リンクと、Ｒ参照点におけるＬＡＰＢリンクの間のマッピングにつ

いては、7.4.2 節に記述されている。

7.4.3.1.3　Ｘ．２５手順

　Ｓ／Ｔ参照点におけるＬＡＰＤリンクおよびＲ参照点におけるＬＡＰＢリンクの設定と、ＴＡのマッピ

ング機能を介した両リンクの連結の後、Ｘ．２５レイヤ３手順がＤＴＥとＰＨの間で可能となる。これら

のＸ．２５レイヤ３手順に対してＴＡはトランスペアレントである。

7.4.3.2　Ｘ．２５着呼

7.4.3.2.1　Ｑ．９３１着呼提供

　着呼の通知が適用されるとき（3.2.3 節）、着呼はまず 初に 6.2.2.3.1 節（着呼提供を通じてのチャネル

選択）に記述されているＱ．９３１手順を用いて提供される。

　ＴＡは、Ｒ参照点が以下の状態にあるか、あるいはそうなり得るとき、着呼を受け付ける。

　－Ｘ．２１手順に従うＲ参照点が、レディ状態またはデータ送信状態

　－Ｘ．２１ｂｉｓとＶ．２５ｂｉｓ手順に従うＲ参照点が、回路１２５と回路１０８がＯＮで回路１０

７がＯＦＦの状態

ＴＡは同じく 6.2.2.3.1 節に従って提供された呼に応答する。

　着呼手順が成功した後、ＰＨは、ＰＨとＴＡの間のＬＡＰＤ（ＳＡＰＩ＝１６）リンク設定を起動する。

同時にＲ参照点におけるＬＡＰＢリンクが 7.4.2 節に記述されたマッピング手順を介して設定される。

　これでリンクレベルレイヤはデータ転送フェーズとなる。
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7.4.3.2.2　Ｘ．２５手順

　Ｓ／Ｔ参照点におけるＬＡＰＤリンクおよびＲ参照点におけるＬＡＰＢリンクの設定と、ＴＡのマッピ

ング機能を介した両リンクの連結の後、Ｘ．２５レイヤ３手順がＤＴＥとＰＨの間で可能となる。これら

のＸ．２５レイヤ３手順に対してＴＡはトランスペアレントである。

7.4.3.3　データリンク切断

　ＤチャネルＳＡＰＩ＝１６リンクの切断を起動するためには、その論理リンクで 後のバーチャルコー

ルの切断を検出する必要がある。この検出は２つのものによってなされ得る。

　 (a) 　ＰＨ　：ＰＨによりＬＡＰＤ論理リンクの切断が起動される。

　 (b) 　ＤＴＥ：Ｒ参照点での動作により切断が起動される。

　注－原理的に、ＴＡでのマニュアル操作の結果として、ＤＴＥとＰＨの間のリンクを切断することも可

能である。

7.4.3.3.1　ＰＨによる切断

　ＰＨは、6.4.2 節に記述されている手順に従ってＬＡＰＤ論理リンクを切断する。Ｒ参照点におけるＬＡ

ＰＤ論理リンクとＬＡＰＢリンクの間のマッピング機能を用い、ＬＡＰＢリンクの切断に続いて、ＬＡＰ

Ｄ論理リンクの切断は、適切なＬＡＰＤ手順に従ってなされる。ＬＡＰＢリンク切断後、ＴＡは以下のい

ずれかによってＲ参照点におけるレイヤ１インタフェースを切断する。

・Ｘ．２１インタフェースの場合、制御線ＩのＯＮからＯＦＦへの変化；

ＤＴＥは制御線ＣのＯＮからＯＦＦへの変化で応答しなければならない。その後、そのインタフェー

スはレディ状態になる。

・Ｘ．２１ｂｉｓまたはＶ．２５ｂｉｓインタフェースの場合、回路１０７のＯＮからＯＦＦへの変化；

ＤＴＥは回路１０８のＯＮからＯＦＦへの変化で応答しなければならない。

7.4.3.3.2　ＤＴＥによる切断

　ＤＴＥはＴＡに対して、ＤＴＥとＴＡの間のＲ参照点におけるＬＡＰＢリンクの切断により、ＴＡとＰ

Ｈの間の論理リンクが切断されなければならないことを指示する。

　適切なＬＡＰＢ手順が適用される。ＤＴＥの動作に引き続き、ＴＡはＴＡとＰＨの間の論理リンクを切

断する。

　ＬＡＰＢリンクの切断手順の完了後、ＤＴＥは以下のいずれかによってＲ参照点におけるレイヤ１イン

タフェースを切断する。

・Ｘ．２１インタフェースの場合、制御線ＣのＯＮからＯＦＦへの変化；

ＴＡは制御線ＩのＯＮからＯＦＦへの変化で応答しなければならない。その後、そのインタフェース

はレディ状態になる。

・Ｘ．２１ｂｉｓまたはＶ．２５ｂｉｓインタフェースの場合、回路１０８のＯＮからＯＦＦへの変化；

ＴＡは回路１０７のＯＮからＯＦＦへの変化で応答しなければならない。
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7.5　ＢチャネルとＤチャネルを介したアクセス

7.5.1　概　要

　ここでは、ＴＡが、ＢチャネルとＤチャネルの両方のアクセスを用いるときに提供する機能を定義して

いる。これはケースＢ（ＩＳＤＮバーチャルサーキットサービスへのアクセス）にのみ適用される。7.3 お

よび 7.4 節に記述されたことは、以下を除いて適用される。

7.5.2　Ｘ．２５発呼

　ＰＨにＢチャネルまたはＤチャネルのいずれかによってアクセスできる場合、発呼要求はパケット交換

モードサービスの要求を伴うＱ．９３１メッセージによって送られる。

　ＴＡはＸ．２５パケットサイズ（Ｄチャネルでは２５６バイトに制限）やスループットの要求（基本ア

クセスのＤチャネルでは１６kbit/s 以下に制限）のように予め定められた基準に基づき特定のチャネルを優

先することを示してもよい。

　ＴＡがチャネル識別子情報要素の情報チャネル選択で“任意チャネル”を表示したならば、網は予め定

められたＸ．２５サービス品質要求に基づき、Ｂチャネルを割り当てる。

7.5.3　Ｘ．２５着呼

　網はＱ．９３１手順に従いＤチャネル上で着呼提供を行う。ＴＡは前節で定義された手順に従って処理

する（6.2 節参照）。
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付録Ⅰ：Ｘ．２５レイヤ２および／またはレイヤ３で動作しているＢチャネルＴＡ

（ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｘ３１に対する）

Ⅰ.1　概　要

　既存のＤＴＥのＸ．２５手順のインプリメントの違いに基づき、ターミナルアダプタには２つのタイプ

があり得る。つまり、

ケース１：ＴＡはＲインタフェースにおいてレイヤ１でのみ動作する

ケース２：ＴＡはＲインタフェースにおいてレイヤ２および／またはレイヤ３でも動作する

　ケース１は、バーチャルコールが１つも存在しないときに、Ｒインタフェースの物理レイヤを切断する

ことのできるＤＴＥに適用される。

　物理レイヤを切断できないＸ．２５ＤＴＥに対しては、ケース１用いた場合の結果は電源ＯＮ後の即座

な自動的Ｂチャネル割り当てになるであろう。

従って、そのようなＤＴＥに対しては、代わりにケース２が用いられてもよい。

ケース１は本標準の 7.3 節に記述されている。

　この付録は、ケース２のターミナルアダプタの機能及びシグナリングマッピングの手順の機能に対する

いくつかの可能なアプローチを提示している。

　これらの例はインプリメントの方法を拘束するべきではないし、すべての可能なタイプを網羅してはい

ない。

　ケース２のＴＡは、ケースＢと同様にケースＡにも関わりがある。

Ⅰ.2　呼制御

この付録には、以下の呼のフェーズが示されている。

・空きフェーズ

・設定フェーズ

・データ転送フェーズ

・切断フェーズ

　バーチャルコールが１つも存在しないとき、ＴＡは空きフェーズにある。着信または発信の呼により、

ＴＡは設定フェーズを経由してデータ転送フェーズへ変化する。 後のバーチャルコールの切断の後、Ｔ

Ａはデータ転送フェーズから切断フェーズを経て空きフェーズへと変化する。
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Ⅰ.2.1　空きフェーズ

　空きフェーズでは進行中のバーチャルコールは１つもない。

注－本図ではＤチャネル上のイベントとプロトコルについては示されていない。

付図Ⅰ－１／ＪＴ－Ｘ３１　空きフェーズの構成例－レイヤ３で非トランスペアレント

(CCITT X.31)

　空きフェーズでは、ＴＡは参照点ＲにおいてＸ．２５ＤＣＥとして動作する（付図Ⅰ－１／ＪＴ－Ｘ３

１）。Ｘ．２５レイヤ２手順のすべてが提供される。Ｘ．２５レイヤ３のリスタート手順は、提供されな

ければならない。又、他のＸ．２５レイヤ３手順も提供されるかもしれない。

　呼設定フェーズの開始がマニュアルによる方法（例えば、ＴＡの押しボタン）により指示されるならば、

原則的にＴＡはレイヤ３手順を提供する必要がない。付図Ⅰ－２／ＪＴ－Ｘ３１参照。

Ⅰ.2.1.1　設定フェーズへの変化

ＴＡは以下によって設定フェーズへ変化する。

・発呼の検出

発呼は発呼要求パケット受信により検出される。

・着呼の検出

着呼の検出と受付においてはＴＡに対して　６．２節の手順が適用される。

X.25 ﾊﾟｹｯﾄﾚｲﾔ

ﾌﾟﾛﾄｺﾙの一部

ＬＡＰＢ

X.21

X.21bis

ＬＡＰＢ

I.430

ＥＴ ＤＣＥＤＴＥ ＴＡ

Ｓ／ＴＲ

X.25 ﾊﾟｹｯﾄ

ﾚｲﾔﾌﾟﾛﾄｺﾙ

ＬＡＰＢ

X.21

X.21bis

X.25 ﾊﾟｹｯﾄ

ﾚｲﾔﾌﾟﾛﾄｺﾙ

ＬＡＰＢ

X.21

X.21bis
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注－本図ではＤチャネル上のイベントとプロトコルについては示されていない。

付図Ⅰ－２／ＪＴ－Ｘ３１　空きフェーズの構成例－レイヤ３でトランスペアレント

 (CCITT X.31)

Ⅰ.2.2　設定フェーズ

呼を設定するために、以下の機能が定義されている。

①　Ｂチャネルの設定

②　ＴＡとＰＨ／ＰＳＰＤＮのＸ．２５ＤＣＥの間のレイヤ２コネクションの設定

③　Ｘ．２５ＤＴＥとＰＨ／ＰＳＰＤＮのＸ．２５ＤＣＥの間のレイヤ３コネクションの同期

④　データ転送フェーズの構成へのスイッチング

　設定フェーズに対しては、ＴＡの参照点Ｓ／Ｔ側でレイヤ２のインプリメントもまた必要とされる（付

図Ⅰ－３／ＪＴ－Ｘ３１）。レイヤ３のみに向けられた手順が適用される。

　付図Ⅰ－４／ＪＴ－Ｘ３１は、設定フェーズに対するＱ．９３１メッセージとＸ．２５パケットのシー

ケンス例を示す。

Ⅰ.2.2.1　Ｘ．２５発呼

　Ｘ．２５ＤＴＥからの発呼パケットは、6.2 節に従うＢチャネル割り当て手順を実行するために、ＴＡに

おいてバッファリングされる。Ｂチャネルの割り当ての後、リンクは、標準ＪＴ－Ｘ２５のレイヤ２手順

に従って、ＰＨ／ＰＳＰＤＮのＤＣＥとＴＡの間で設定され、リスタート手順により初期化されなければ

ならない。バッファリングされた発呼パケットは、ＰＨ／ＰＳＰＤＮのＤＣＥに送信され、正常な発呼完

了パケットの受信を確認した時点で、ＴＡは本付録のＩ.2.2.3 節に示される手順に従ってデータ転送フェー

ズに変化する。

ＬＡＰＢ

I.430

ＥＴ ＤＣＥＤＴＥ ＴＡ

Ｓ／ＴＲ

X.25 ﾊﾟｹｯﾄ

ﾚｲﾔﾌﾟﾛﾄｺﾙ

ＬＡＰＢ

X.21

X.21bis

X.25 ﾊﾟｹｯﾄ

ﾚｲﾔﾌﾟﾛﾄｺﾙ

ＬＡＰＢ

X.21

X.21bis

ＬＡＰＢ

X.21

X.21bis
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付図Ⅰ－４／ＪＴ－Ｘ３１は設定フェーズに対するメッセージシーケンスの例を与えている。

①、②、③と④の番号はⅠ.2.2 節で用いられている番号と同じものである。

注－本図ではＤチャネル上のイベントとプロトコルについては示されていない。

付図Ⅰ－３／ＪＴ－Ｘ３１　設定中フェーズにおいて起動状態にあるレイヤ

 (CCITT X.31)

ＬＡＰＢ

I.430

ＥＴ ＤＣＥＤＴＥ ＴＡ

Ｓ／ＴＲ

③、④

②

①①

X.25 ﾊﾟｹｯﾄ

ﾚｲﾔﾌﾟﾛﾄｺﾙ

ＬＡＰＢ

X.21

X.21bis

X.25 ﾊﾟｹｯﾄ

ﾚｲﾔﾌﾟﾛﾄｺﾙ

ＬＡＰＢ

X.21

X.21bis

ＬＡＰＢ

X.21

X.21bis
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付図Ⅰ－４／ＪＴ－Ｘ３１ 設定フェーズに対するＱ．９３１メッセージと

(CCITT X.31) Ｘ．２５パケットのシーケンス例

ＤＴＥ ＴＡ ＥＴ ＤＣＥ

SABME(x,s)

UA(x,s)

I(x,s)[S]

I(x,s)[CP]

I(x,s)[C]

LAPD

Q.931

SABM(B)

X.25､ﾚｲﾔ 2 DCE
UA(B)

I(B)[X.25 発呼要求]

I(B)[X.25 接続完了]

I(B)[X.25 接続完了]

 I(B)
[X.25 ﾘｽﾀｰﾄ要求]

 I(B)
[X.25 ﾘｽﾀｰﾄ確認]

I(B)[X.25 発呼要求]

X.25､ﾚｲﾔ 2 DCE

データ転送フェーズ
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Ⅰ.2.2.2　Ｘ．２５着呼

　着呼の受信では本標準の 6.2 節の手順が、Ｂチャネル割り当てに関して適用される。Ｂチャネル割り当て

の後、標準ＪＴ－Ｘ２５のレイヤ２手順に従ってＰＨ／ＡＵのＤＣＥとＸ．２５ＤＴＥの間にリンクが設

定される。Ｘ．２５ＤＴＥのレイヤ３はリスタート手順によって初期化されなければならない。ＴＡは本

付録のⅠ.2.2.3 節の手順に従ってデータ転送フェーズへ変化することができる。

Ⅰ.2.2.3　データ転送フェーズへの変化

　網へ発呼要求を送った後、ＴＡは両側でレイヤ２を終端することによりレイヤ２を変換する。レイヤ２

変換の詳細な仕様は継続検討中である。

Ⅰ.2.3　データ転送フェーズ

　データ転送フェーズではＴＡはレイヤ２を変換するものとして動作する（付図Ⅰ－５／ＪＴ－Ｘ３１）。

注－本図ではＤチャネル上のイベントとプロトコルについては示されていない。

付図Ⅰ－５／ＪＴ－Ｘ３１　データ転送フェーズにおける構成例

(CCITT X.31)

Ⅰ.2.3.1　切断フェーズへの変化

　これ以上のバーチャルコールが１つも存在しないことを検出すると切断フェーズへ変化する。この検出

は以下によってなされる。

・ＰＨ／ＡＵ

・ユーザ（マニュアルで）

ＬＡＰＢ

I.430

ＥＴ ＤＣＥＤＴＥ ＴＡ

Ｓ／ＴＲ

X.25 ﾊﾟｹｯﾄ

ﾚｲﾔﾌﾟﾛﾄｺﾙ

ＬＡＰＢ

X.21

X.21bis

X.25 ﾊﾟｹｯﾄ

ﾚｲﾔﾌﾟﾛﾄｺﾙ

ＬＡＰＢ

X.21

X.21bis

ＬＡＰＢ

X.21

X.21bis



- 53 - ＪＴ－Ｘ３１

Ⅰ.2.4　切断中フェーズ

呼の切断フェーズに対しては、以下の機能が定義されている。

①　レイヤ３コネクションの切断

②　レイヤ２コネクションの切断

③　Ｂチャネルの解放

④　空きフェーズへの変化

　切断フェーズにおけるＤＴＥ、ＴＡおよびＤＣＥにいて起動状態にあるレイヤは付図Ｉ．６／ＪＴ－Ｘ

３１に示されている。

①、②および③の番号はⅠ.2.4 節で用いられている番号と同じである。

注－本図ではＤチャネル上のイベントとプロトコルについては示されていない。

付図Ⅰ－６／ＪＴ－Ｘ３１　切断フェーズにおいて起動状態にあるレイヤ

(CCITT X.31)

ＬＡＰＢ

I.430

ＥＴ ＤＣＥＤＴＥ ＴＡ

Ｓ／ＴＲ

①

②

③③

X.25 ﾊﾟｹｯﾄ

ﾚｲﾔﾌﾟﾛﾄｺﾙ

ＬＡＰＢ

X.21

X.21bis

X.25 ﾊﾟｹｯﾄ

ﾚｲﾔﾌﾟﾛﾄｺﾙ

ＬＡＰＢ

X.21

X.21bis

ＬＡＰＢ

X.21

X.21bis
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図Ⅰ－７／ＪＴ－Ｘ３１は切断フェーズに対するメッセージシーケンス例を与えている。

　注１－ＤＴＥとＴＡの間のレイヤ２は常に設定されている。

　注２－切断されたバーチャルコールがＢチャネル上の 後のものであったときのみ、そのＢチャネルは

切断される。

付図Ⅰ－７／ＪＴ－Ｘ３１ 切断フェーズに対するＱ．９３１メッセージと

(CCITT X.31) Ｘ．２５パケットのシーケンス例

Ⅰ.2.4.1　ユーザによる検出

　ユーザによる通知後、ＤＩＳＣフレームがＰＨ／ＡＵに送られ、ＰＨ／ＡＵはＵＡフレームで応答する。

ＴＡがＵＡフレームを受信した後、本標準の 6.4 節の手順が適用される。これらの手順の後、ＴＡは空き

フェーズに入る。

Ⅰ.2.4.2　網による検出

　網により送られたＤＩＳＣフレームに対してＴＡはＵＡフレームで応答する。Ｂチャネルを切断するた

めに、本標準の 6.4 節の手順が適用される。これらの手順の後、ＴＡは空きフェーズに入る。

ＤＴＥ ＴＡ ＥＴ ＤＣＥ

I(x,s)[D]

I(x,s)[R]

I(x,s)[RC]

（注１）

Q.931（注２）

DISC(B)

X.25､ﾚｲﾔ 3、TA DCE

X.25､ﾚｲﾔ 2、TA DCE
UA(B)

I(B) [X.25 切断要求]

I(B) [X.25 切断完了]

データ転送フェーズ
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付録Ⅱ：ＩＳＤＮの回線交換モードのベアラサービスを用いるパケットモードＴＥ２間の相互接

続

（ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｘ３１に対する）

　２つのパケットモードＴＥ２がＩＳＤＮ回線交換モードコネクションにより相互接続されるとき、それ

らは付図Ⅱ－１／ＪＴ－Ｘ３１に示されるようなＴＡを用いるであろう。

付図Ⅱ－１／ＪＴ－Ｘ３１ パケットモードＴＥ２間の通信のための

(CCITT X.31) 回線交換形コネクションの使用

　このようなコネクションに対しては、ＤＴＥによる回線交換形コネクション上で使用されるプロトコル

の特徴を変換するために、標準ＪＴ－Ｑ９３１のエンド・エンドパラメータ変換手順が用いられる。ＴＡ

は、パケットモードのＤＴＥ・ＤＴＥ通信を提供するのに必要な機能を達成するために、Ｂチャネル上の

フレームおよびパケットを検査するかもしれない。

ＩＳＤＮ

パケットモードパケットモード 回線交換形のコネクション

ＴＡＴＥ２ ＴＡ ＴＥ２
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付録Ⅲ：メッセージフロー図の例および理由・原因マッピングに関する例

（ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｘ３１に対する）

Ⅲ.1　メッセージフロー図の例

　Ｂチャネル及びＤチャネルのネットワークコネクション種別の使用と適切なチャネル選択の手順とは、

付図Ⅲ－１／ＪＴ－Ｘ３１から付図Ⅲ－７／ＪＴ－Ｘ３１に示されている。これらの図は本文の記述の内

容を補うものであり、すべての可能な状況を図示しているとは限らない。

　注－以下の図にはＴＡインタフェースを介して送られるすべてのフレームが表示されているとは限らな

い。

Ⅲ.1.1　図の記号

Ｑ．９３１信号メッセージ

［  ］

Ｃ

ＣＡ

ＣＰ

Ｄ

Ｒ

ＲＣ

Ｓ

bc＝pkt

－

－

－

－

－

－

－

－

－

レイヤ３

「応答」（CONNECT）メッセージ

「応答確認」（CONNECT ACKNOWLEDGE）メッセージ

「呼設定受付」（CALL PROCEEDING）メッセージ

「切断」（DISCONNECT）メッセージ

「解放」（RELEASE）メッセージ

「解放完了」（RELEASE COMPLETE）メッセージ

「呼設定」（SETUP）メッセージ

伝達能力はパケットモードを表示

Ｘ．２５レイヤ３メッセージ

　Ｘ．２５で始まるレイヤ３メッセージはどれもＸ．２５レイヤ３パケットを示す（すなわち、Ｘ．２５

ＣＲはＸ．２５発呼要求を意味する）。

ＣＡ

ＣＣ

ＣＬＣ

ＣＬＩ

ＣＬＲ

ＣＲ

ＩＣ

ＳＱ

ＳＦ

ＳＩ

－ 着呼受付（call accepted)

－ 接続完了（call connected）

－ 切断確認（clear confirmation）

－ 切断指示（clear indication）

－ 復旧要求（clear request)

－ 発呼要求（call request）

－ 着呼（incoming call)

－ リスタート要求 (restart request)

－ リスタート確認 (restart confirmation)

－ リスタート指示 (restart indication)
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レイヤ２フレーム

（　）

ＧＴＥＩ

Ａ，Ｂ

ＳＡＢＭ

ＳＡＢＭＥ

ＵＡ

ＵＩ

Ｉ

ＤＩＳＣ

－

－

－

－

－

－

－

－

－

レイヤ２

グループＴＥＩ（１２７）

Ｘ．２５レイヤ２アドレス（コマンドとレスポンスを含む）

非平衡モード設定

拡張非平衡モード設定

非番号制確認フレーム

非番号制情報フレーム（すなわち、レイヤ２で非確認情報転送サービスを用いる）

情報フレーム

切断フレーム

　（ｘ，ｐ）で表示されたレイヤ２アドレスは、フレームアドレスのＳＡＰＩ要素が標準ＪＴ－Ｑ９２１

に記述されているように、パケットタイプのＳＡＰＩ＝１６情報となるようコーディングされていること

を示す。（ｘ，ｓ）で示されたレイヤ２アドレスは、シグナリング（ＳＡＰＩ＝０）情報を示す。
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Ⅲ.1.2　メッセージフロー図の例

 

注１：着側がＤチャネルアクセスを用いてコネクションを設定するときには、メッセージシーケンスは付図Ⅲ-3/JT-X31の<3>からのようになるであろう。
注２：シグナルリンクが未だ設定されていない場合。
注３：パケットの着呼提供に対して着呼はＴＡと付図Ⅲ-5/JT-X31及び付図Ⅲ-7/JT-X31に示された手順を用いて設定されたＢチャネルとに提供されるであろう。
注４：網は、インプリメントしているならば、タイマＴ３２０を起動する。
注５：このメッセージはオプションである。
注６：網は、インプリメントしており、進行中であれば、タイマＴ３２０を停止する。
注７：Ｂチャネル上のリンクレイヤが未だ標準ＪＴ－Ｑ９３１ 6.3節に示されているように設定していないならば、網はそれを設定する。

付図Ⅲ－１／ＪＴ－Ｘ３１ ＩＳＤＮバーチャルサーキットサービスのＢチャネルアクセスに対するメッセージシーケンスの例
(CCITT X.31) このチャネルにおいて最初に設定されるバーチャルコールの場合

X.25
端末

ＴＥ１ＴＥ１

これらのＤチャネ
ル信号手順は半固
定コネクションで
は用いない。

6.3 節に示された、
Ｂチャネル上の
X.25手順。

6.3 節に示された、
Ｂチャネル上の
X.25手順。

網ＴＡ

SABME(x,s)

UA(x,s)

I(x,s)［CP］

I(x,s)［C］

I(x,s)［CA］

SABM(B)

UA(B)

注 2

注 4
注 5

<1>注 1
注 6 注 3

注 7

注 6

I(B)［X.25SQ］

I(A)［X.25SF］

I(B)［X.25CR］

I(A)［X.25CC］

I(x,s)［S,bc=pkt］

X.25
端末網 ＴＡ

SABM(A)

UA(A)

I(A)［X.25SI］

I(B)［X.25SF］

I(A)［X.25IC］

I(B)［X.25CA］

データ転送フェーズ
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注１：切断される側がＤチャネルアクセスを用いてコネクションを設定していたならば、切断される側のメッセージシーケンスは付図Ⅲ-3/JT-X31 の点<4>からのようになるであ

ろう。

注２：Ｂチャネルの切断は、もしインプリメントされているならば、タイマＴ３２０の満了によって網から始められてもよい。 6.4 節参照。

注３：網は、もしインプリメントしているならば、タイマＴ３２０を起動する。

注４：網は、もしインプリメントしており、進行中ならば、タイマＴ３２０を停止する。

注５：このシーケンスは、端末がこれ以上の通信の継続を望まない場合にのみ要求される。

付図Ⅲ－２／ＪＴ－Ｘ３１ ＩＳＤＮバーチャルサーキットサービスのＢチャネルアクセスに対するメッセージシーケンス例

(CCITT X.31) このチャネルにおける 後のバーチャルコールの場合

X.25
端末

ＴＥ１ＴＥ１

Ｂチャネル上の
X.25 手順

Ｂチャネル上の
X.25 手順

Ｄチャネル上の信
号手順は、半固定コ
ネクションでは用
いられない

網ＴＡ

I(x,s)［D］

I(x,s)［RC］

I(x,s)［R］

UA(B)

UA(x,s)

注 3

注 2

注 1

注 4

注 5

<2>

I(B)［X.25CLR］

I(A)［X.25CLC］

DISC(x,s)

DISC(B)

X.25
端末網 ＴＡ

UA(B)

I(A)［X.25CLI］

I(B)［X.25CLC］

DISC(B)

I(y,s)［D］

I(y,s)［RC］

I(y,s)［R］

UA(y,s)

DISC(y,s)

データ転送フェーズ
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注１：着側がＢチャネルアクセスを用いてコネクションを設定していたならば、メッセージシーケンスは、付図Ⅲ-1/JT-X31 の点<1>からのように続くであろう。

注２：ＳＡＰＩ＝１６リンクが未だ設定されていない場合。

注３：着呼はＴＡに付図Ⅲ-7/JT-X31 に示されている手順を用いて提供されてもよい。

注４：網は、もしインプリメントされているならば、タイマＴ３２０を起動する。

注５：網は、もしインプリメントされており、進行中ならば、タイマＴ３２０を停止する。

付図Ⅲ－３／ＪＴ－Ｘ３１ ＩＳＤＮバーチャルサーキットサービスのＤチャネルアクセスに対するメッセージシーケンスの例

(CCITT X.31) このＳＡＰＩ＝１６リンクで設定される 初のバーチャルコールの場合

X.25
端末

ＴＥ１

Ｄチャネル上の
X.25 手順

ＴＥ１

網ＴＡ

SABM(B) SABME(x,p)

Ｄチャネル上の
X.25 手順

UA(x,p)

I(x,p)［X.25SF］

I(x,p)［X.25CR］

UA(B)
　注 2
注 4

注 1，5 <3>
注 3

注 2

注 5

I(B)［X.25SQ］

I(A)［X.25SF］

I(B)［X.25CR］

I(A)［X.25CC］ I(x,p)［X.25CC］

I(x,p)［X.25SQ］

X.25
端末網 ＴＡ

SAMBE(y,p)

UA(y,p)

I(y,p)［X.25SI］

I(y,p)［X.25SF］

I(y,p)［X.25IC］

I(y,p)［X.25CA］

SAMB(A)

UA(A)

I(A)［X.25SI］

I(B)［X.25SF］

I(B)［X.25CA］

データ転送フェーズ

I(A)［X.25IC］
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注１：切断される側がＢチャネルアクセスを用いて呼を設定していた場合には、切断される側のメッセージシーケンスは付図Ⅲ-2/JT-X31 の点<2>からのようになるであろう。

注２：このシーケンスは X.25ＤＴＥがこれ以上の通信の継続を望まない時にのみ要求される。

注３：網は、インプリメントしているならば、タイマＴ３２０を起動する。

注４：網は、インプリメントしており、進行中ならば、タイマＴ３２０を停止する。

注５：Ｂチャネルの切断は、もしインプリメントしているならば、タイマＴ３２０の満了で、網によって始められてもよい。 6.4節参照。

付図Ⅲ－４／ＪＴ－Ｘ３１ ＤチャネルアクセスのＩＳＤＮバーチャルサーキットサービスに対するメッセージシーケンスの例
(CCITT X.31) このＳＡＰＩ＝１６リンクにおける最後のバーチャルコールの場合

X.25
端末

ＴＥ１ＴＥ１

D チャネル上の
X.25手順

Ｄチャネル上の
X.25手順

網ＴＡ

UA(B) UA(x,p)

注 3
注 1

注 4
注 2
注 5

<4>I(x,p)［X.25CLR］I(B)［X.25CLR］

I(A)［X.25CLC］ I(x,p)［X.25CLC］

DISC(x,p)DISC(B)

X.25
端末網 ＴＡ

UA(B)

I(A)［X.25CLI］I(y,p)［X.25CLI］

I(B)［X.25CLC］I(y,p)［X.25CLC］

DISC(B)

UA(y,p)

DISC(y,p)

データ転送フェーズ
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注１：網は、インプリメントしているならば、タイマＴ３２０を起動する。

注２：網は、インプリメントしており、進行中であれば、タイマＴ３２０を停止する。

付図Ⅲ－５／ＪＴ－Ｘ３１ ＳＡＰＩ＝０リンク上のシグナリングを用いた着呼提供手順の例

(CCITT X.31) 端末が新たなＢチャネル上に呼を要求する場合

X.25
端末

ＴＥ１

これらの Q.931 信号手
順はＤチャネル上のもの
である

6.3 節で示された新しい
Ｂチャネル上の X.25 手
順

網 ＴＡ

UI(GTEI,s) [SETUP, チャネル(B,D,B/D)]

I(x,s)［CONNECT,新たなＢ］

SABM(A)

UA(A)

（注２） I(A)［X.25SI］

I(B)［X.25SF］

I(A)［X.25IC］

I(B)［X.25CA］

（注１） I(x,s)［CONNECT ACKNOWLEDGE］

データ転送フェーズ
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注１：網は、もし未だ設定されていなければ、そのＢチャネルにリンクレイヤを設定する。6.3 節参照。

注２：網は、インプリメントしており、進行中であれば、タイマＴ３２０を停止する。

付図Ⅲ－６／ＪＴ－Ｘ３１ ＳＡＰＩ＝０リンク上のシグナリングを用いた着呼提供手順の例

(CCITT X.31) 端末が確立済のＢチャネル上に呼を要求する場合

X.25
端末

ＴＥ１

これらの Q.931 信号手
順はＤチャネル上のもの
である

6.3 節で示された設定済
のＢ チ ャ ネ ル 上 で の
X.25 手順

網 ＴＡ

UI(GTEI,s) [SETUP, チャネル(B,D,B/D)]

I(x,s)［CONNECT,設定済Ｂ］

SABM(A)

UA(A)

（注１）

（注２） I(A)［X.25SI］

I(B)［X.25SF］

I(A)［X.25IC］

I(B)［X.25CA］

I(x,s)［RELEASE,理由表示#7］

I(x,s)［RELEASE COMPLETE］

データ転送フェーズ
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　注１：網は、もし未だ設定されていなければ、そのＤチャネルにリンクレイヤを設定する。6.3 節参照。

網は、インプリメントしているならば、タイマＴ３２０を起動する。

　注２：網は、インプリメントしており、進行中であれば、タイマＴ３２０を停止する。

付図Ⅲ－７／ＪＴ－Ｘ３１ ＳＡＰＩ＝０リンク上のシグナリングを用いた着呼提供手順の例

(CCITT X.31) 端末がＤチャネル上に呼を要求する場合

X.25
端末

ＴＥ１

これらの Q.931 信号手
順はＤチャネル上のもの
である

6.3 節で示されたＤチャ
ネル上での X.25 手順

網 ＴＡ

UI(GTEI,s) [SETUP, チャネル(B,D,B/D)]

I(x,s)［CONNECT, D］

UA(x,p)

I(x,p)［X.25SI］

I(x,p)［X.25SF］

I(x,p)［X.25IC］

I(x,p)［X.25CA］

I(x,s)［RELEASE,理由表示#7］

I(x,s)［RELEASE COMPLETE］

SABME(A)

UA(A)

I(A)[X.25SI]

I(B)[X.25SF]

I(A)[X.25IC]

I(B)[X.25CA]

データ転送フェーズ

SABME(x,p)（注１）

（注２）
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Ⅲ.2　コーズマッピングに関する例

　Ｑ．９３１メッセージとＸ．２５パケット間のコーズマッピングが利用され、表６－５／ＪＴ－Ｘ３１

と表６－６／ＪＴ－Ｘ３１の特定のマッピングが利用されるときの条件の例を、以下の付図Ⅲ－８／ＪＴ

－Ｘ３１～付図Ⅲ－１６／ＪＴ－Ｘ３１に示す。

付表Ⅲ－１／ＪＴ－Ｘ３１　条件と図表の関連

条　　　件 図　番　号 表　番　号 備考

呼設定間の Q.931 不成功 付図Ⅲ-8/JT-X31

付図Ⅲ-9/JT-X31

付図Ⅲ-10/JT-X31

付図Ⅲ-11/JT-X31

付図Ⅲ-12/JT-X31

表 6-5/JT-X31

X.25 データ転送フェーズ中

のユーザ側の不成功

付図Ⅲ-13/JT-X31

付図Ⅲ-14/JT-X31

表 6-5/JT-X31 注１

注２

網側の早切り 付図Ⅲ-15/JT-X31

付図Ⅲ-16/JT-X31

表 6-6/JT-X31

　注１－このマッピングは、 後のバーチャルコールの切断に先立って　Ｑ．９３１メッセージが到着し

た場合にのみ必要である。

　注２－この状態は常に結果として交換されたバーチャルコールに対しては切断原因＃９“障害”のＸ．

２５切断指示パケット、パーマネントバーチャルサーキットに対してはリセット原因＃９“障害”

のＸ．２５リセット指示パケットとなる。

付図Ⅲ－８／ＪＴ－Ｘ３１　送信され得ない呼

 (CCITT X.31)

着　信

ユーザ
ＥＴ／ＰＨ

例えば、相手ユーザがビジー、利用可

能なチャネルなし（利用可能なＬＣＮ

なし、あるいはスループット利用不可

を含む）

X.25 着呼(IC)

X.25 切断指示(CLI)

（切断原因）
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付図Ⅲ－９／ＪＴ－Ｘ３１　エラーのメッセージ（例えば、フォーマットエラー）

 (CCITT X.31)

付図Ⅲ－１０／ＪＴ－Ｘ３１　応答しないユーザ

(CCITT X.31)

ＥＴ／ＰＨ

Q.931 呼設定(SETUP)

Q.931 呼設定(SETUP)

X.25 着呼(IC)

X.25 切断指示(CLI)

（注）

（切断原因）

着　信

ユーザ

注－このパケットは（標準ＪＴ－Ｑ９３１で定義されている）タイマＴ３０３の２回目の満了

後に送られる。

ＥＴ／ＰＨ

Q.931 呼設定(SETUP)

エラーのメッセージ（注１）

Q.931 切断メッセージ

（理由表示）

X.25 着呼(IC)

X.25 切断指示(CLI)

（注２）

（切断原因）

着　信

ユーザ

注１－この図はエラーのメッセージを受けて Q.931 切断メッセージを送るケースにおいての

み適用される。詳細は 6.4.3 節参照。

注２－このパケットは、マルチポイントインタフェースにおいては、（標準ＪＴ－Ｑ９３１

で定義されている）タイマＴ３０３満了後に送られるだろう。

これらのコーズ間には表 6.5/JT-X31 のような関係がある
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付図Ⅲ－１１／ＪＴ－Ｘ３１　タイマＴ３０１満了

(CCITT X.31)

これらの理由・原因間には表 6.5/JT-X31 のような関係がある。

付図Ⅲ－１２／ＪＴ－Ｘ３１　着信ユーザによる通信拒否

 (CCITT X.31)

ＥＴ／ＰＨ

Q.931 呼設定(SETUP)

Q.931 解放完了(RELEASE COMPLETE)

（理由表示）

X.25 着呼(IC)

X.25 切断指示(CLI)

（注）

（切断原因）

着　信

ユーザ

注－このパケットはマルイポイントインタフェースではタイマＴ３０３の満了後に送られだ

ろう。

ＥＴ／ＰＨ

Q.931 呼設定(SETUP)

Q.931 呼出(ALERTING)

Q.931 解放(RELEASE)

（理由表示）

X.25 着呼(IC)

X.25 切断指示(CLI)

Ｔ３０１

（注）

満了

（切断原因）

着　信

ユーザ

これらの理由・原因間には表 6.5/JT-X31 のような関係がある。

注－このパケットは（標準ＪＴ－Ｑ９３１で定義されている）タイマＴ３０１の満了後に送ら

れる。
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付図Ⅲ－１３／ＪＴ－Ｘ３１　Ｘ．２５データ転送フェーズ中のＱ．９３１切断

 (CCITT X.31)

ＥＴ／ＰＨ

Q.931 切断メッセージ

（理由表示）

X.25 データ転送フェーズ

X.25 切断指示(CLI)

（切断原因）

着　信

ユーザ

これらの理由・原因間には表 6.5/JT-X31 のような関係がある。

（ＴＴＣ注）

　付図Ⅲ-13/JT-X31 には、ＰＨが Q.931 切断復旧メッセージを受信した場合、Q.931 理由表示

値と X.25 の切断原因の間に表 6-5/JT-X31 の関係があると記述されているが、節 6.4.1 の記述と

矛盾しておりＣＣＩＴＴで検討中である。今後ＣＣＩＴＴの検討の進捗に合わせて本標準の適

正化を図る。
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付図Ⅲ－１４／ＪＴ－Ｘ３１　Ｘ．２５データ転送フェーズ中のＱ．９３１初期設定

(CCITT X.31)

付図Ⅲ－１５／ＪＴ－Ｘ３１ バーチャルコールの早切り

(CCITT X.31) （例えば、X.25 タイマＴ２１満了）

ＥＴ／ＰＨ

Q.931 呼設定(SETUP)

Q.931 応答(CONNECT)

Q.931 切断(DISCONNECT)

（理由表示）

X.25 着呼(IC)

X.25 切断指示(CLI)

（切断原因）

着　信

ユーザ

これらの理由・原因間には表 6.6/JT-X31 のような関係がある。

ＥＴ／ＰＨ

Q.931 初期設定(RESTART)

（理由表示）

X.25 データ転送フェーズ

X.25 切断指示(CLI)

（注１）

（注１、２）

－　または　－

X.25 リセット指示
(RESET INDICATION)

（切断原因）

（リセット原因）

着　信

ユーザ

注１－X.25 切断指示パケット中の切断原因パラメータは診断＃０を伴う“障害”を表示す

るだろう。

注２－パーマネントバーチャルサーキットに対してのみ。



ＪＴ－Ｘ３１ - 70 -

付図Ⅲ－１６／ＪＴ－Ｘ３１　バーチャルコールの早切り

 (CCITT X.31)

ＥＴ／ＰＨ

Q.931 呼設定(SETUP)

Q.931 応答(CONNECT)

Q.931 応答確認(CONNECT ACKNOWLEDGE)

Q.931 切断(DISCONNECT)

（理由表示）

X.25 着呼(IC)

X.25 切断指示(CLI)

（切断原因）

着　信

ユーザ

これらの理由・原因間には表 6.6/JT-X31 のような関係がある。

注－これは X.25 着呼パケットがまだ送信されていない場合である。
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付録Ⅳ：ＴＡ内完全プロトコル終端を要求するＤチャネルＴＡ

（ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｘ３１に対する）

Ⅳ.1　イントロダクション

　既存のＸ．２５ＤＴＥのＸ．２５手順のインプリメントの違いに基づき、端末アダプタにはいくつかの

タイプがある。すなわち、

－タイプ１：ＳＡＢＭフレーム受信を認識してＤチャネルの論理リンク（ＳＡＰＩ＝１６）を確立。

－タイプ２：Ｉフレーム受信でＤチャネルの論理リンク（ＳＡＰＩ＝１６）を確立。

－タイプ３：発呼要求パケット受信でＤチャネルの論理リンク（ＳＡＰＩ＝１６）を確立。

　注－代替として、呼の設定がマニュアル操作、例えば、ＴＡのボタンを押すこと、によって起動されて

もよい。

　タイプ１は、バーチャルコールが１つも存在しないときにＲ参照点でリンクを切断するＤＴＥに適用さ

れ、本標準の 7.4 節に記述されている。

　しかし、Ｒ参照点でリンクを切断できないＤＴＥもある。そこで、この付録では、このタイプのＤＴＥ

に適用される端末アダプタの機能と信号マッピング手順への可能なアプローチを提示している。

　これらの例はインプリメントを拘束するものではなく、すべての可能な場合を網羅してはいない。

Ⅳ.2　呼制御

この付録には、呼の以下のフェーズが示されている。

－空きフェーズ

－設定フェーズ

－データ転送フェーズ

－切断フェーズ

バーチャルコールが１つも存在しないとき、ＴＡは空きフェーズにある。

着呼または発呼は、設定フェーズを経てデータ転送フェーズへ遷移させる。

後のバーチャルコールの切断の後、ＴＡは切断フェーズを経て空きフェーズへ遷移する。

Ⅳ.2.1　空きフェーズ

空きフェーズではバーチャルコールは１つも存在しない。

　空きフェーズではＲ参照点でのレイヤ１とレイヤ２が設定される。付図Ⅳ－１／ＪＴ－Ｘ３１参照。Ｔ

ＡはＸ．２５レイヤ２のすべての手順を提供する。レイヤ３の一部、例えば、リスタート手順も提供する

かもしれない。
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付図Ⅳ－１／ＪＴ－Ｘ３１　空きフェーズの構成の例　－レイヤ３で非透過的

(CCITT X.31)

　ＤＴＥがＴＡにＩフレームを送ることで発呼が起動されるときは、レイヤ３手順を提供する必要はない。

そのＩフレーム受信はＴＡによるＤチャネルのＳＡＰＩ＝１６論理リンク設定に引き続きなされる。その

リンク設定後すぐにＴＡは受信したＩフレーム中のパケットをＤＣＥに送信するであろう。そのパケット

は、Ｘ．２５発呼要求パケットであるべきである。

　付図Ⅳ－２／ＪＴ－Ｘ３１がこの状況を記述している。

　注－着呼のみが提供されているか、発呼の開始がＴＡのマンマシンインタフェース（ＴＡのボタンを押

す等）を介して起動されるとき、原則的にはＴＡがレイヤ３手順を提供する必要はない。

付図Ⅳ－２／ＪＴ－Ｘ３１　空きフェーズの構成の例　－レイヤ３で透過的

(CCITT X.31)

X.25 ﾊﾟｹｯﾄﾚｲﾔ

ﾌﾟﾛﾄｺﾙの一部

ＬＡＰＢ

X.21／

X.21bis

ＬＡＰＤ

I.430

ＤＣＥＤＴＥ ＴＡ

Ｓ／Ｔ ＤチャネルＲ

X.25 ﾊﾟｹｯﾄ

ﾚｲﾔﾌﾟﾛﾄｺﾙ

ＬＡＰＤ

I.430

X.25 ﾊﾟｹｯﾄ

ﾚｲﾔﾌﾟﾛﾄｺﾙ

ＬＡＰＢ

X.21／

X.21bis

ＬＡＰＢ

X.21／

X.21bis

ＬＡＰＤ

I.430

ＤＣＥＤＴＥ ＴＡ

Ｓ／Ｔ ＤチャネルＲ

X.25 ﾊﾟｹｯﾄ

ﾚｲﾔﾌﾟﾛﾄｺﾙ

ＬＡＰＤ

I.430

X.25 ﾊﾟｹｯﾄ

ﾚｲﾔﾌﾟﾛﾄｺﾙ

ＬＡＰＢ

X.21／

X.21bis
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Ⅳ.2.1.1　設定フェーズへの遷移

ＴＡは、設定フェーズへ以下により遷移する。

－発呼の検出

発呼は、Ｘ．２５発呼要求パケットの受信、

または、ＴＡのマンマシンインタフェースを介して、

または、Ｉフレームの受信（Ⅳ.2.2.1 参照）

で検出される。

－着呼の検出

ＴＡは着呼の検出と受付けに際して 6.2 節の手順に従う（付図Ⅳ－2.2.2 も参照）。

Ⅳ.2.2　設定フェーズ

呼の設定のために以下の引き続く動作が識別される。

①　Ｄチャネルを介したＳＡＰＩ＝１６論理リンクの設定

②　Ｘ．２５ＤＴＥとＰＨのＸ．２５ＤＣＥとの間のレイヤ３設定

③　ＴＡがレイヤ３で常に透過的な間、データ転送フェーズへ移行

注－①と②の数字は本節での動作の番号。

付図Ⅳ－３／ＪＴ－Ｘ３１　設定フェーズの構成の例

(CCITT X.31)

ＤＣＥＤＴＥ

②

ＴＡ

ＳＡＰＩ＝１６

変　換

①

Ｓ／Ｔ ＤチャネルＲ

X.25 ﾊﾟｹｯﾄ

ﾚｲﾔﾌﾟﾛﾄｺﾙ

ＬＡＰＤ

I.430

X.25 ﾊﾟｹｯﾄ

ﾚｲﾔﾌﾟﾛﾄｺﾙ

ＬＡＰＢ

X.21／

X.21bis

ＬＡＰＤ

I.430

ＬＡＰＢ

X.21／

X.21bis
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Ⅳ.2.2.1　発呼要求パケット又はＩフレームを介して起動される発呼

　注－この付録を通じて、Ｉフレームに関して述べている部分は、ＴＡがＩフレームに含まれるＸ．２５

パケットについて何ら関知しないことを意味している。

　Ｘ．２５ＤＴＥから受信された発呼要求パケットは、ＴＡに蓄積される。ＳＡＰＩ＝１６のＤチャネル

論理リンクは、Ｑ．９２１手順の後、ＰＨのＤＣＥとＴＡの間に設定される。ＰＨのＤＣＥにおけるレイ

ヤ３は、リスタート手順によってリセットされるかもしれない。ＴＡに蓄積された発呼要求パケットは、

ＰＨのＤＣＥに送られる。

　その後、ＴＡはデータ転送フェーズへ変化する。

　付図Ⅳ－４／ＨＴ－Ｘ３１は、設定フェーズのメッセージシーケンスの例を与えている。

　注－ＴＡのマンマシンインタフェースを介した起動の後に、ＰＨとＴＡの間のＳＡＰＩ＝ｐのＤチャネ

ル論理リンクは、Ｑ．９２１手順に従って設定される。ＰＨのＤＣＥにおけるレイヤ３は、リスター

ト手順によってリセットされる。

　そして、ＴＡはデータ転送フェーズへ遷移する。

付図Ⅳ－４／ＪＴ－Ｘ３１ ＤＴＥにより起動される発呼のためのＱ．９２１メッセージと

(CCITT X.31) Ｘ．２５パケットのシーケンス例

ＤＣＥＤＴＥ

①

②

SABME(x,p)
I(B)［X.25 発呼要求］

I(A)［X.25 接続完了］

UA(x,p)

I(x,p)［X.25 発呼要求］

I(x,p)［X.25 接続完了］

ＴＡ

③ データ転送フェーズ
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Ⅳ.2.2.2　着　呼

　着呼の受信で、ＴＡとＰＨの間のＤチャネルＳＡＰＩ＝１６リンクの割り当てに、本標準の 6.2.2 節の手

順が適用される。

　ＰＨからのＳＡＢＭＥ受信を確認し、ＵＡフレームを送った後、ＴＡはデータ転送フェーズへ変化する。

Ⅳ.2.3　データ転送フェーズ

　データ転送フェーズでは、ＴＡは両側でレイヤ２リンクを終端し、それら機能間のマッピング機能を実

現することにより、レイヤ２の変換機として動作する。付図Ⅳ－５／ＪＴ－Ｘ３１参照。マッピングに関

しては本標準の 7.4.2 節に記述されている。

付図Ⅳ－５／ＪＴ－Ｘ３１　データ転送フェーズの構成の例

(CCITT X.31)

Ⅳ.2.4　切断フェーズへの遷移

　Ｄチャネルリンク上にバーチャルコールが存在しないことを検出して切断フェーズに入る。この検出は、

ＰＨが行うだろう（Ⅳ.2.4 節参照）。

　注１－この検出は、例えば、ＴＡのプッシュボタンで、ユーザが行ってもよい。

　注２－ＴＡ（ここではレイヤ１とレイヤ２は常に設定されている）へ 後のバーチャルコールの切断の

検出を通知する手段がないため、ＤＴＥによる検出には関連しない。

ＤＣＥＤＴＥ ＴＡ

ＳＡＰＩ＝１６

変　換

Ｓ／Ｔ ＤチャネルＲ

X.25 ﾊﾟｹｯﾄ

ﾚｲﾔﾌﾟﾛﾄｺﾙ

ＬＡＰＤ

I.430

X.25 ﾊﾟｹｯﾄ

ﾚｲﾔﾌﾟﾛﾄｺﾙ

ＬＡＰＢ

X.21／

X.21bis

ＬＡＰＤ

I.430

ＬＡＰＢ

X.21／

X.21bis
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Ⅳ.2.4　切断フェーズ

呼の切断のために、以下の動作が識別される（付図Ⅳ－６／ＪＴ－Ｘ３１参照）。

①　レイヤ３コネクションの切断

②　ＤチャネルのＳＡＰＩ＝１６論理リンクの切断

③　空きフェーズへの移行

注－①と②の数字はこの節の動作の順番を示す。

付図Ⅳ－６／ＪＴ－Ｘ３１　切断フェーズの構成の例

 (CCITT X.31)

Ⅳ.2.4.1　ＰＨによる検出

　ある論理リンク上の 後のバーチャルコールの切断の後、ＰＨはＤＩＳＣフレームをＴＡに送り、Ｄチャ

ネルのＳＡＰＩ＝１６論理リンク切断を起動する。ＴＡはＵＡフレーム送信後、空きフェーズに入る。

　付図Ⅳ－７／ＪＴ－Ｘ３１が切断フェーズのメッセージシーケンスの例を与えている。

　注－ＴＡのマンマシンインタフェースを介したユーザによるマニュアル通知の後に、ＴＡはＤチャネル

のＡＰＩ＝１６論理リンク切断を要求してＤＩＳＣフレームをＰＨに送る。

ＴＡのＵＡフレーム受信（この切断の確認）の後、ＴＡは空きフェーズへ遷移する。

ＤＣＥＤＴＥ

②

ＴＡ

ＳＡＰＩ＝１６

変　換

①

Ｓ／Ｔ ＤチャネルＲ

X.25 ﾊﾟｹｯﾄ

ﾚｲﾔﾌﾟﾛﾄｺﾙ

ＬＡＰＤ

I.430

X.25 ﾊﾟｹｯﾄ

ﾚｲﾔﾌﾟﾛﾄｺﾙ

ＬＡＰＢ

X.21／

X.21bis

ＬＡＰＤ

I.430

ＬＡＰＢ

X.21／

X.21bis
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　注１－そのリンクで切断されたバーチャルコールが 後のものだったときのみ、Ｄチャネル論理リンク

は切断される。

　注２－ユーザによるマニュアル通知が提供される。

　注３－ＤＴＥとＴＡの間のレイヤ２は常に設定されている。

付図Ⅳ－７／ＪＴ－Ｘ３１ 切断フェーズのためのＱ．９２１メッセージとＸ．２５

(CCITT X.31) パケットのシーケンス例（ユーザによる検出）

ＤＣＥＤＴＥ

①

(注 1)

②

I(B)［X.25 切断要求］

I(A)［X.25 切断確認］

（注２） DISC(x,p)
（注３）

I(x,p)［X.25 切断要求］

I(x,p)［X.25 切断確認］

UA(x,p)

ＴＡ

③

データ転送フェーズ
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付録Ⅴ：参照する標準／勧告

（ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｘ３１に対する）

勧告X.1 － International user classes of service in public data networks and integrated

services digital networks(ISDNs)

（公衆データ網およびサービス統合ディジタル網（ＩＳＤＮ）の国際ユーザサービスク

ラス）

勧告X.2 － International data transmission services and optional user facilities in public

data network

（公衆データ網における国際データ伝送サービスとオプショナルユーザファシリティ）

勧告X.3 － Packet assembly/disassembly facility(PAD) in a public data networks

（公衆データ網におけるパケット組立／分解機能（ＰＡＤ））

勧告X.21 － Interface between data terminal equipment(DTE) and data circuit terminating

equipmenty(DCE)

（公衆データ網における同期式動作向けのデータ端末装置（ＤＴＥ）とデータ回線終端

装置（ＤＣＥ）間のインタフェース）

勧告X.21bis － Use on public data networks of data terminal equipment(DTE) which is designed for

interfacing to synchronous V-series modems

（同期式Ｖシリーズモデムとのインタフェース用に設計されたデータ端末装置（ＤＴ

Ｅ）の公衆データ網における使用）

標準JT-X25 － X.25パケットモード端末インタフェース

勧告X.25 － Interface between data terminal equipment(DTE) and data circuit terminating

equipment(DCE) for terminals operating in the packet mode and on nected to public

data networks by dedicated circuit

（公衆データ網に専用線で接続されたパケットモードで動作する端末のためのデータ端

末装置 (ＤＴＥ）とデータ回線終端装置（ＤＣＥ）間のインタフェース）

勧告X.28 － DTE/DCE interface for a start-stop mode data terminal equipment accessing the packet

assembly / disassembly facility (PAD) in a public data network situated in the same

country

（同一国内に位置する公衆データ網におけるパケット組立／分解機能（ＰＡＤ）にアク

セスする調歩式データ端末装置用ＤＴＥ／ＤＣＥインタフェース）

勧告X.29 － Procedures for the exchange of control information and user data between a packet

assembly / disassembly(PAD) facility and a packet mode DTE or another PAD

（パケッ組立／分解（ＰＡＤ）機能とパケットモード端末又は他のＰＡＤ間の制御情報

とユーザデータの交換手順）
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標準JT-X30 － ＩＳＤＮによるX.21,X.21bis及びX.20bis データ端末装置のサポートとインタフェース

仕様

標準JT-X32 － X.32パケットモード端末インタフェース

勧告X.52 － Method of encoding aisochronous signals into a synchronous user bearer

（非等時性信号の同期式ユーザ・ベアラの符号化方法）

標準JT-X75 － データ伝送サービスを提供する公衆網間信号方式

勧告X.96 － Call progress signals in public data networks

（公衆データ網のコール・プログレス信号）

勧告X.121 － International numbering plan for public data networks

（公衆データ網用国際番号計画）

勧告X.213 － Network service definition for Open System Interconnection(OSI) for CCITT

Applications

（ＣＣＩＴＴアプリケーションのための開放型システム間相互接続（ＯＳＩ）のネット

ワークサービスの定義）

勧告X.300 － General principles and arrangements for interworking between public data networks,

and between public data networks and other public networks for the provision of

data transmission services

（データ伝送サービスを提供するための公衆データ網間および公衆データ網と他の公衆

網間の網間接続の一般原則と取り決め）

勧告X.320 － General arrangements for interworking between ISDNs for the provision of data

transmission services

  （データ伝送サービスを提供するためのＩＳＤＮ間の網間接続における一般的取決め）

勧告X.325

(I.550)

－ General arrangements for interworking between PSPDNs and ISDNs for the provision

of data transmission services

  （データ伝送サービスを提供するためのＰＳＰＤＮとＩＳＤＮの網間接続における一般

的取決め）

標準JT-I230 － ＩＳＤＮにより提供されるベアラサービス

シリーズ

勧告I.331 － Numbering plan for the ISDN era

(E.164) （ＩＳＤＮ時代の番号計画）

標準JT-I430 － ＩＳＤＮ基本ユーザ・網インタフェース  レイヤ１仕様

標準JT-I431 － ＩＳＤＮ一次群速度ユーザ・網インタフェースレイヤ１仕様
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勧告I.441 － 標準JT-Q921 参照

勧告I.451 － 標準JT-Q931 参照

勧告I.461 － 勧告X.30参照

標準JT-Q920 － ＩＳＤＮユーザ・網インタフェースレイヤ２概要

標準JT-Q921 － ＩＳＤＮユーザ・網インタフェースレイヤ２仕様

標準JT-Q931 － ＩＳＤＮユーザ・網インタフェースレイヤ３仕様

勧告V.25bis － Automatic calling and/or answering equipment on the general switched telephone

network(GSTN) using the 100-series interchange circuits

（１００シリーズ相互接続回路を用いた一般交換電話網における自動起呼および応答装

置）

標準JT-V110 － ＩＳＤＮによるＶシリーズインタフェースを持つデータ端末装置（ＤＴＥ）のサポート

とインタフェース仕様

勧告E.166 － Numbering plan interworking in the ISDN era

（ＩＳＤＮ時代の網間番号計画）
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付録Ⅵ：ＴＡのテストループ

（ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｘ３１に対する）

　ＴＡの保守の概念は、ＩＳＤＮ加入者アクセスと装置保守に関する勧告Ｉ．６００シリーズおよび標準

ＪＴ－Ｉ４３０に定義されているＩＳＤＮ加入者アクセスと加入者装置保守の概念に従う。テストループ

はこれらの勧告／標準に示されている。ＩＳＤＮ通信のアーキテクチャは、ネットワークサービスアクセ

スポイント（ＮＡＰＳ）相互間のベアラコネクション上での保守情報の通信を可能とする。従って、プロ

トコルの伝送のために、ＢチャネルまたはＤチャネル上でベアラサービスが用いられる。

　保守エンティティはＯＳＩを使ったアプリケーションレイヤプロトコルを用いて、実行管理、障害管理、

構成および名称管理に関する情報の通信を選択することができる。ＴＡがこれらの管理能力に対して提供

すべき詳細は継続検討中である。

Ⅵ.1　Ｂチャネルを介したアクセスのＴＡに対するテストループ

Ⅵ.1.1　テストループ参照構成

　付図Ⅵ－１／ＪＴ－Ｘ３１はＴＡ内のテストループの位置を示している。

付図Ⅵ－１／ＪＴ－Ｘ３１　テストループの位置

 (CCITT X.31)

　ループ４はＳ／Ｔ参照点の近くに配置される。ループ５はＲ参照点の近くに配置される。ループＡはＳ

／Ｔ参照点の近くに配置される。

Ⅵ.1.2　テストループの特徴

　ループ４、５およびＡの特徴は標準ＪＴ－Ｉ４３０と勧告Ｉ．６００シリーズに定義されている。

ＴＥ２

ＴＡ Ｘ.31

Ｓ／ＴＲ

４Ａ５

ＮＴ
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Ⅵ.1.3　テストループ起動／停止のメカニズム

(1)　テストループ４

　ＴＡの網側から制御されているテストループ４は、制御ポイントからＴＡへのコネクションが設

定された後、Ｂ／Ｄチャネル上のアプリケーションレイヤプロトコルかあるいは選択されたＢチャ

ネル上のレイヤ１メッセージを介して起動される。折り返すべきＢチャネルの選択は呼設定手順の

一部である。ループが設定されている間に、以下の状態がＲ参照点に適用される（勧告Ｘ．２１）。

・端末に向かってＲ＝０／１．．．，Ｉ＝ＯＦＦ（ＤＣＥ制御可ノットレディ）が適用される。

(2)　テストループ５

　テストループ５の起動／停止に対しては、 (1)の下の定義が適用される。ループ５はＲ参照点に近

いので、ループポイントは回路的にＲ参照点内にあり、Ｂチャネル内にはない。速度整合のメカニ

ズムに依存し、ＴＡに受信されたビットの流れの構造と、Ｂチャネル上で折り返され送り返された

ビットの流れの構造とはＳ／Ｔインタフェースで一致しないかもしれない。しかし、ループポイン

トでは、入と（折り返された）出のビットの流れは一致する。

　ループが設定されている間は、ループ２ｂに対してＸ．２１で定義された状態が適用される。

注－Ｂチャネル中のレイヤ２フレームを用いた論理ループ使用の可能性は継続検討中である。

(3)　テストループＡ

　テストループＡは、勧告Ｘ．２１／Ｘ．２１ｂｉｓに定義されている手順によって起動／停止さ

れる。

注１－特定のＢチャネルの選択は勧告Ｘ．２１／Ｘ．２１ｂｉｓの一部ではないので、テストルー

プＡ内のＢチャネル選択の問題は、もし要求があるならば、今後の課題である。

注２－以上３つのテストループ起動／停止は、代替となるオプションとしてマニュアル操作によっ

て提供され得る。

Ⅵ.1.4　起動／停止制御メッセージのコーディング

・ＢチャネルまたはＤチャネルのアプリケーションレイヤプロトコルを介したループ４制御：継続検討

中

・Ｂチャネルのレイヤ１メッセージを介したループ４制御：継続検討中

・ＢチャネルまたはＤチャネルのアプリケーションレイヤプロトコルを介したループ５制御：継続検討

中

・Ｂチャネルのレイヤ１メッセージを介したループ４制御：勧告Ｘ．２１／Ｘ．２１ｂｉｓに従う

・ループＡ制御：勧告Ｘ．２１／Ｘ．２１ｂｉｓに従う

Ⅵ.2　Ｄチャネルを介したアクセスのＴＡに対するテストループ

　注－この問題は、Ｄチャネルに対する保守の概念と密接に関連しており、これは標準ＪＴ－Ｑ９２１と

標準ＪＴ－Ｑ９３１での定義が必要であるため、Ｄチャネルを介したアクセスのＴＡに対するテス

トループの概念については今後の検討が必要である。
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１．まえがき

　本補遺では特に、ＩＳＤＮにおけるパケット通信サービスの提供形態の相違、および、ＩＳＤＮとＰＳ

ＰＤＮとのインタワークに関する疑問を中心に、QUESTION & ANSWER の形式で記述し助言を与えてい

る。

　今後、疑問や問題が更に生じた場合は適宜 QUESTION & ANSWER 等を追加し、標準ＪＴ－Ｘ３１補遺

の内容の充実を図っていく予定である。
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２．QUESTION & ANSWER
2.1　JT-X25 着呼パケットから JT-Q931 呼設定メッセージへのマッピング

TTC 標準 JT-X31 に関する QUESTION & ANSWER 登録番号 １

QUESTION　概要 JT-X25 着呼パケットから JT-Q931 呼設定メッセージへのマッピング

QUESTION　内容

　無条件通知クラスの場合、着側ユーザに対する JT-Q931「呼設定」(SETUP)メッセージには発／着番号、

発／着サブアドレス等は必ず設定されるのでしょうか。

　また、設定されない場合があるとすれば、どんな場合でしょうか。

参照文献名　JT-X31 参照箇所　§3.2.3.4

参照文献名　JT-X31, JT-X25, X.25(1988)Annex G 参照箇所 §6.2.2.3.2(JT-X31)

§4.3.1.3(JT-X25)

G.1(X.25)

ANSWER　内容

　　表 6-4/JT-X31 に従って、JT-X25 着呼パケットに設定されている情報が JT-Q931「呼設定」(SETUP)

メッセージにマッピングされます。

　　また、標準 JT-X25 では、JT-X25 着呼パケットの発信アドレス（起呼ＤＴＥアドレス）および着信

アドレス（被呼ＤＴＥアドレス）について、以下のように規定されています。

　 (1) 　発信アドレス

JT-X25 着呼パケットは起呼ＤＴＥアドレスを含んでいる

　 (2) 　着信アドレス

被呼ＤＴＥアドレスフィールドを使用してもよい

　　従って、この場合、JT-Q931「呼設定」(SETUP)メッセージには、発番号は必ず設定されますが、着

番号は設定されない場合があります。

　　勧告 X.25 付属書Ｇにおいて、網は発信サブアドレスおよび着信サブアドレスをエンド・ツー・エン

ドに透過的に転送することが規定されていますので、発信ユーザがこれらのサブアドレスを JT-X25

発呼要求パケットのＤＴＥファシリティに設定した場合には、着信側の JT-Q931「呼設定」(SETUP)

メッセージに発サブアドレス、着サブアドレスが設定されます。そうでない場合には、発サブアドレ

ス、着サブアドレスは設定されません。
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2.2　着信手順時のタイマについて

TTC 標準 JT-X31 に関する QUESTION & ANSWER 登録番号 ２

QUESTION　概要 着信手順時のタイマについて

QUESTION　内容

　 (1) 　着信ユーザが JT-Q931「呼設定」(SETUP)メッセージを受信後、JT-Q931「呼出」(ALERTING)

メッセージを返送したが、JT-Q931「応答」(CONNECT)メッセージを返送しない場合はどうなる

のでしょうか。

　 (2) 　着信時の JT-Q931「呼設定」(SETUP)メッセージ受信から JT-X25 着呼受付パケットを返送する

までの許容時間はどうなっていますか。

参照文献名　JT-X31 参照箇所　§6.2

参照文献名 ① JT-X31

② JT-Q931

③ JT-X25

参照箇所 ①§6.2, 付図Ⅲ-11

②§5.2, §9.1

③§4.3

ANSWER　内容

　 (1) 　着呼提供手順において、網は JT-Q931 「呼出」(ALERTING)メッセージ受信時点でタイマＴ３

０１を起動し、このタイムアウトで付図Ⅲ-11/JT-X31 に示すように切断・復旧手順へ移行します。

なお、Ｔ３０１のタイムアウトの値によっては、発信ユーザが切断手順を開始する場合がありま

す。

　また、網が内部的な呼出の監視機能を既に採用している場合には、タイマＴ３０１は使用され

ませんが、内部的な呼出の監視機能により、同様な切断・復旧手順へ移行します。

　 (2) 　接続シーケンス例（次頁の図参照）に示すように、着信ユーザに対する JT-Q931「呼設定」(SETUP)

メッセージから JT-Q931「応答」(CONNECT)メッセージまでのタイミングは、標準 JT-Q931 の規

定に従います。JT-X25 着呼パケットから JT-X25 着呼受付パケットまでのタイミングは、標準

JT-X25 に規定されたＴ１１であり、着信ユーザは JT-X25 着呼パケットからＴ１１以内に JT-X25

着呼受付パケットを返送する必要があります。但し、着信ユーザが JT-Q931「呼出」(ALERTING)

メッセージを返送した場合は、(1)で言及したＴ３０１や前述のＴ１１の規定を守っても、発側

ユーザの標準 JT-X25 タイマであるＴ２１の満了で発側ユーザが切断・復旧手順へ移行することも

あり、注意が必要です。
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ANSWER　内容（続き）

（注１）着信ユーザがＤチャネルを選択した場合でも、ほぼ同様のシーケンスとなります。

（注２）発信ユーザは、ＩＳＤＮのユーザでもＰＳＰＤＮのユーザでも同様です。

図　接続シーケンスの例

D ﾁｬﾈﾙ上
での
JT-Q931
手順

B ﾁｬﾈﾙ
上での
JT-X25
手順

JT-Q931「応答確認」
(CONNECT ACKNOWLEDGE)

着　信
ユーザ

発　信
ユーザ

網

JT-Q931
「呼設定」(SETUP)

Ｔ２１
(JT-X25)
200 秒
以上

JT-Q931
「呼出」(ALERTING)

JT-X25 発呼要求パケット

Ｔ３０１
(JT-Q931)
３分以上

JT-Q931
「応答」(CONNECT)

JT-X25
手順

JT-X25 着呼パケット

Ｔ１１
(JT-X25)
180 秒
以上

JT-X25 着呼完了パケットJT-X25 着呼受付パケット
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2.3　着呼提供時のチャネル選択

TTC 標準 JT-X31 に関する QUESTION & ANSWER 登録番号 ３

QUESTION　概要 着呼提供時のチャネル選択

QUESTION　内容

「空きＢチャネル」と「変更可能」を表示するチャネル識別子情報要素を含んだ着呼の JT-Q931「呼

設定」(SETUP)メッセージが放送リンク上に送信された場合、以下のチャネル指定方法は可能です

か。

　 (1) 　半固定コネクション（タイプ１、２）が設定されているＢチャネルで、

①　既にバーチャルコールが設定されている場合

②　同一バス上の他の端末が設定しているＢチャネルの場合

　 (2) 　回線交換モードで使用されているＢチャネル

　 (3) 　異なるＴＥＩ値を使用している他の端末がパケット交換モードで使用中のＢチャネル（下図）

参照文献名　JT-X31 参照箇所　§6.2.2.3.1

参照文献名　JT-X31 参照箇所　§6.2.2.3.1

ANSWER　内容

　 (1)  ①同一ＴＥＩ値で設定されているＢチャネルの使用可能論理チャネル数を越えない範囲であれ

ば、設定済Ｂチャネルとして指定可能です。

②他の端末が半固定コネクションで使用中のＢチャネルを指定することはできません。

　 (2) 　同一チャネルで異なるモードを使用することはできませんので、指定できません。

　 (3) 　他の端末が設定したＢチャネルを指定することはできません。

CONNECT(B1)

SETUP(GTEI,B2,変更可能）

網TE#bTE#a

Ｂ1 物理コネクション
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2.4　リンクレイヤの設定と解放、アクセスの衝突

TTC 標準 JT-X31 に関する QUESTION & ANSWER 登録番号 ４

QUESTION　概要 リンクレイヤの設定と解放、アクセスの衝突

QUESTION　内容

　ケースＡ／Ｂで、着信時はＡＵ／ＰＨがリンクレイヤの設定を起動するとありますが、同時に着信

端末から起動を開始することは可能ですか。

参照文献名　JT-X31 参照箇所　§6.3.1, 6.5

参照文献名　JT-X31, JT-X25 参照箇所　JT-X31 は同上、§3.4.4.5(JT-X25)

ANSWER　内容

　　ケースＡ、ケースＢとも、着呼の場合のリンクレイヤの起動は網（ＡＵ／ＰＨ）から行われ、ユー

ザ側からの起動は不要です。

　　仮に、着信側において選択されたＢチャネルに端末側からリンク設定を行うと、リンク設定コマン

ド（ＳＡＢＭ）の衝突が起こる可能性があります。この場合にも、標準 JT-X25 の規定通り、リンク設

定は可能です。端末からのＳＡＢＭによりリンクレイヤが設定された場合でも着信は可能で、網は引

き続き JT-X25 着呼パケットを端末へ送信します。

　　上記については、ＳＡＢＭをＳＡＢＭＥに読み変えて、Ｄチャネルのリンクレイヤ(SAPI=16）につ

いても当てはまります。

Ｂﾁｬﾈﾙ上の
JT-X25･LAPB 手順

Ｄﾁｬﾈﾙ上の
JT-Q931 手順

リンク設定の衝突例

SABM SABM

JT-Q931「応答確認」(CONNECT ACKNOWLEDGE)

JT-Q931「応答」(CONNNECT)

JT-Q931「呼設定」(SETUP)

端　末 網

図１　リンク設定衝突の例 (1) 図２　リンク設定衝突の例 (2)

UAUA

SABM SABM

JT-Q931「応答確認」
(CONNECT ACKNOWLEDGE)

JT-X25 着呼(IC)

JT-Q931「応答」(CONNNECT)

JT-Q931「呼設定」(SETUP)

着端末 網

UA

SABM SABM

JT-Q931「応答確認」
(CONNECT ACKNOWLEDGE)

JT-X25 着呼(IC)

JT-Q931「応答」(CONNNECT)

JT-Q931「呼設定」(SETUP)

着端末 網
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2.5　ＤＴＥ識別子、ＤＣＥ識別子について

TTC 標準 JT-X31 に関する QUESTION & ANSWER 登録番号 ５

QUESTION　概要 ＤＴＥ識別子、ＤＣＥ識別子について

QUESTION　内容

ケースＡにおけるアクセスでの、ＤＴＥ識別子、ＤＣＥ識別子とは具体的に何を指すのですか。

参照文献名　JT-X31 参照箇所　§2.1

参照文献名　JT-X32 参照箇所　§2.4, 2.5

ANSWER　内容

ＤＴＥ識別、ＤＣＥ識別については、標準ＪＴ－Ｘ３２に記述があります。

ＤＴＥ識別法には、

①　公衆交換網により提供される識別

②　リンクレイヤＸＩＤ手順を使用する識別

③　パケットレイヤ登録手順を使用する識別

④　呼設定パケットのＮＵＩ選択ファシリティによる識別

⑤　JT-X25 発呼要求パケットの起呼ＤＴＥアドレスへフィールドの中でＮＵＩを示す識別

　があり、またＤＣＥ識別法には、

①　公衆交換網により提供される識別

②　リンクレイヤＸＩＤ手順を使用する識別

③　パケットレイヤ登録手順を使用する識別

　があります。

　　標準ＪＴ－Ｘ３１に記述された、ＪＴ－Ｑ９３１手順で通知される識別子は、いずれも公衆交換網

により提供される識別子を指しており、具体的には、

　　ＤＴＥ識別子：端末発信時、発端末から網へ送る JT-Q931「呼設定」(SETUP)メッセージ中に含ま

れる発番号

（端末のＥ.164 番号）

　　ＤＣＥ識別子：端末着信時、網から着端末へ送られる JT-Q931「呼設定」(SETUP)メッセージ中に

含まれる発番号

（ＡＵのＥ.164 番号）

が考えられます。

これらの識別子を提供するかどうかは、網によって異なります。
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2.6　既存網とのインタワーク時におけるアドレッシング

TTC 標準 JT-X31 に関する QUESTION & ANSWER 登録番号 ６

QUESTION　概要 既存網とのインタワーク時におけるアドレッシング

QUESTION　内容

　　ＩＳＤＮとＰＳＰＤＮとのインタワーク時に、Ｂチャネルパケット（ケースＡ／ケースＢ）、Ｄチャ

ネルパケット（ケースＢ）で、ＩＳＤＮ側からの発呼と、ＩＳＤＮ側への着呼のそれぞれの場合につ

いて、JT-Q931「呼設定」(SETUP)メッセージ及び JT-X25 発呼要求パケット内の、ＴＡ＋JT-X25ＤＴ

Ｅ／ＴＥ１、ＡＵ、ＰＳＰＤＮ側の JT-X25ＤＴＥの着番号、および、被呼ＤＴＥアドレスの設定方法

はどうなっているのですか。

参照文献名　JT-X31 参照箇所　§4.

参照文献名　JT-X31 参照箇所　§2.1, 2.2, 4.2.2, 4.3.2

ANSWER　内容

　　以下にシーケンス例を図示します。なお、JT-X25 発呼要求パケット以外のパケットにもアドレスが

設定される場合がありますが、図には示していません。

（凡例） Ｘ：ＴＡ／ＴＥ１の加入者番号

Ｙ：ＡＵの番号

Ｚ：ＰＳＰＤＮ側の JT-X25ＤＴＥの被呼ＤＴＥアドレス

Ｂ ﾁ ｬ ﾈ ﾙ
上の
JT-X25
手順

JT-X25ＣＣ JT-X25ＣＡ

JT-X25ＩＣJT-X25ＣＲ(Z)

Ｄﾁｬﾈﾙ上
の
JT-Q931
手順

CONNECT ACKNOWLEDGE

CALL PROCEEDING

CONNECT

SETUP(Y)

JT-X25DTE TA ISDN PSPDN JT-X25DTE

ＴＥ１

ＩＳＤＮ側からの発呼（ケースＡ）：Ｂチャネル
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ANSWER　内容（続き）

CONNECT ACKNOWLEDGE

（注）着信側の JT-X25ＤＴＥの従う番号計画により、Ｘの値は以下のようになります。

(1)Ｅ.164 番号のみを持つ場合 ：ｴｽｹｰﾌﾟｺｰド＋Ｅ.164 番号

(2)Ｅ.164 番号とＸ.121 番号の両方を持つ場合：Ｘ.121 番号

Ｂﾁｬﾈﾙ上
の
JT-X25
手順

Ｄﾁｬﾈﾙ上
の
JT-Q931
手順

JT-X25ＣＡ JT-X25ＣＣ

JT-X25ＩＣ

CONNECT

JT-X25ＣＲ(X)SETUP

ＴＥ１

JT-X25DTE TA PSPDNISDN JT-X25DTE

ＩＳＤＮ側への着呼（ケースＡ）：Ｂチャネル

Ｂﾁｬﾈﾙ上
の
JT-X25
手順

Ｄﾁｬﾈﾙ上
の
JT-Q931
手順

ＴＥ１

ＩＳＤＮ側からの発呼（ケースＢ）：Ｂチャネル

JT-X25DTE PSPDN JT-X25DTE

JT-X25ＣＡJT-X25ＣＣ

JT-X25ＣＲ(Z) JT-X25ＩＣ

TA ISDN

CALL PROCEEDING

CONNECT ACKNOWLEDGE

CONNECT

SETUP

ＩＳＤＮ側への着呼（ケースＢ）：Ｂチャネル

Ｂﾁｬﾈﾙ上
の
JT-X25
手順

Ｄﾁｬﾈﾙ上
の
JT-Q931
手順

JT-X25ＣＡ JT-X25ＣＣ

JT-X25ＩＣ

CONNECT ACKNOWLEDGE

CONNECT

JT-X25ＣＲ(X)SETUP(注)

（注）サービス種別によっては SETUP ﾒｯｾｰｼﾞに着番号情報要素が含まれる場合もあります。

ＴＥ１

JT-X25DTE PSPDN JT-X25DTETA ISDN
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ANSWER　内容（続き）

ＩＳＤＮ側への着呼（ケースＢ）：Ｄチャネル

Ｄﾁｬﾈﾙ上
の
JT-X25
手順

Ｄﾁｬﾈﾙ上
JT-Q931
手順

（注）サービス種別によっては SETUP ﾒｯｾｰｼﾞに着番号情報要素が含まれる場合もあります。

JT-X25ＣＲ(X)

JT-X25ＩＣ

JT-X25ＣＣJT-X25ＣＡ

SETUP(注)

CONNECT

RELEAS

RELEASE COMPLETE

JT-X25DTE

ＴＥ１

JT-X25DTE PSPDNTA ISDN

Ｄﾁｬﾈﾙ上
の
JT-X25
手順

JT-X25ＣＣ

JT-X25ＩＣ

JT-X25ＣＡ

JT-X25ＣＲ(Z)

ＩＳＤＮ側からの発呼（ケースＢ）：Ｄチャネル

JT-X25DTE

ＴＥ１

JT-X25DTE PSPDNTA ISDN
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2.7　ＤチャネルパケットとＢチャネルパケットの違いについて

TTC 標準 JT-X31 に関する QUESTION & ANSWER 登録番号 ７

QUESTION　概要 ＤチャネルパケットとＢチャネルパケットの違いについて

QUESTION　内容

　　ケースＢにおけるＤチャネルパケットとＢチャネルパケットとでは、どのような違いがあります

か。

参照文献名　JT-X31 参照箇所

参照文献名　JT-X31 参照箇所　§2.2, 3.2, 4.3, 5.2, 及び６章

ANSWER　内容

 (1) 　設定可能なデータリンク数

　基本インタフェースの場合のＤチャネルでは、ＬＡＰＤのＴＥＩ値を変えることにより、同一のＤチャ

ネル上に複数のデータリンクを設定することが可能です。

　例えば、基本インタフェースの場合のパケット通信用のデータリンク（ＬＡＰＢ）数は、Ｂチャネル

の数（最大２）の制限がありますが、ＤチャネルではＴＥＩの数だけ設定できることになります。

（但し、提供するＤチャネル上のデータリンク数の最大値は網に依存します。）

 (2) 　パケットサイズ

　　ＬＡＰＤに課せられた制限（システムパラメータＮ２０１）により、Ｄチャネルパケットを用いる

場合には２５６オクテットを超えるパケットは転送できません。Ｂチャネルパケットを用いる場合に

は、２５６オクテットを超えるパケットの転送が可能です。

 (3) 　スループットクラス

　　基本インタフェースの場合のＤチャネルでは、Ｄチャネルの速度である 16kb/s を超えるスループッ

トクラスは実現できません。一方、Ｂチャネルおよび一次群速度インタフェースのＤチャネルであれ

ば、64kb/s までのスループットクラスが実現可能です。実際に提供されるスループットクラスについ

ては、網に依存します。

 (4) 　JT-X25 パケットレイヤ

　　ＤチャネルとＢチャネルで、JT-X25 パケットレイヤのサービスについては、原則として差異はあり

ません。

 (5) 　発着信手順

発着信の手順の違いについては、標準 JT-X31 を参照して下さい。
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2.8　条件付通知クラスでＪＴ－Ｑ９３１手順が用いられる場合

TTC 標準 JT-X31 に関する QUESTION & ANSWER 登録番号 ８

QUESTION　概要 条件付通知クラスで JT-Q931 手順が用いられる場合

QUESTION　内容

　　§3.2.3.2（条件付通知クラス）の注に「網によっては、ＩＳＤＮアドレスが、起動状態にあるパケッ

トアクセスチャネルの端末のＩＳＤＮアドレスと異なる場合、サブアドレスを比較して、Ｑ.931 手順

を用いてもよい」とありますが、どのような状態を指しているのですか。

参照文献名　JT-X31 参照箇所　§3.2.3.2

参照文献名　JT-X31 参照箇所　§3.2.3.2

ANSWER　内容

　　条件付通知クラスでは、起動状態にあり利用可能なチャネルが１つもない時にのみ JT-Q931 手順が

用いられ、それ以降の同一のＩＳＤＮ番号への着呼は、そのチャネル上に JT-Q931 手順なしに送信さ

れます。

　　上記のような通常の提供形態とは別に、この注では、ＩＳＤＮ番号（Ｅ.164 番号）にサブアドレス

を加えたものをＩＳＤＮアドレスと称しており、具体的には、同一インタフェース（Ｅ.164 番号に対

応）にサブアドレスの異なる複数の端末が接続されていて、ある端末が既にあるＢチャネルをパケッ

トアクセスチャネルとして使用しているときに、新たな着呼があった場合、網がサブアドレスを比較

するよう登録されているならば、その結果として、

・サブアドレスを含めて同じであった場合には、そのＢチャネル上に JT-Q931 手順なしで JT-X25 着

呼パケットを送信する。

・サブアドレスが異なる場合には、JT-Q931 手順により新たな着呼があったことを着ユーザに通知す

るの２通りの場合もあります。この注は後者のような提供形態を指しています。

着呼のＩＳＤＮ番号が同一の場合、

・サブアドレスまで含めて同じ（上図では“5678”）であれば起動中のＢチャネル（上図では B1 ﾁｬﾈﾙ）

上に、JT-X25 着呼パケットを送信し、

・サブアドレスが異なれば（上図では“5678”でなければ）Ｄチャネル上の JT-Q931 手順によって着呼

をユーザに通知します。

　着呼がサブアドレスを含まない場合には、最初の着呼の時にのみ JT-Q931 手順で着呼をユーザに通知

します。

ｻﾌﾞｱﾄﾞﾚｽ: 1234 ←既に B1 ﾁｬﾈﾙを
　起動中の端末

端末ａ 端末ｂ

←着呼

5678

同一の ISDN 番号(E.164) 番号
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2.9　ユーザ・ユーザ情報のマッピング

TTC 標準 JT-X31 に関する QUESTION & ANSWER 登録番号 ９

QUESTION　概要 ユーザ・ユーザ情報のマッピング

QUESTION　内容

　　JT-X25 着呼パケットから JT-Q931「呼設定」(SETUP)メッセージへの情報のマッピングについて、

以下の情報のマッピング原則（情報要素のコーディング）について説明して下さい。

　　・ユーザデータ  －  ユーザ・ユーザ情報要素

参照文献名　JT-X31 参照箇所

参照文献名 参照箇所

ANSWER　内容

　　JT-X25 着呼パケットのコールユーザデータは JT-Q931「呼設定」(SETUP)メッセージのユーザ・ユー

ザ情報要素のオクテット４以降に、そのままマッピングされ、オクテット３には「００００００１０」

（勧告Ｘ.244）が設定されます。

（注）ビット７、８により、コールユーザデータ

フィールドの使用とフォーマットが規定さ

れる（勧告Ｘ.244 で規定）。

コールユーザデータ

勧告Ｘ.244
０　０　０　０　０　０　１　０

4

3

ビット

2

ｵｸﾃｯﾄ 1

(注)

ユーザ・ユーザ内容長

０　１　１　１　１　１　１　０

８　７　６　５　４　３　２　１

～～
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2.10　ケースＡにおけるＴＡへのアドレス投入方式

TTC 標準 JT-X31 に関する QUESTION & ANSWER 登録番号 １０

QUESTION　概要 ケースＡにおけるＴＡへのアドレス投入方式

QUESTION　内容

　　ケースＡによるパケット通信では、ＡＵを指定するためのアドレス情報が必要となりますが、既存

の JT-X25 端末にはそのような機能はありません。

  　この場合、ＡＵのアドレス指定はどのように行うのですか。

参照文献名　JT-X31 参照箇所　§2.1
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参照文献名　JT-X31 参照箇所　§7.3.3.1.2

ANSWER　内容

　　標準ＪＴ－Ｘ３１の§7.3.3.1.2 には、端末発信時に、ＴＡから送出される JT-Q931「呼設定」(SETUP)

メッセージ中に設定される着番号（ＡＵのＩＳＤＮ番号）の投入方法について、

①　Ｓ／Ｔ参照点での半固定Ｂチャネル

②　Ｒ点を介してＴＡに転送

③　ＴＡのマンマシンインタフェースによる設定

　という３つの選択肢があると規定されています。

　　①については、特定のＢチャネルが固定的にＡＵに接続されているので、ＴＡではアドレス情報を

必要としません。

　　②では、JT-X25ＤＴＥからＡＵのアドレス情報が、ある手順によりＴＡに転送されます。

　　③では、例えば、ＴＡに具備されたキースイッチ、表示器等により、ＡＵのアドレスを指定します。

　　以下では、②と③での、アドレスの設定について説明します。

　②の形態（Ｒ参照点上を JT-X25ＤＴＥからＴＡにＡＵのアドレス情報を転送する）

　　Ｒ点上で、JT-X25ＤＴＥからアドレス情報を転送する手順としては、例えば、勧告Ｖ.25 あるいは勧

告 V.25 bis が挙げられます。勧告 V.25 では、自動起呼を行うために、ＤＴＥ－ＤＣＥ（ここではＴ

ＡがＤＣＥに位置づけられます）間に、別のインタフェースを設けて、起呼のために必要な情報を送

ります（並列(ﾊﾟﾗﾚﾙ)自動起呼）。一方、勧告 V.25bis では、データ転送を行うインタフェースと同じ

インタフェースを用いて自動起呼に必要な情報を転送します（直列(ｼﾘｱﾙ)自動起呼）。

　　通常、JT-X25ＤＴＥは、パケットレイヤのアドレス指定（Ｘ.121 番号）は可能ですが、標準 JT-X25

ではリンクレイヤは常時起動中（常に端末と網の間にレイヤ２リンクが設定されている状態）である

ため、ＡＵの番号を指定する機能は不要であると考えられます。電話網経由などでＰＳＰＤＮへアク

セスする JT-X32 端末には、これらの機能があると考えられます。

アドレス情報（例、勧告 V.25/V.25bis) →

JT-X25DTE ＴＡ

←パケット→
Ｒ点
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ANSWER　内容（続き）

　③の形態（ＴＡのマンマシンインタフェースで設定）

　 (1) 呼毎、あるいは、予めＴＡに、ＡＵのアドレス情報をマンマシンインタフェースにより設定し、

マニュアルで発信する形態。

　 (2) アドレス情報をＴＡのマンマシンインタフェースにより予め設定しておき、Ｒ点上の動作（信号

線の変化、リンクレイヤの起動、発呼要求パケットの送出など）を契機として、ＴＡから発信す

る形態。

　　(1)の形態では、Ｂチャネルに関しては、ＴＡで物理レイヤのみを終端すればよく、機能的には比較

的簡単なもので済みますが、Ｂチャネルを起動するためのＤチャネル上での発信の起動をマニュアル

で行うため、(2)に比較して操作性はやや煩雑です。

　　(2)の形態では、一旦ＴＡにアドレスを設定してしまえば、JT-X25 端末からは既存の JT-X25 と同様

の操作により通信を行うことが可能となります。ただし、リンクレイヤ、パケットレイヤの動作を契

機とする場合、ＴＡにおいてＢチャネル上のリンクレイヤ、パケットレイヤの一部を終端する必要が

ありますので、ＴＡの機能は複雑になります。また、どの契機で行うかの選択は JT-X25 端末の仕様（呼

がない場合に端末から物理レイヤ、リンクレイヤを切断できるかなど）にも依存します。

2.11　ＩＳＤＮにおける端末選択と JT-X25 パケット通信における端末選択

TTC 標準 JT-X31 に関する QUESTION & ANSWER 登録番号 １１

QUESTION　概要 ＩＳＤＮにおける端末選択と JT-X25 パケット通信における端末選択

QUESTION　内容

　　標準ＪＴ－Ｘ３１によりパケット通信を行う際に、基本インタフェース上に複数のＴＡが収容され

ておりそれらのＴＡの配下に複数の端末が収容されている場合（例えば、ＬＡＮが接続されている場

合）の端末選択方法はどのようになるのですか。

参照文献名　JT-X31 参照箇所　§4.1

ＴＡJT-X25DTE

アドレス設定　発信

←パケット→
Ｒ点

→　アドレス設定
信号線変化
リンク起動
ＣＲパケット

ＴＡJT-X25DTE

←パケット→
Ｒ点
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参照文献名　① JT-X31

② X.25(1988)

③ X.213(1988)

参照箇所　①§3.2.3.4

②ANNEX G

③ANNEX A

ANSWER　内容

　　ＩＳＤＮの基本インタフェースには複数の端末が収容可能で、JT-Q931 手順ではその中の任意の１

端末を選択することが可能です。この端末選択手順にはサブアドレスを用いる方法とＭＳＮを用いる

方法があります。また、JT-X25 手順では、拡張アドレスにより１つのＸ.121 アドレス中に存在する複

数端末から任意の端末を指定することが可能です。

　　一方、標準 JT-X31 では JT-X25 発呼要求パケット中の拡張アドレスを着 JT-Q931 「呼設定」(SETUP)

メッセージ中のサブアドレスにマッピングすることが示されています。このことから、これら JT-Q931

手順による端末選択と JT-X25 手順（注１）における端末選択の関連について説明します。

　注１：1988 年版勧告 X.25 では、拡張アドレスで OSI NSAP アドレス（注２）を運ぶ方法が明確に規定

されていますので、ここでは 1988 年版の規定によることします。1984 年版の勧告では、拡張

アドレスおよび NSAP アドレスの規定が十分ではないため、ここでは除外します。

　注２：NSAP アドレスは、世界中に存在する端末の中から特定の１端末を指定するためのアドレスで

あり勧告Ｘ.213 に規定されています。NSAP アドレスは IDP(Initial Domain Part)と DSP(Domain

Specific Part)から構成されます。IDP は一般の公衆網で使用されるアドレス（Ｘ.121 番号、Ｅ.164

番号等）が入ります。DSP は IDP で示されたアドレス中に存在する複数端末から１つの端末を

指定するためのアドレスが入ります。

　1.　基本インタフェース上の端末選択にサブアドレス（NSAP アドレス）を用いる場合

　 (1) 　IDP＝Ｅ.164 番号の場合

この場合、基本インタフェース上のＴＡは、自分の収容しているＬＡＮに割り当てられた NSAP

アドレス(IDP+DSP) を管理し、ＳＥＴＵＰメッセージにより運ばれる NSAP アドレスを解析し

て、自分への着呼かどうかを判断します。
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ANSWER　内容（続き）

　 (2) 　IDP とＥ.164 番号が独立である場合

IDP をＬＡＮごとに別々に割り当てておけば、基本インタフェース上のＴＡは自分の収容して

いるＬＡＮに割り当てられた NSAP アドレスの IDP のみを管理し、JT-Q931「呼設定」(SETUP)メッ

セージにより運ばれる NSAP アドレスの IDP を解析し、自分への着呼であるかを判断します。

図１　サブアドレスによる端末識別の例

　2.　基本インタフェース上の端末選択にＭＳＮ機能を用いる場合

　　ＭＳＮにより、複数のＴＡはそれぞれ異なるＥ.164 番号を持ちます。この場合、JT-Q931 「呼設定」

(SETUP)メッセージにより運ばれる発番号（Ｅ.164 番号）により基本インタフェース上の１つのＴＡ

が、まず選択されます。その後、JT-X25 着呼パケット中の拡張アドレスにより運ばれる NSAP アドレ

スによりＬＡＮの中の特定端末が識別されます。この場合は、NSAP アドレスの IDP はＥ.164 番号と

同じ場合と独立の場合があり得ます。

図２　ＭＳＮによる端末選択の例

注：ＬＡＮは一例を示すもので、ＴＡ配下の複数端末の存在には、
他にも様々な形態が考えられる。

JT-X25 着呼 IC
ﾊﾟｹｯﾄ中の拡張
ｱドﾚｽで運ばれ
る NSAP ｱドﾚｽ
(DSP)によりＬ
ＡＮ1に収容さ
れる１端末が
選択される。

JT-X25
着呼
ＩＣﾊﾟｹｯﾄ

ｻﾌﾞｱドﾚｽで運ばれる
NSAP ｱドﾚｽ(IDP また
は DSP)により TA1 が
選択される。

ＬＡＮ 1

同じ Ｅ .164
番号を持つ

ＴＡ 1

ＮＴ

JT-Q931「呼設定」
(SETUP) ﾒｯｾｰｼﾞ

ＴＡ 2

ＬＡＮ 2

JT-X25 着呼 IC
ﾊﾟｹｯﾄ中の拡張
ｱドﾚｽで運ばれ
る NSAP ｱドﾚｽ
(DSP)によりＬ
ＡＮ1に収容さ
れる１端末が
選択される。

JT-Q931「呼設定」
(SETUP)中の着番号
により TA1 が選択さ
れる。

JT-X25
着呼
ＩＣﾊﾟｹｯﾄ

ＬＡＮ 1

異なるＥ .164
番号を持つ

ＴＡ 1

ＮＴ

JT-Q931「呼設定」
(SETUP) ﾒｯｾｰｼﾞ

ＴＡ 2

ＬＡＮ 2
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2.12　呼を受け付けないユーザの動作

TTC 標準 JT-X31 に関する QUESTION & ANSWER 登録番号 １２

QUESTION　概要 呼を受け付けないユーザの動作

QUESTION　内容

　　§6.2.2.3.1 にはチャネル選択手順において着呼を受け付けない端末の動作に関する記述があり、そ

れによると端末から網へＪＴ－Ｑ９３１「解放」(RELEASE)メッセージを送信することになっていま

す。一方、ＴＡの動作に関して記述された§7.3.3.2.2 には、網からの着呼に対してＪＴ－Ｑ９３１「解

放完了」(RELEASE COMPLETE)メッセージにより呼を拒否してもよい旨の記述があり矛盾しています

が、いずれの切断系のＪＴ－Ｑ９３１メッセージを用いるべきでしょうか。

参照文献名　JT-X31 参照箇所　§6.2.2.3.1(JT-X31),§7.3.3.2.2(JT-X31)

参照文献名　JT-X31 参照箇所　§6.2.2.3.1(JT-X31),§7.3.3.2.2(JT-X31)

ANSWER　内容

　　標準ＪＴ－Ｘ３１第３版§6.2.2.3.1 にはユーザが着呼を拒否する場合、理由表示＃３４（利用可回

線／チャネルなし）または＃４４（要求回線／チャネル利用不可）を含むＪＴ－Ｑ９３１「解放」

(RELEASE) メッセージで呼を切断するとありますが、１９９０年３月ＣＣＩＴＴ　ＳＧＸＩ会合にお

いて、§6.2.2.3.1 に記述されたメッセージ種別が誤りであるという確認が得られています。

（１９９２年勧告化予定）

　　したがって、着ユーザが着呼を拒否する場合は、§7.3.3.2.2 の記述に従い、理由表示＃３４（利用

可回線／チャネルなし）または＃４４（要求回線／チャネル利用不可）を含むＪＴ－Ｑ９３１「解放

完了」(RELEASE COMPLETE)メッセージで呼を切断することになります。
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2.13　理由表示のマッピング

TTC 標準 JT-X31 に関する QUESTION & ANSWER 登録番号 １３

QUESTION　概要 理由表示のマッピング

QUESTION　内容

　　付図Ⅲ－１２／ＪＴ－Ｘ３１、付図Ⅲ－１３／ＪＴ－Ｘ３１に示されるように、切断系のＪＴ－Ｑ

９３１メッセージの理由表示は、表６－５／ＪＴ－Ｘ３１に従って、ＪＴ－Ｘ２５切断指示パケット

の切断理由にマッピングされますが、ＪＴ－Ｘ２５切断指示パケットの切断理由が正しい状態を示し

ていない場合もありませんか。

　　例えば、ＪＴ－Ｑ９３１メッセージの理由表示として、相手ユーザが「＃３８網障害」を出した場

合、表６－５／ＪＴ－Ｘ３１に従ってマッピングされると、ＪＴ－Ｘ２５切断原因は「＃９障害」と

なります。しかし、標準ＪＴ－Ｘ２５において「＃９障害」は網で生成される切断原因となっていま

すので、相手ユーザが判断したという事実が切断原因を受信したユーザに伝わらないのではありませ

んか。

参照文献名　JT-X31,

JT-X25

参照箇所　表 6-5/JT-X31, 付図Ⅲ-12/JT-X31, 付図Ⅲ-13/JT-X31

§4.4.2.3(JT-X25)

参照文献名　JT-X31,

JT-X25

参照箇所　表 6-5/JT-X31, 付図Ⅲ-12/JT-X31, 付図Ⅲ-13/JT-X31

§4.4.2.3(JT-X25)

ANSWER　内容

　　ご指摘の場合のように、ＪＴ－Ｘ２５切断原因を受け取った端末は、ＪＴ－Ｑ９３１理由表示の生

成源が実際には相手ユーザ（またはローカルネットワーク）であっても、マッピング後のＪＴ－Ｘ２

５切断原因の通知内容によって、網をその生成源と認識することがあるため注意が必要です。

　　網では、ＪＴ－Ｑ９３１理由表示フィールドからＪＴ－Ｘ２５切断原因フィールドへのマッピング

のために、表６－５／ＪＴ－Ｘ３１を用います。すなわち、網では、上記マッピング表にあるＪＴ－

Ｑ９３１理由表示を付与したメッセージを受け取った際、マッピング後のＪＴ－Ｘ２５切断原因が、

標準ＪＴ－Ｘ２５では網が付与すべき切断原因（すなわち「ＤＴＥ復旧」以外の切断原因）となって

いる場合も、上記マッピング表に従って相手ユーザにＪＴ－Ｘ２５切断原因として通知するため、誤

解が生じる可能性があります。

　パケット通信において、切断等によりユーザ側からＪＴ－Ｑ９３１理由表示を送出する場合は、マッ

ピング後のＪＴ－Ｘ２５切断原因を受け取るユーザがその生成源を網であると誤認しないように理由表

示値を設定することを推奨します。例えば、マッピング先が、標準ＪＴ－Ｘ２５で網を生成源と規定し

ている「＃９障害」、「＃５網輻輳」等のＪＴ－Ｘ２５切断原因となるような、ＪＴ－Ｑ９３１理由表

示「＃２７相手端末故障中」、「＃３８網障害」、「＃４１一時的障害」、「＃４２交換機輻輳」、「＃

４７その他のリソース使用不可クラス」、「＃４９ＱＯＳ利用不可」等は、設定しないことを推奨しま

す。
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2.14　発／着サブアドレスのマッピング

TTC 標準 JT-X31 に関する QUESTION & ANSWER 登録番号 １４

QUESTION　概要 発／着サブアドレスのマッピング

QUESTION　内容

　　表６－４／ＪＴ－Ｘ３１にある、ＪＴ－Ｘ２５着呼パケットからＪＴ－Ｑ９３１「呼設定」(SETUP)

メッセージへの情報のマッピングについて、以下の情報のマッピング原則（情報要素のコーディング）

について説明してください。

表６－４／ＪＴ－Ｘ３１より抜粋

着呼パケット中の情報要素 「呼設定」(SETUP) 中の対応する情報要素

発信サブアドレス 発サブアドレス

着信サブアドレス 着サブアドレス

参照文献名　JT-X31 参照箇所

参照文献名　JT-X31, X.25, X.213 参照箇所　§6.2.2.3.2(JT-X31),

ANNEX G G.3.1(X.25), ANNEX G G.3.2(X.25)

ANSWER　内容

　　以下のアンサ内容の中では標準ＪＴ－Ｘ３１で「発信サブアドレス」、「着信サブアドレス」と記

述されているものは、それぞれＸ．２５（ＣＣＩＴＴ勧告）では「起呼アドレス拡張」、「被呼アド

レス拡張」と記述されています。

　 (1) 　標準ＪＴ－Ｘ３１に従い、ＪＴ－Ｘ２５着呼パケット内のＤＴＥファシリティで設定された、

発／着信サブアドレス（起／被呼アドレス拡張）は、それぞれＪＴ－Ｑ９３１「呼設定」(SETUP)

メッセージの発／着サブアドレス情報要素にマッピングされます。

この際のマッピング原則を「参考：」に示します。

　 (2) 　網では、１９８４年版Ｘ．２５着呼パケットの起／被呼アドレス拡張（発／着信サブアドレス）

をＪＴ－Ｑ９３１呼設定(SETUP)メッセージの発／着サブアドレスへマッピングする際、サブア

ドレス種別を「ＮＳＡＰ」と設定します。（次頁（注）参照）

　発端末が、１９８４年版勧告Ｘ．２５に従って、ＢＣＤでセミオクテット毎にサブアドレスをコー

ディングする場合、そのアドレス長が奇数ならば、最終オクテットのビット位置４、３、２、１に

“０　０　０　０”を挿入します。しかし、マッピング先のＪＴ－Ｑ９３１「呼設定」(SETUP)メッ

セージの発／着サブアドレスでは、サブアドレス種別が「ＮＳＡＰ」であり、偶数／奇数表示（オ

クテット３のビット位置４）は意味を持ちません。したがって、ＪＴ－Ｑ９３１「呼設定」(SETUP)

メッセージを受けた着端末は、最終オクテットのビット位置４、３、２、１に設定された“０　０　０

０”がサブアドレスの一部であるか否かを識別できません。
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ANSWER　内容（続き）

　また、この場合、ＪＴ－Ｑ９３１「呼設定」(SETUP)メッセージにおいては、サブアドレス種別

が「ＮＳＡＰ」であるにもかかわらず、サブアドレスのコーディングがＮＳＡＰ形式

(X.213/ISO8348AD2)ではないという不整合が生じます。ＴＴＣでは、サブアドレスのコーディング

をＮＳＡＰ形式(X.213/ISO8348AD2)で行うことを推奨します。

　なお、ＩＳＤＮ網に接続された端末に転送するサブアドレスの使用方法についてはＮＳＡＰアド

レスのＡＦＩ値を含めて、ＴＴＣで現在審議中であり、１９９０年度末には、ガイドラインが提示

される予定です。

　（注）本件は１９９０年２月のＣＣＩＴＴ　ＳＧⅦ会合において検討され、勧告Ｘ．３１の記述とし

ては、表６－４／Ｘ．３１（マッピング）に下記の主旨の注を掲載することとなっています。

（１９９２年勧告予定）

参考：表６－５／ＪＴ－Ｘ３１におけるＪＴ－Ｘ２５着呼パケット中の「発／着信サブアドレス」情報

要素から、対応するＪＴ－Ｑ９３１「呼設定」(SETUP)メッセージ中の「発／着信サブアドレス」

情報要素へのマッピング原則

ＪＴ－Ｑ９３１「呼設定」(SETUP)メッセージの「発／着信サブアドレス」情報要素の「サブ

アドレス種別」をＪＴ－Ｘ２５着呼パケットの「起／被呼アドレス拡張」ファシリティパラメー

タの第１オクテットからマッピングし、「サブアドレス種別」が「その他」の場合、セミオクテッ

ト長を「偶数／奇数表示」へマッピングするとともに、ファシリティパラメータの第２オクテッ

ト以降を「サブアドレス情報」にマッピングします。

注６－網は、Ｘ．２５着呼パケットが１９８８年版Ｘ．２５に準拠していると仮定して、Ｘ．２５

着呼パケットの被呼アドレス拡張ファシリティのパラメータフィールドの第１オクテットの

ビット８，７をＱ．９３１ＳＥＴＵＰメッセージの着サブアドレス情報要素の第３オクテッ

トの「サブアドレス種別」にマッピングする。

ＪＴ－Ｑ９３１「呼設定」(SETUP)
メッセージの着サブアドレス情報要素

ＪＴ－Ｘ２５着呼パケットの
被呼アドレス拡張ファシリティ

注４

注２、３

（サブアドレス情報）

注１ セミオクテット長

ファシリティパラメータ長

１　１　０　０　１　０　０　１
被呼ｱﾄﾞﾚｽ拡張ファシリティコード

注
３

１

１　１　１　０　０　０　１
着サブアドレス情報要素識別子

１

着サブアドレス内容長

（サブアドレス情報）

０　０　０
予　備

注２
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ANSWER　内容（続き）

注１：１９９８年版勧告Ｘ．２５では、ビット７、８は以下の規定に従います（但し、１９８４年版勧

告Ｘ．２５ではビット１～８でセミオクテット長を示しますが、この場合の最大値は暫定的に３２で

あるため、ビット７、８は固定的に“０　０”となります）。

ビット８        ７ アドレス種別

０ ０ 勧告Ｘ．２１３／ＩＳＯ　８３４８　ＡＤ２に従う

１ ０ その他

注２：「サブアドレス種別」はＪＴ－Ｘ２５発呼パケットのファシリティパラメータの第１オクテット

のビット７、８に対応して、以下の通り設定されます。

ビット８        ７ ７　６　５ サブアドレス種別

０ ０ ０　０　０ ＮＳＡＰ（Ｘ．２１３／ＩＳＯ　８３４８　ＡＤ２）

１ ０ ０　１　０ ユーザ特有サブアドレス

注３：「偶数／奇数表示」は「サブアドレス種別」が「ユーザ特有サブアドレス」となる場合はセミオ

クテット長に応じて以下の通り設定されます。「サブアドレス種別」が「ＮＳＡＰ」となる場合

には本ビットは意味を持ちません。

セミオクテット長 偶数／奇数表示

偶数 ０ ：アドレス信号の数が偶数

奇数 １ ：アドレス信号の数が奇数

注４：サブアドレス情報は、そのままコピーされます。

注５：起呼アドレス拡張（発信サブアドレス）と発サブアドレス情報要素の間のマッピングについても

同様です。


	　　



